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    　知らない間に意い識しきを向け、


    　ふとした拍ひよう子しに見てしまう。


    



    　思えばいつも、その小さな身体を見つめていた。


    　罵ののしりながら、戦いながら、いつしかその輝かがやきに捕とらわれていた。


    　どんなに喧けん嘩かをしようとも。どんなに離はなれてしまっても。


    



    　気づかぬ最後のピースは何なのか。


    　気づいた時には、もう遅おそい。

  


  
    
      　―― 序章 ――

    


    



    　カッチカッチ、と時計の針が音を刻きざむ。


    　六ろく畳じよう一間の小さな部へ屋やに聞こえてくるのは、カリカリと鳴るシャーペンの音。真っ白なノートに可か愛わいい丸文字が次々浮うかび、時折はらりとページが変わる。


    　窓まどの外から聞こえてくるのは車とトラックの走行音。ブルルルル……と騒さわがしいバイクが車道を走り、不協和音が耳につく。だがそれも一いつ瞬しゆんの事、室内はすぐに静せい寂じやくを取とり戻もどす。


    「ん……っと」


    　一度背せ伸のびをして立ち上がり、窓まど際ぎわにかけたカーテンをゆっくり開けた。ベランダ先に広がる光景は都会と田舎いなかの合間にある、見み慣なれた草くさ地じ一いちの町まち並なみだ。眼がん前ぜんには駐車場を挟はさんで二車線の道路が伸びており、走る車のライトがキラリと光る。


    　高校一年になって初めて迎むかえる、夏の夜の一ひと幕まく。昼になれば猛もう暑しよと熱波が襲おそいかかり、夜はいつまでも眠らない。町は昼夜を問わず熱ねつ狂きようを帯び、人々は一夏の祭まつりに酔よいしれ、そして――恋の荒あら波なみが、日本中にぶつかっていく。


    　その波は、おそらく俺おれ達にも襲いかかる事だろう。恋を巡めぐる戦いもより激はげしさを増まし、熾し烈れつなバトルとなるに違ちがいない。


    　けれど。……いや、だからこそ時には休きゆう息そくも必要だ。


    　一日ぐらい、静かな夜があっても悪くない。


    　……お前もそう思うだろ、唐から沢さわ？


    「なあ唐沢。静かな日に夜空を眺ながめてるとさ。なんか、こういうのもいいな、って思わないか？　夏の一ひと時ときの休息っていうかさ。ちょっと静かでロマンチックな――」


    「ロマンじゃ期末試験は解とけないわよ？　いいからさっさと座すわって勉強しなさい」


    「……。……いや、でもさ唐沢。今日は星が、」


    「そういうの現実逃とう避ひって言うと思うんだけど」


    　唐沢が何の感かん慨がいも無さそうに、じろりと俺を睨にらんでくる。


    「……で、でもほら。人間、時には休息って奴やつが必要って言うかさ」


    「って言ってあんた十分前も同じような事してたわよね？　その前は本の片かた付づけするとか言い出すし。集中力なさ過ぎなんじゃない？　っていうか、なんでテスト勉強の前に片付けしようなんて思うのよ」


    「う……それはほら、テスト前になると突とつ然ぜん片付けたくなる病ってのがあってだな――」


    「大体ね？　今日はあんたの勉強見てあげるために来たのに、あんたがそんなんでどうするの。期末、本気でやばいんでしょ？」


    「……そ、そうだな、おぅ……」


    「分かってるなら早く勉強に戻もどりなさい。まったく」


    　唐から沢さわがぶーたれた顔で文もん句くを言う。が、まるで反論の余よ地ちが無いため全然言い返せなかった。


    　仕方なくテーブルに座すわって唐沢の顔を窺うかがうと、あいつは俺おれの顔を見るなり「はぁ」と溜ため息いき。そこには普ふ段だん『学園の宝石』とまで呼よばれ、天使のようだと喩たとえられる可か愛わいい笑顔は微み塵じんもない。ただひたすら睨にらむように眉み間けんに皺しわを寄せている。長く伸のばした黒くろ髪かみを鬱うつ陶とうしそうに払はらい、腕うでまくりをして勉強を続けようと意気込む姿すがたは流りゆう麗れいなお嬢様と言うより負けん気盛さかんな女の子という感じの……つまり普段の唐沢が座っていた。


    　とはいえ今や素すの唐沢の方が普ふ通つうになってしまった俺としては、今いま更さら気に留とめることも無い。むしろ変わった事と言えば、勉強しているこの場所が実は俺の部へ屋や、というぐらいで……


    　いやまあ、今回は俺が一番やりやすい環かん境きようで、という事で自分の部屋にした訳わけなのだが、その。改めて考えると何気にこう、気づいたら女の子を自分の部屋に呼よんでいた、というか。じ、実は何気にちょっと落ち着かない環境だったり、と言うのもあって……


    　せめて冬ふゆ野のさんが居いてくれればと思ったのだが、冬野さんも珍めずらしく外せない用事があって来れないとの事らしく……ええと……


    「な、なあ唐沢。何か飲み物要いるか？」


    「……後でいいわよ。とにかく勉強しなさい。……あんた、本当にやる気あるの？　大体あんたから誘さそったんでしょ、試験勉強」


    「す、すいません」


    　つい頭を下げてしまった。というか本当、こんな事をしてる場合じゃない。


    　そう、俺には今回の期末試験で頑がん張ばらねばならない、ある理由があった。


    　――原げん因いんとなった出来事は、一月以上前に行われた演えん劇げき大会にまで遡さかのぼる。


    　高たか倉くらさんの誕生日を目指して戦いを繰くり広ひろげた演劇大会。それを経へてもなお唐沢とは決着がつかず、さらに唐沢と予定外の、その――があった後に俺達を待ち受けていたのは、中間試験という高校生初の壁かべであった。


    　もともと低空飛行で滑かつ空くうしていた俺は演劇大会に集中しすぎるあまり、無む対たい策さくのまま中間試験に激げき突とつ。その様よう相そうはまさに殺虫スプレーを撒まかれた蚊かとんぼ宜よろしく、見事に打ち落とされ赤点の山を築きずき上あげてしまった訳である。


    　これにはさすがに担たん任にんの吉よし名な先生やら物理の先生やらにも怒おこられ、進路指し導どう担たん当とうという怖こわい先生からも呼び出された。まさに一年生にして一大危き機きの到とう来らいであり、早くも進級が危あやういんだぜどーするよ？　……というのが俺の現げん状じようだ。


    　とはいえ挽ばん回かい策さくが無い事もなく、それが今回の期末試験になる。草くさ地じ一いち高こうは中間と期末の点数を合わせて六十点以上ならセーフルールが適てき用ようされる。よって俺に出来る事は、期末試験でより高得点を取り、赤点から脱だつ出しゆつする！


    　……という事で『学園の宝石』にして俺おれの恋ライ敵バル、そしてエセとは言えどお嬢様の名に恥はじない超成績（中間試験アベレージ九十八点）をお持ちの唐から沢さわ大先生にお越こし頂いただいたのである。


    　……ま、まあそのくせして、つい身体が現実逃とう避ひに走ってしまう俺な訳わけだが……


    　まあ、ほら。どうしても人間の生理的反はん射しやというか。つい教科書開くと他の事をしたくなるって言うかスイマセン、いや頭では分かってはいるんだが……


    　いかん。ダメだ。唐沢を呼よんだ身として、やはり真ま面じ目めにしないと！


    「じゃ、じゃあ……勉強に戻もどる。でさ唐沢。さっき解といたこれ、なんか変な気がするんだけど」


    　とりあえず、一休み前に解いていたプリントを唐沢に見せる。問２の解答が問３、問４に続く数学の問題……の割わりには問２からずっと答えが中ちゆ途うと半はん端ぱな気がして、代入すると式がえらく長くなってやる気を無くしていた所なのだ。


    　唐沢が無言で受け取り、視し線せんを落とす。何だかんだで真面目に見てくれるのは有あり難がたい。


    「っていうか悪いな唐沢。試験勉強、一いつ緒しよにして貰もらってさ。……勉強、本当はお前一人の方が捗はかどると思うし……」


    　礼を含ふくめて謝あやまると、でも唐沢も悪い気はしないのか。


    「別にいいわよ、これくらい。大した事じゃないし」


    　そう呟つぶやき、


    「それに……ほら。この前の……え、演えん劇げき、でも世話になったし」


    　言いい淀よどんだ。俺から視線を逸そらすように顔を伏ふせ、何な故ぜか目をあっちこっちへ逸らした後……最後になんでか知らんが俺をじろっと睨にらんで。


    　手の甲こうにぶすっとシャーペンを刺さした。って、


    「い、痛いたいだろ唐沢！」


    「あんたがぼーっとしてるからよ。何あたしの顔……じろじろ見てる訳よ。解けない問題があるなら、あたしが確かく認にんしてる所は後にして他のとこからやりなさい？」


    「そ、そりゃあそうだけど……って、それ別に刺すのと全然関係ねーし！」


    「そう？　ほら、バカとハサミは刺さないと分かんないって言うじゃない？」


    「言わねーよ！」


    　唐沢は相変わらず唐沢だった。演劇大会の後も、こいつは全然変わってないのだった。


    　……なんだよ。俺が勝手に意い識しきしすぎてただけか？　一つ屋根の下で勉強って、どうかなって少し……ま、まあ、だからなにって訳じゃないけど。なにって言うか。


    　……この前あげたハートのアクセサリも、結局付けてないみたいだし。いや、付けてないからどう、っていう訳じゃないんだけど……


    　何となく対たい抗こうしてむすぅ、と顔を膨ふくらませる。と、唐沢も多少悪いと思ったのか。


    「でも本当、進んでないじゃない。しっかりやりなさいよ？　あとこの問題だけど、アホみたいな計算間ま違ちがいじゃないの」


    「え、マジで？」


    「ほら、ここ」


    　そう言いつつ立ち、テーブルをくるりと回って俺おれの隣となりに座すわった。


    　細い指先でシャーペンを掴つかみ、腕うでを伸のばす。その横顔は真しん剣けんそのもの。見つめれば吸すい込こまれそうなほど綺き麗れいな瞳ひとみを机に向け、隣に座る事で僅わずかに感じる唐から沢さわの香かおりがふんわりと……


    「ほらここ。分数をあんた単たん純じゆんに……」


    　ふと、唐沢が顔を上げて。


    　俺を見る。


    　間近でぴたりと、視し線せんが合った。


    「あ……その……」


    　沈ちん黙もく。


    「……な、なんだ？」


    「え、えっと……」


    「ん？」


    「……………………やっぱり、あっちに座る……」


    「そ、そっか……」


    　唐沢がスカートを払はらって座り直す。静かすぎる室内に、なんとも居いたたまれない雰ふん囲い気きが流れていく。どうしよう。勉強がぜんぜん捗はかどらない。何か流れに乗るキッカケでもあればいいのに。そう思いながら何となく正せい座ざをした所で、沈ちん黙もくを破る襖ふすまのノック音が聞こえた。


    　唐沢と共に振ふり返かえると入口の襖が左に開き、うちの母がお盆ぼん片かた手てにニコニコ笑顔で入ってくる。って、


    「な、何だよ母さん。いきなり」


    「あら。頑がん張ばってるかなーと思っての差し入れよ？　……はい、唐沢さん」


    　オレンジジュースの乗ったお盆を床ゆかに置き、唐沢が「有あり難がとうございます」と自動反はん射しやでニコリと微ほほ笑えんだ。なら有り難く、と立ち上がって貰もらいに行ったところ、


    「ねえ正まさ也や？」


    　母の手が俺の耳に伸び、ぐいぐいぐいと廊ろう下かまで引ひっ張ぱり出だされ、


    「あたたたたっ、な、なんだよ！」


    「で？　どうなの正也。進んでる？」


    「ちゃ、ちゃんと進んでるって！　勉強！」


    「バカね、こんな時に真ま面じ目めに勉強してどうするのよアンタ。あの子すっごく可か愛わいいじゃない！　母さん超ちよう応おう援えんしちゃうからもうちょっと頑張りなさい？　あ、でも大人の勉強の方はきちんとお付き合いしてからにしなさいよ？」


    「何の話だよ！　つーかジュース貰もらっとくからあっち行けって！　いま勉強中だから！」


    「とか言ながらあんたの事だし、つい意い識しきしすぎて勉強なんか全然手についてな――」


    「ふんがっ！」


    　部へ屋やに戻もどってビシャ、と襖ふすまを閉じた。見なかった事にしよう。そうしよう。


    　床ゆかに置かれたお盆ぼんを机に運び、笑顔のまま冷ひや汗あせを流している唐から沢さわを前にシャーペンを握にぎる。でないと余よ計けいな事を言われかねん……！


    「よし、勉強するぞ唐沢！　勉強だ勉強！」


    「……そ、そうね」


    「おぅ！　で、さっきの続きどうだ？」


    「え、ええと……ちょっと待って。まあ、やる気が出たのはいい事よね……？」


    　言いつつ唐沢が俺おれのプリントを慌あわてて手に取り、再ふたたびシャーペンを走らせる。何だか少々手元がおぼつかないが、それでも。


    「うん。他は合ってるわ」


    「え、ホント？」


    「計算方法はね。でも問２から間ま違ちがってるから結局全部間違いだけど」


    「がーん」


    　これだから数学は。まったく。


    「っていうかあんた、見てると単に凡ぼんミスが多いだけじゃないの？　解とき方かたは合ってるのに途と中ちゆうで計算間違いしてるだけとか、問題よく読んでなくて『記号で答えなさい』って問題なのに解かい答とうそのまま書いたりとか」


    「う……ま、まあ思い当たる節ふしが無い事も無いけど……」


    「逆ぎやくに言うと、きっちり集中してやれば赤点なんて取らないってことよ」


    　唐沢が頷うなずき、テーブルに肘ひじをつく。そして、


    「あのね、朝あさ井い。あたしが思うに、あんたは言うほど頭悪くないと思うわ」


    　唐沢がその右手に持ったシャーペンを、俺の方にびっと突つき出だした。その切っ先が鼻先に届とどかんと思われる所まで迫り、


    「ただ、上手く集中出来てないだけよ。……いい？　しっかり集中して問題を解きなさい。そうすれば絶ぜつ対たい、これだけ出来てるなら赤点なんて取らないハズ。多分あんたの成績見てると、試験前に一夜漬づけしたけど本番で眠ねむくなって間違えました、っていうタイプだと思うから」


    「うっ」


    　図星すぎる。


    「っていうか、次点数悪いと……分かってるわよね？」


    「お、おぅ。分かってる」


    　もちろん。今度赤点だとマジでやばい。それは進級という意味だけでなく、実は赤点だともう一つやばい事がある。ずばり赤点だと、夏休みに補ほ習しゆうが入ってしまうのだ。


    　……そう。大事な大事な夏休みに、補習！


    「いい？　せっかく、いつみと迎むかえる夏休みなのよ？　あたしとしても、あんたとしてもここは絶ぜつ対たい外せない所でしょ？　そんな時に、真夏のあっつい教室で補習なんか受けるつもり？」


    「う……わ、分かってるって。せっかくの夏休み、だもんな。無む駄だにする気はねーよ」


    　頷うなずく。


    　そうとも。どうして唐から沢さわに来て貰もらってまで試験勉強に励はげんでいるかと言うと、当然赤点もまずいのだが――それ以上に、目前に控ひかえた夏休みのためなのだ。


    　期末が終われば夏が来る。夏と言えば恋の季節。恋と言えば高たか倉くらさん。


    　つまり――この夏休みを利用して、愛いとしの高倉さんと一夏のアバンチュール大計画！


    　行き先は海か山か海外か。それとも見知らぬ秘ひ境きようの地か。場所はさておき、高倉さんを必ず誘さそってこの夏休みを満まん喫きつし、あわよくば夕日の下でロマンチックな告白を……！


    　それこそ俺おれが試験勉強に勤いそしむ最大の理由であるし――それは別の意味で、唐沢も同じ。


    「いつみを遊びに誘うのに、あんたが居いた方がいいのは経けい験けん上じよう分かってるのよ。色々誤ご解かいはされてるけど、あたしとあんたが一いつ緒しよに遊びたい、って言ったらいつみは付いてくるかな、って思うし。……それに……ほら」


    　唐沢がどもる。


    　少し待つと、唐沢は手元のシャーペンをくるくると器用に指の上で回転させ、


    「……やっぱり………………あ、あんたが居ないと、面おも白しろくないし……」


    「おぅ。俺も、そう思う」


    　唐沢と俺は未だ切っても切れない恋ライ敵バル関係。俺達が競っているのは高倉さん争そう奪だつ戦せん。彼女への恋を成じよう就じゆさせる、その為ためには――唐沢を、この手で倒たおさなければ、ならない。


    　という事は、俺はこいつの傍そばに居ないといけないし、高倉さんと旅行に行くなら唐沢は一緒じゃないと駄だ目め。なので赤点を取ってる暇ひまなど無い。


    　それにまあ……何だかんだで、こいつと一緒に行くのも悪くない、とも思うし……さ。


    「ほら。分かったら頑がん張ばりなさい。じゃないとあたし帰るわよ？　っていうか言っとくけど、あんた赤点取って夏休み補習になったらあたしの不戦勝だからね。いつみと仲良くバーベキューとかしてキャーキャーしてやるから」


    「な……そ、そうは行くかって。つーかそもそも試験の点数がヤバくて遊べませんとか恥はずかしくて言えねーし！」


    　おぅ、と頷うなずき拳こぶしを握にぎる。頑張らねば。高倉さんのためにも、一緒に勉強してくれる唐沢のためにも、な。


    「そう思うなら頑張りなさい、朝あさ井い。ぼーっとしてたら駄だ目めよ」


    「だな。悪かった。じゃあ目指すは夏休み！　集中して行くぜ！」


    　そうとも、高たか倉くらさんへの恋のためなら、たとえ火の中、試験の中！


    　気合いをこめて立ち上がる。


    　と、その拍ひよう子しにテーブルに膝ひざがぶつかり、唐から沢さわの脇わきに置かれていたオレンジジュースが零こぼれ、


    「あ、ちょ、あたしのノート！　こら朝あさ井い、あんたねぇ！」


    「あ、やべっ、すまん唐沢！　ええと、ティッシュそこだ！」


    「だからあんたは集中力が無いって言ってんのよ……！」


    　言い合いつつテーブルに置いたティッシュ箱に手を伸のばす。偶ぐう然ぜんその手が重なり、


    「あ」


    「う」


    　さっ、とお互たがい慌あわてて離はなした。気まずい沈ちん黙もくが一いつ瞬しゆん流れ、その隙すきを突つくようにガラスのコップが、かちゃん、とこける。大おお慌あわてで二人で拭ふいて、ふぅ、と大きく一息ついた。


    　……熱い夏がやってくる。長い長い夏休みまで、あと二週間。
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    　　　　１．


    



    　台風の如ごとく迎むかえた期末試験は次し第だいにその勢せい力りよくを弱め、草くさ地じ一いち高校をかけ抜ぬけてゆく。嵐あらしの去った校内には夏休みに向けた開放感が漂ただよい始はじめ、その活気を反映するかのように世間は梅つ雨ゆ明けを迎えていた。太陽が元気に輝かがやき、その強きよう烈れつな日差しはクーラーの効きいた図書室内にもガンガン届とどく。日光が直ちよく撃げきする窓まど際ぎわは……つまるところ、ちょっと暑い。


    　その熱ねつ波ぱを背せに浴びつつ、本ほん棚だなの陰かげを意い識しきしながらプラスチック椅い子すに腰こし掛かけた。一いつ緒しよに付いてきた唐から沢さわも俺おれの対面に座すわる。向かい合う唐沢の表情は真しん剣けんそのもので、彼女はその鋭するどい視し線せんをもって周囲に誰だれか居いないかを念ねん入いりに確たしかめていた。


    　試験も終わり、夏休み前にある惰だ性せいのような一学期の残り。……だがこれからが、真の意味での夏本番。俺と唐沢にとっては、夏休みに向けた打ち合わせをする貴き重ちような時間である。


    　その唐沢は「ふぅ……」と誰にも見られていないと判はん断だんしてか、少し暑そうに胸むな元もとをパタパタさせていた。い、一いち応おう女の子なんだから、そういう仕草はちょっと……まあ、唐沢らしいけど。


    「で、朝あさ井い。聞くけど、試験はどうだったの？」


    「ん？　ああ。お陰かげでなんとか全教科クリアしたぜ。つーか先生に褒ほめられた。なんか前回から平へい均きん点てんが三十から四十点ぐらい上がっててさ……」


    　唐沢に言われた通りに試験に臨のぞんだ。前日は勉強をほどほどにして眠ねむり、翌よく日じつテストに集中したら本当に解とけたのだ。クラスメイトの馬鹿筆頭、大だい地ちの奴やつには「何だよその主人公補ほ正せいみたいな奴。せこくね？」とか言われたが、今回はインチキでも補正でもなく本当に実力だ。これも全て唐沢のお陰である。そういう意味で今回はまさに頭が上がらない――


    　と言いたかったのだが、肝かん心じんの唐沢は何な故ぜか不満そうに目を尖とがらせ、


    「……あんた、三、四十点しか上がらなかったの？　それつまり平均五、六十点って事よね？　……あたしが教えて六十？」


    「い、いや、六十点って言ったら俺の中では革かく命めい的てきだぞ？」


    「あたしが教えたんだから九十五ぐらい取りなさいよ。あたしの次ぐらいに来なさい？　恋ライ敵バルなんだから」


    　無茶言うなっつーの。


    「……ま、いいけど。とにかく、補ほ習しゆうはないのね？」


    「おぅ。お陰かげ様さまでな」


    「そ。ならいいわ」


    　唐から沢さわが頷うなずく。それから椅い子すを少し引き、口元を薄うすく微ほほ笑えませた。見事な悪わる巧だくみの笑みだ。


    　確たしかに、試験話はあくまで前ぜん菜さい。俺おれ達にとっては、これからが本番だ。


    「じゃあ本題に入るわよ。夏休みを、いつみと一いつ緒しよにどう過ごすか。……でも、その前に」


    　唐沢が視し線せんをさっと左右に巡めぐらせる。続けて机の下を覗のぞき、背せ中なかを振ふり返かえって椅い子すと本ほん棚だなの裏うらまでチェック。俺も司し書しよの先生がいる机を監かん視しし、唐沢と並ならんで広間をサーチ。


    「そっちは？」


    「問題無い。ノー・プロブレム」


    「……いつみには聞かれてないわね？」


    「おぅ。でも相談してる時に高たか倉くらさんが入ってきて、って事はあるかも。そこを突つかれたら……」


    「大だい丈じよ夫うぶよ。今回は外の監視も付けたから」


    　そう言って唐沢が図書室の入口を指す。


    　目を向けると図書室のドア越ごしに、冬ふゆ野のさんがこっそり立っていた。俺の視線に気付いてぺこり、と礼をする。


    　彼女は唐沢の付き人にして俺達のクラスメイト。真ま面じ目めで大人しいという言葉がぴったり当てはまる冬野さんは、今日もその背せ筋すじを真まっ直すぐ伸のばし廊ろう下かにびしっと立っていた。日差しは当たるしクーラーも効きかない廊下にも関わらず、いつもの無表情っぷりと眼め鏡がねは全く変化なし。どうやら俺達の為ために見み張はりを買って出てくれたらしい。


    「あ、暑くないかな冬野さん」


    「……まあ、後でジュースでも奢おごるわ。うん」


    　すまない冬野さん。だがこれで準じゆん備びは完かん璧ぺき。夏休みを成功させる手はずは整った。


    　神しん妙みように頷うなずく俺の前で、唐沢がぴんと人差し指を立てる。


    「いい、朝あさ井い。あたし達は今まで何度も失敗してきたわ。最初の親しん睦ぼく会かいの時は、いつみに図書室で勘かん違ちがいされて……演えん劇げき大会でも、図書室でプレゼントの話を聞かれた辺りからおかしくなったのよ。だから、今度こそ三度目の正直。次こそばっちり計画立てて、あんたとあたしの間に誤ご解かいが生まれないようにしつつ、きちんといつみにアプローチする。いい？」


    「おぅ。分かってる。失敗はきちんと反省して、夏休みこそ、な。ずばり改かい善ぜん策さく、って奴やつだろ？」


    　親指を立てて応おうじた。唐沢も頷うなずき、ニヤリ。


    　夏休みに立てる計画は当然、高倉さんと仲良くなるいつもの奴だ。が、今度は前回の失敗をきちんと生かし、更さらには高倉さんに誤ご解かいされないプランを綿めん密みつに立てておく。


    　そう。今年の夏は、一味違ちがう！


    　………………はず！


    　だよな、俺？


    「じゃあ始めるわよ朝あさ井い。で、まず夏休みの予定だけど……朝井は夏休み空いてるの？」


    「ああ。今のところは全部空いてる。夏休みの予定はなんにも無いぜ！」


    「……寂さびしい高校生活してるわね、あんたって」


    「う、うっせーな。っていうか、高たか倉くらさんとの思い出作りのために全部空けてるんだよ」


    　何だよその、俺おれがいかにも夏休み中にやる事の無い、暇ひまな学生ですみたいな言い方。


    　……そ、そうだよ悪いかよ。


    「つーか、お前こそ夏休みはどうなんだ？」


    「ん。あたしは……えっと」


    　言い返すと、唐から沢さわが言葉に詰つまる。……こっちは何かあるらしい。


    「まあ隠かくし事ごと無しで言うと、七月中なら大だい丈じよ夫うぶよ。八月はちょっと、家の方で用事があるの」


    「……家？　唐沢家で？」


    「なんか、研けん修しゆうを受けなさいって。お父様からね。この時期はいっつもよ」


    　肩かたの力を抜ぬき、唐沢が溜ため息いきをつく。


    　そうか。八月中は、駄だ目め……って、


    「八月丸々って長すぎだろ。もう少し短くとか無理か？」


    「うん。お父様とは大分揉もめたんだけど……駄目だったわ。結けつ構こう、粘ねばったんだけどね」


    「……そっか」


    　唐沢が粘ったと言うなら、相当強く喧けん嘩かしたのだろう。それでも無理なら仕方無い。


    　だが唐沢は落ち込んだ様子も特に見せず、くすっ、と笑い。


    「でもその代わり、七月中はあたしの好きにしていい、って約束取り付けてきたわ」


    「お。……へぇ」


    「うん。だから七月中は旅行にも行けるし、多分派は手でに暴あばれてもお父様は怒おこらない。七月中はお前の好きにしていい、って逆ぎやくに話もつけたし。……結構大変だったのよ？　これ」


    「頑がん張ばったんだな」


    「そ、頑張ったの。お父様に電話越しにがーがー言って」


    「へぇ」


    　あいつに一人で言い返したのは大したものだ。


    「つーか、すげーなそれ。どうやって言い返したんだ？」


    「え？　あ。……う、うん。えっと」


    　何な故ぜか唐沢が言葉に詰まった。先さき程ほどまで自信満々にしていた態たい度どを妙みように縮ちぢこまらせ「ま、まあ、ほら」と答えになってない返事で言いい淀よどみ……


    　最後に、俺の顔を上うわ目め遣づかいでちらり。


    「あ……あんまり文もん句くばっかり言うと……朝井が黙だまってないわよ、って」


    「……。……そ、そっか」


    「……う、うん」


    　唐から沢さわが頷うなずく。俺おれも頷く。


    　図書室は実に静かだった。じりじりと背せ中なかから浴びる日差しは相変わらず暑く、そのせいか頬ほおまで暑い。今年の夏は猛もう暑しよのようだ。


    「……ま、まあ、なんだ」


    　とりあえず。


    「八月の間、なんか辛つらい事あったら俺に電話しろよ。そっちの相談なら乗ってやるから。昼でも夜でも、いつでも携けい帯たいに電話してこい。一月は長いだろうし」


    「……うん」


    「で、ええと、夏休みの話だけど」


    　恥はずかしいので話を本題に戻もどす。


    「遊べる時期は七月中だな。夏休み入って大体……十日間ぐらいか。で、その間に高たか倉くらさんと遊ぶ、と。で、あとは夏休みに高倉さんと何ど処こに行くか……だけど」


    　夏休みプラン、その大切な行き先――それを何処にするか？　今回の最大の焦しよう点てん。


    　……とは言うものの、俺の中での第一候こう補ほはもう決まっていた。


    　だってさ。夏休みだぞ夏休み。夏と言えば、あれだろう？


    「何かあるの？　朝あさ井い」


    「おぅ。ずばり、夏休みって言ったら……やっぱ海だ！」


    　そう。一夏のアバンチュールと言えばやはり、海！


    　海辺のホテルで皆みな揃そろって二に泊はく三みつ日かの優ゆう雅がな旅行。高倉さんと二人きりのプライベートビーチで走り回り、水をひっかけきゃーきゃー言いながら恥ずかしがり、砂すなの城を作って一いつ緒しよに笑う。眩まばゆい太陽の下、俺の浮うかべるナチュラルな魅み力りよくに高倉さんもついドッキドキ。そして気付けば高倉さんと二人きり、砂浜の上で夕日をバックに「朝井君、話したい事があるんだけど……」と告げる彼女の頬ほおは既すでに赤く染そまっていたりして、俺ももちろん心の準じゆん備びを痛いたたたたたっ！


    「な、なんだよ唐沢、いきなり足踏ふむなって！」


    「うるさいこの変へん態たい。あんた、ただいつみの水着が見たいだけでしょ！」


    「だ、だってプールの授業、今年水不足で無かっ……じゃなくて！　普ふ通つうにみんなで海に行けたら楽しいって思うだろ唐沢！」


    　そうとも不ふ純じゆんな動機じゃないぞ？　単たん純じゆんに、楽しいから提てい案あんしてるのだ！


    　いやそりゃあ高倉さんの水着に期待しないかと言われたら男の子だし嘘うそつけないし、むしろあの素す敵てきなスタイルで水着なんか着られて「朝井君♪」とか微ほほ笑えまれたらそれだけで俺はもう、もう！　水着最高……っ！


    　……あれ？


    　ち、違ちがう。ええと、とにかく！


    「っていうか、普ふ通つうに海で遊ぶのも楽しいって思うだろ？　水着の話は抜ぬきでこう、海沿ぞいのホテルとかに泊とまってな？　よく知らないけど、今なら旅行代とホテル代の格安パックとかあるだろうしさ。ちょっと小こ遣づかい厳きびしいかもしれないけど……お前もほら、この前の高たか倉くらさんのプレゼントの時、使わなかった貯ちよ金きんあるよな？　それ使ってこう、海に二に泊はく三みつ日かとかさ」


    　もし上手くいけば、素す敵てきな二泊三日になるに違ちがいない。


    「な？　どうだ唐から沢さわ。普通にお泊まり会したいだろ？　高たか倉くらさんとだぞ？」


    　腕うでを開いてその魅み力りよくを全力で伝える。海、太陽、浜辺、お泊まり！　夏は今、ここにある！


    「……ま、まあ確たしかに、海で二泊三日は悪い事じゃないと思うけど……でも」


    　が、唐沢の反はん応のうはまだ鈍にぶい。頬ほおをかりかり掻かきつつ自分の身体に視し線せんを下ろし、何な故ぜか今度は唇くちびるをむすーっとさせた。


    　……あれ。もしかして、あんまり乗り気じゃない？


    「何だよ。もしかして海、苦手か？　日焼けが酷ひどいとか。実は泳げないとか」


    「いや、別にそういう事じゃない、けど」


    「けど？　……海、駄だ目めか？」


    「……その、えっと」


    　唐沢がどもり、自分の胸むな元もとに視線を下ろして考え込む。ぷすぷす煙けむりを上げそうに顔を赤らめた唐沢は、その後……何故かじーっと俺おれを睨にらんできた。ど、どうした唐沢。何故俺を睨む――


    　と思った瞬しゆん間かん、その唐沢の背はい後ごから突とつ然ぜん、


    「ふふーん。鈴すずっちは朝あさ井い君に水着姿すがたを見られるのが恥はずかしいと見た！」


    「うひいぃっ！」


    「うおおっ！」


    　出てきた腕うでが、唐沢の身体を後ろからぎゅっと掴つかむ。反はん射しや的てきに椅い子すごと下がる。


    　突然現れたのは、真夏の太陽も裸足はだしで逃にげる可か愛わいい笑顔。いつだって元気いっぱい、素敵スマイルを輝かがやかせながら微ほほ笑えむ彼女は当然――俺達の太陽こと高倉さんであった。俺と視線が合うなりニパッ☆　と笑い、それだけで心しん臓ぞうが太たい鼓このようにドキドキと鳴り始める。


    　そう。彼女こそ俺達が長らく片想いをしている相手、高倉いつみさんである。自然に微笑む笑顔は魅み力りよく満点、そこに居いるだけで花のような柔やわらかさを与あたえてくれる素敵なお方と言っても過言ではない！


    　……が、今は何故かその目をキラキラさせて唐沢を愛いとおしそうに見つめている。


    　ちなみにその彼女の背後には、冬ふゆ野のさんが気まずそうに立っていた。眼め鏡がね越ごしの視線が明後日あさつての方向を向いてる辺り、多分高倉さんに何だかんだ言われて強引に突とつ破ぱされたに違いない。


    　そして高倉さんは未だ驚おどろいている唐沢を振ふり向むかせるなり肩かたをしっかり掴つかんで、


    「でも大だい丈じよ夫うぶだよ鈴っち！　細かい事は気にしないで、朝井君と遠えん慮りよなく海に行っておいで！　二人で」


    「……ふ、二人で？」


    「いいかい鈴すずっち。一番大切なのは人生いつでも〝愛〟だよ？　そして愛とは水着やスタイルや胸むねの大きさで決まったりしないのだ！」


    　明言しつつ俺おれの前で大きな胸を張はる高たか倉くらさん。その拍ひよう子しに大変豊満な胸がむにむにと揺ゆれている。なんと説得力の無い言葉だろう。唐から沢さわがその様子を見て更さらにぶーたれる。蛇へびみたいな目で俺に振ふり向むき、じーっと睨にらむ。


    　い、いや、そこは俺別に悪くない、ような……？


    「ほら鈴っち、そんなに気にしなくていいと思うよ？　大だい丈じよ夫うぶだってば！」


    　高倉さんが慰なぐさめに入るとさすがに唇くちびるは緩ゆるめるものの、俺を見てはまた渋しぶい顔をしていて……


    「じゃあ、朝あさ井い君はどうかな？　そういうの。愛ってスタイルじゃなくて気持ちだと思わない？」


    　高倉さんが尋たずねてきた。


    　……いやまあ正直、スタイルが完全にゼロかと言われると、そうは思わないけれど。まあ確たしかに――


    「……正直、俺は男ですから外見を全然気にしない、って言ったら嘘うそになります。でもやっぱり、一番大事なのは気持ちだと思います」


    「ほうほう。素す直なおだね朝井君。やっぱり男の子としては女の子の外見も気になる、と」


    「はい」


    「それが好きな人ならなおさら、とっても気になると！」


    「はい」


    「でも、その心は既すでに鈴っちに射い止とめられてる訳わけだし、鈴っちは元々可か愛わいいから問題ない、と」


    「はい。……って、あれ？　あ、いやそれ違ちが――」


    「ほら鈴っち朝井君いま『はい』って言ったよ？　だから鈴っちは安心して朝井君の胸に飛び込むのだ！　うむ！　これで万事解かい決けつ！」


    　いや全然解決してないです。むしろ逆ぎやく方向に暴ぼう走そう中ちゆう――っていうかこれ既にいつものパターン入ったんじゃね？　気づけば、また唐沢と俺！


    　顔を上げると高倉さんがニコニコしていた。まずい。この流れで行くと高倉さんは確かく実じつに、安心して俺と唐沢の夏休み満まん喫きつプランを提てい案あんする。俺達の改善・夏休み計画が、もう従じゆう来らいのゴールデン破は滅めつパターン、いつの間にか『水み戸と黄こう門もん』に例たとえると印いん籠ろうが出ている所まで！


    「となれば鈴っち、あとは作戦を立てるだけだよ！　そうだね、名付けて一夏の燃える恋作戦！　いいねぇ！　で、どこの海に行くの？　二人きりのプライベートビーチ？　そこで砂すな浜はまで二人きりで……！」


    　高倉さんが手元で拳こぶしを作りながらきゃーきゃー振り始める。そして「朝井君と鈴っちの砂浜デート……それで盛もり上あがって鈴っちと思わずちゅー……きゃっ」と怪あやしい事を呟つぶやいて……


    　唐から沢さわと、ちゅー。


    「う……」


    　不意に以前の事を思いだし、何となく口元に手を当てる。何な故ぜか唇くちびるが熱を帯びた気がして、慌あわてて離はなした。でも、あの背せ筋すじに雷かみなりが走るような、それでいて甘い感かん触しよく……


    　って、ち、違ちがう！　ええと、


    「そ、そうじゃなくてですね！　唐から沢さわとじゃないんです！　な、唐沢？」


    「え？　……あ、そ、そうよ、そう……」


    　唐沢が慌てて頷うなずく。見ると、何な故ぜか唐沢も顔を随ずい分ぶん赤くしていた。その様子に高たか倉くらさんが「んー？」とほんの少しニヤニヤと……違う。そうじゃなくて！


    　っていうかいい加か減げんに話題を変えなければ……！


    「そ、それより高倉さんは夏休みの予定はどうなんですか？」


    「ん、あたし？」


    「はい。そ、その。もし良ければ一いつ緒しよに遊びませんか、と思いまして！　いや俺と唐沢だけでも楽しいことは楽しいと思いますけど、やっぱり高倉さんも一緒でみんなでハッピーな感じの方が良いかなーなんて思っちゃって！」


    　っていうかそっちこそ本当の本題って言うか。高倉さんが夏休みに参さん加かしてこそ、俺と唐沢の揃そろう意味があると言いますか。それが可か能のうでしたらまあ唐沢と一緒でもぜんぜん――


    「あー、うん。悪いんだけどあたし、夏休みは田舎いなかの婆ばあちゃん家ちに帰んなきゃいけないんだよね。婆ちゃんがたまには顔見せろー！　今年は絶ぜつ対たい見せろー！　って騒さわいでさ」


    「そ、そうな……え？」


    　……なんだって？


    　田舎？


    　夏休みに、帰る？


    「だから、あたしは一緒には行けないんだ。でもほら、朝あさ井い君的には鈴っちと二人きりの方がいいんじゃない？　ね？」


    「……いや、あの……」


    「っていうか、あたしも二人の仲を邪じや魔まするほどヤボじゃないし？　空気読む方だし？」


    　いや、そんな事より。


    「……ええと。い、田舎に帰っちゃう、んですか……？」


    「うん」


    　帰る。高倉さんが、夏休みの間……不ふ在ざい？


    　となると……あれ？　ええと？


    　俺と唐沢はともかく、高倉さんと過ごす素す敵てきな素敵な夏休みは？


    　一夏の恋物語は？


    　……期末試験、めっちゃめちゃ頑がん張ばったんですけど？


    「ね、ねぇ、いつみ。それ、いつ頃ごろ……？」


    　俺おれに代わって唐から沢さわが聞く。高たか倉くらさんが顎あごに指先を当て、うーんと呟つぶやきながら。


    「七月の間かな。うちね？　お父さんとお母さんが結婚二十周年記念って事で、二人で海外旅行に行くんだって。弟も別の用事があるみたいだし……だからその間、あたしだけ。ま、八月頭には戻もどってくるよ」


    「そ、そうですか……」


    　八月。という事は……戻ってきた頃には、唐沢は既すでに唐沢家の研けん修しゆうが……


    　唐沢がカクン、と項うな垂だれた。高倉さんが「ほわっ!?」と驚おどろく目の前で俺もついつられて頭を抱かかえ考え込む。どうしよう。高倉さんは七月居いない。移い動どう不ふ可か。が、八月になると唐沢が居ない訳わけで――


    「あ、あれ？　朝あさ井い君？　鈴すずっち？　どうしたの二人とも。……あたし、何かした？」


    　高倉さんの疑問の声が沈ちん黙もくの落ちた図書室に響ひびく。だがそれでも解かい決けつ策さくは見当たらない。現実は非ひ情じよう、夏休みはこれにて終了。そう、改かい善ぜん・夏休みプランと意気込んだその計画は、こうして船出と同時に見事沈ちん没ぼつしたのであった。
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    「……八月になったら、いつみも戻ってくるから。それからあんた一人でいつみと遊ぶ計画立てたら？　夏休み、結局予定ないんでしょ？」


    　唐沢がコーラのストローを口に含ふくみ、ちゅーちゅー吸すいながら言った。


    「んなこと出来るか。やるなら絶ぜつ対たい、七月中だ」


    　俺も手元に頼たのんだチキンナゲットをつまみつつ、投げやりに言い返す。


    　気分を一新しようと放課後に場所を変えての再さい相そう談だん。学校帰りの道を少しそれた所にあるファストフード店にて俺達は再ふたたび作戦会議を開いていた。俺と唐沢、冬ふゆ野のさんの三人で隅すみのテーブルを陣じん取どり相談だ。


    　店内は夕方過ぎのごった煮に状じよう態たい、他校の高校生と思われる制服姿すがたの女子が陣取りきゃいきゃい噂うわさ話ばなしに花咲かせている。その最中で俺達が真しん剣けんな顔を突つき合あわせているのは妙みようかもしれないが、そんな事を気にしている暇ひまも無い。船が沈没したと言うなら、新しい船を造るのみ。三人で知恵を出せば必ず良い手がある――と悩なやんだ所で出てきたのが、今の話だ。


    　……ま、その提てい案あんは呑のまないけど。


    「なんで？　いつみと仲良く出来るのに」


    「バカ言うなよ。俺おれだけ抜ぬけ駆がけみたいな事出来ねーし。つーかテスト勉強まで手伝って貰もらってそれは無い。お前も言ったろ？　俺が居いないと楽しくない、って。一いつ緒しよだよ」


    「……そ、そう」


    　唐から沢さわが困こまったようにポテトをつまみ、隣となりの冬ふゆ野のさんがくすっと微ほほ笑えんだ。


    　――が、それだけでは何ら解かい決けつ策さくにはならない。


    　そこで！


    「でさ。俺考えたんだけど、例えばこういう計画はどうだ？」


    「……何かあるの？　朝あさ井い」


    「おぅ。ずばり！　この際さい海とか関係なしに、高たか倉くらさんの実家近くに俺達が自費で遊びに行く大作戦！　……とか？」


    「は？　いつみの田舎いなかに自腹で行くの？」


    「おぅ！」


    「……これまた力ちから技わざね」


    「まーな。でも問題は無いだろ？　たまたま近くに選んだ遊び場が高倉さん家ちの傍そばでした！　おー、奇き遇ぐうだね朝井君！　ならついでにあたしの家に来る？　きゃっ♪　とか？」


    「言い方きもっ」


    「うっせ。それに田舎って言うぐらいだから、海か山はあると思うしさ。……田んぼだけだったらあれだけど、それでも高倉さんと一緒に遊べるならいいかな、って。俺見た事ないけど、田んぼにザリガニとか居たらそれはそれで面おも白しろそうだし」


    「うーん」


    「……やっぱ強引すぎか？」


    　力技の単たん純じゆん策さくだが、正せい攻こう法ほうではあると思う。


    　唐沢が眉まゆ根ねを寄せ、俺のチキンナゲットを勝手に取る。小さな口で、かぷり。


    「……でも、迷めい惑わくじゃないかしら。いつみ、せっかく田舎に帰ってのんびりしてるのに」


    「いや、高倉さんなら大だい丈じよ夫うぶだと思うぞ俺。普ふ通つうに友達が近くに来た！　みたいな？」


    「でも、その田舎に住んでるお婆ばあ様とかは、あたし達がいると迷惑に思うかもしれないし」


    「んー……まあ、そこはほら。お婆様に気づかれないよう、高倉さんだけ上手く誘さそい出だして遊ぶとか」


    「さすがに無理やりすぎるわ……っていうかあんた、今回ずいぶん攻せめるわね」


    「おぅ。だって夏休みだぞ夏休み。こんないい機会を逃のがしてたまるかって」


    　なぁ？　と唐沢に笑いつつ、確たしかに強引だと俺も思う。下手すればストーカーだ。


    　でも、多少強引にでも進めたいという気持ちもあった。もちろん高倉さんと一緒に遊びたい、という純じゆん粋すいな気持ちもあるけれど……このまま何もせず黙だまっていると、唐沢の夏休みの予定が研けん修しゆうだけになるかもしれない。それは正直……可か哀わい想そうだし、さ。


    　今回唐から沢さわには世話になった。それにせっかくの夏休み、こいつにも少しは楽しんでもらいたいと思うし――


    「っていうか高たか倉くらさんの田舎いなかってどこら辺？」


    　質問しつつ、唐沢のポテトを勝手に貰もらって一口食べた。塩味が利きいてカリカリだ。


    「……確たしか海沿ぞいの町のはずよ。海が綺き麗れいで泳げるって言ってた気がする」


    「へぇ、海か。それこそ好都合じゃね？　場所は？」


    「……確か草くさ地じ一いちから電車で行けるはずよ？　砂すな日ひ町まち、とか言ってたかしら」


    「携けい帯たいで調べてみるか。つーか電車で行けるなら新しん幹かん線せんみたいに一万とかしないだろうし……あとホテル、って一いつ泊ぱく幾いくらかな。俺おれと唐沢と冬ふゆ野のさんだと宿しゆく泊はく費ひが三人分で、他には食費と水着と――」


    「あの」


    　と、そこで沈ちん黙もくを保たもっていた冬野さんが小さく手を挙あげた。二人で振ふり向むくと、彼女は甘そうなアップルパイを片かた手てに持ったまま、


    「そこまでするのでしたら、高倉様に直ちよく接せつ『私達も一いつ緒しよに遊びに行きたいです』とお願いしては如何いかがでしょうか。上手くいけば、先方の家に泊とまる事も可か能のうかと思うのですが」


    「「……!!」」


    　なんという斬ざん新しんな発想。高倉家に、直接お泊まり……だと？


    「……そ、それは盲もう点てんだったわ……さすがね、冬野」


    「……この人……天才か？」


    「と言いますか、普ふ通つうはそちらを先に思いつくと思うのですが……まあせっかくですので確かく認にんしてみては如何ですか？　……あ。では私が電話してみましょうか」


    「え、ええ」


    　動どう揺ようのあまり冬野さんに全部任まかせてしまった。頼たのめばすぐに実行するのが冬野さん。即そく座ざに携帯を取り出し、迷まよい無く耳に当てた。程ほどなくぼそぼそと喋しやべりだす。


    「……あ。で、でもちょっと待って朝あさ井い」


    「なんだ唐沢。どうした？」


    「い、いつみの家って事は……」


    　唐沢が顔を強ばらせる。隣となりで冬野さんの電話が繋つながり、「冬野です。……ええ。実は朝井様とお嬢様が……」と小さな声が続く。


    「ねえ朝井。それってつまり、いつみのお爺じい様とお婆ばあ様に会う、って事、よね……？」


    「ああ。そういう事だけど？」


    「って事はあたしとあんたは、お爺様とお婆様に挨あい拶さつする、って事よね？」


    「おぅ、そうな……る、か？」


    　高倉さんのお爺様やお婆様と、ご挨拶。


    　ご挨あい拶さつ？


    「それって、つまり――」


    「……将しよう来らいのお爺じい様とお婆ばあ様にご挨あい拶さつ、っていう事かしら……？」


    　口にしたポテトが喉のどにつまる。塩味がふっと消える。ざわざわと、周囲の雑音が大きくなる。


    　隣となりで冬ふゆ野のさんが淡たん々たんと喋しやべっている。「はい。それも考えたのですが、朝あさ井い様とお嬢様の二人だけ放り出しても鈍どん感かんすぎて進しん展てんが……私と高たか倉くら様がつついた方が……ええ、はい」と、何度か相あい槌づちを打ちつつ彼女が頷うなずいている。


    「そ、それに朝井。もし、もしよ？　いつみの住んでる田舎いなかの家が小さかったりしたら……狭せまいけどごめんね、っていう感じでいつみと一いつ緒しよにお泊とまりとか」


    「……一緒に、お泊まり？」


    　それはさすがに頑ばん張ばりすぎではなかろうか。いや、でも俺おれ達がこれから迎むかえるのは夏休み。恋の台風が吹ふき荒あれる季節である。何が起きても不思議じゃない。


    　という事は――高倉さんの可か愛わいいパジャマ姿すがたで一緒の布ふ団とん。


    　ありうる！


    　そして、その可か能のう性せいを秘ひめた電話を、今しがた冬野さんが行っている……！


    　唐沢と二人で冬野さんをガン見。緊きん張ちようの糸がピンと張はり詰つめた俺達の前で、ちょうど冬野さんの通話が終わる。携けい帯たいをしまい、俺達に気付く。


    「……ど、どうかされました？　お二人でそんなに私を睨にらまれて」


    「い、いえ」


    「な、なんでもないわ。た、ただ、どどど、どうなったのかな、って……ね、ねえ朝井」


    「そそ、そうです。期待の眼まな差ざしって言いますか……」


    　……で、その。結局、どういう話になりました？　ＯＫ、出たんですか？


    　真顔で迫せまると、冬野さんは一息ついた後に。


    「向こうのお婆様に確かく認にんしてから、折り返し電話が来るそうです」


    「お、折り返し？」


    　それは何という生殺し――


    　ヴーッ


    「来ました。少々お待ちください」


    「はい！　待ちます！」


    　背せ筋すじを伸のばして、ごくり、と唾つばを飲み込む。周囲の雑音が綺き麗れいに消え、バクバクと心しん臓ぞうを高鳴らせる俺達の前で、冬野さんが丁てい寧ねいに応おうじ……


    「はい。先さき程ほどの件けんで……はい。はい」


    　頷き、しかし、


    「……は？　ええと、それはどういう意味で……？」


    　彼女にしては珍めずらしい、呆ほうけた声をあげた。眼め鏡がねを直し、困こまったような声が何度も続く。トラブルか？　大だい丈じよ夫うぶか？


    　と思っていると、冬ふゆ野のさんは電話を耳から離はなして。


    　何な故ぜか――俺おれに向かって差し出した。


    「朝あさ井い様に代わってください、と。高たか倉くら様です」


    「は……おお俺？　高倉さんから直ちよく接せつ!?」


    「な、なんで朝井が……？」


    　唐から沢さわの突つっ込こみを受けつつおずおずと電話を取り耳元に当てる。この電話は、一体……？


    「あ、ももも、もししし？」


    『あ、もしもし？　やほー朝井君！　で、あのさ。朝井君も鈴すずっちと一いつ緒しよに来るの？』


    「え、ええ、出来ればそんな感じ、ですけれど……な、何か？」


    『うん。あのね？　なんかうちの婆ばあちゃんに男の子の友達も来ていい？　って聞いたら……』


    「き、聞いたら？」


    　もしかして、お前に高倉家の敷しき居いをまたがせるつもりはない、とか――


    『いきなりね？　是ぜ非ひ連れてこい！　って言い出したんだよ！』


    「へ……？」


    『よく分かんないんだけど、うちの婆ちゃんが楽しみにしてるみたいなんだ。あたしって向こうに友達連れてったこと無いから、友達を見たいのかなぁ』


    「そ、そうなんですか？　お婆様が……楽しみに？」


    　良かった。禁止じゃないらしい。っていうか……あれ？


    　それってつまり逆ぎやくパターンという事か。お婆様が、男の子を見たい、と？


    『やだなぁ朝井君、お婆様なんてかしこまんなくても大だい丈じよ夫うぶだって。ただ、うちの婆ちゃん、なんか凄すごく楽しみにしてるみたいだからさ』


    　高倉さんが電話の向こうで、念を押おすかのように力を込め――


    『来るのは大歓迎だけど、その代わり！　ドタキャン無し、予定ばっちりでよろしくね？』


    「は……はい！　も、もちろんです……っ！」


    『ん、ではそういう事で。鈴っちと冬野さんにも言っといて？　じゃあ細かい話は後でね！』


    「じゃ、じゃあ！」


    　元気な声で最後に挨あい拶さつして、電話が切れた。冬野さんにお返しする。ドキドキ。胸むねが高鳴る。男の子。是非来て欲しい！


    　いやいや落ち着け俺。これは何だ？　ついにフラグか？　フラグなのか？　お願いするどころか向こうから来て欲しいとのお誘い。夏休み。彼女の田舎いなか！


    「どうしたの朝井。なんて言ってたの？」


    　唐沢が不満そうに尖とがらせた声で聞いてくる。でも全くニヤニヤが止まらない。


    「なんか向こうのお婆ばあ様が、男の子に来て欲しいんだってさ。それってつまり俺おれの事だろ？」


    「……男の子？」


    「おぅ！　俺に直ちよく接せつ来て欲しいって！　やっべー、困こまったな！　どうしよう唐から沢さわ！」


    　お婆様が男の子を所しよ望もう。それって！


    「どう考えても……彼氏フラグ！」


    　そうだ、こういうのを本当のフラグと言うのだ。そして先方からの直接指名と来れば当然、間ま違ちがいなく俺と高たか倉くらさんが結ばれちゃう訳わけでして！　こ、こいつは嬉うれしすぎて困こまる以外ないっていうか、長年の俺の努力がついに実るっていうか……！


    「……普ふ通つう、仮かりに彼氏だとしても、向こうが是ぜ非ひにと呼よぶでしょうか。私は少々不ふ可か解かいですが」


    　冬ふゆ野のさんが呟つぶやく。いやいや、でも普通名指しで男の子を指名されたら間違いなく彼氏で――


    「男を呼んで畑仕事手伝って、とか言われたりしてね朝あさ井い。それであんた、体力無いからへばって『最近の若いモンは……』ってなるのよきっと」


    「うぐっ」


    　微び妙みように現げん実じつ路線な唐沢の発言が飛んできた。いやでも、まさか畑仕事で友達を呼ぶなんて事は……無いよな？　うん。まあ、とにかく！


    「よし。じゃあ唐沢、夏休みのプランは決まりだな！　あとは高倉さんと相談して、日につ程ていとか準じゆん備びとか、水着の用意とか……こいつは燃えてきたな！」


    　唐沢のポテトの残りを全部貰もらい、携けい帯たいを開いた。まずは夏休みに必要なものをメモしよう。ええと、水着だろ？　花火……は向こうで買うとして、そうだ。お婆様に見せる格かつ好こういい服を用意しなければ。仮にも彼氏フラグが立っている現げん状じよう、情なさけない服を着るわけには――


    「彼氏、か。……彼氏、ね」


    　唐沢が面おも白しろくなさそうに呟き、俺のチキンナゲットを箱ごとぶんどる。


    「……負けられないわ」
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    　それから夏休みまで、あっという間に月日が流れていった。


    　まずは海に出るための水着を買い、更さらにはお爺じい様とお婆様への挨あい拶さつ文ぶんも考えてノートに綴つづろう……と思ったが全然閃ひらめかないので一時保ほ留りゆう。


    　あとは、そう。服を考えなければ。せっかくの夏休み、高倉さんに俺の格好いい私服を見せて、いつもとちょっと違ちがう朝井君……ドキドキ、的なこう、夏休みの間に溢あふれる非ひ日にち常じよう的てきな魅み力りよくって奴やつを存ぞん分ぶんに出して勝負出来れば。


    　……でも、今時はやりの服、ってどんなんだ？


    　という事で悩なやんだ末に妹に相談した。


    「なあ、この服どう思う？　なんかこう、派は手でで格かつ好こう良よくないか？　夏っぽいし」


    「うーん、お兄ちゃんは何着ても変わらないと思うよ？　あとそれアロハシャツって言って、どっちかって言うとギャグ向きの服だと思うよ？」


    　心に大ダメージを受けつつも、妹に二、三度相談した。ジト目の妹の痛いたい視し線せんに耐たえつつ最終的に選んだのは、白地のワイシャツに、ズボンはスラリと伸のびた黒。上下で白黒のコントラストを目立たせ好こう印いん象しよう……だと嬉うれしいが、よくよく考えたら目がチカチカするような、というか普ふ段だんの私服とあまり変わりない気もする。本当に大だい丈じよ夫うぶなんだろうか妹よ。


    　悩なやみと期待を抱かかえつつ胸むね膨ふくらませ――ついに迎むかえた当日。


    　きつい日差しとアスファルトの熱波にやられないよう日ひ陰かげを辿たどり、信号を渡わたった草くさ地じ一いち駅へ。その日は珍めずらしいことに、俺おれが一番乗りだった。暇ひまな間に自分の服に変な所が無いか、コンビニの透とう明めいな壁かべに向かいに容よう姿しをチェック。問題なし。立ち読みしてるおっさんに妙みような顔をされたが気にしない。髪かみを流して俺完かん璧ぺき！


    　そう頷うなずいたところで、信号の向こうに冬ふゆ野のさんの姿すがたが見えた。まばらに並ならぶ人ごみの中、彼女も俺に気付いて一礼、返す形で手を振ふる。それから隣となりを見て、


    「な……なにぃ……っ！」


    　悲鳴をあげた俺の前で、信号が青に変わった。冬野さんと、その隣――


    　しずしずと、彼女が横断歩道を渡わたってくる。


    　頭には、可か愛わいい可愛い麦わら帽子。


    　ドレスのようなワンピース。


    　白で統とう一いつされた清せい楚そさ溢あふれる服ながら、それでいて軽やかさも兼かね備そなえた薄うすい半はん袖そで。キラキラとした輝かがやきをその身に纏まとい、優ゆう雅がに歩く姿はまさに健康的なお嬢様。周囲の人目をグイグイ引きつける圧あつ倒とう的てきなまでのオーラを放つその存そん在ざいは、夏の体現そのものと言うべきか。


    　……例えるなら、お嬢様を越こえたお嬢様。


    　すなわち、スーパーお嬢様……！


    　周囲の視線を次々と打うち抜ぬいて釘くぎづけにしながら、ごく自然に歩く彼女――唐から沢さわがニコリ、と俺の前で微ほほ笑えむ。ばくん、と心臓が震ふるえる。……やばい。唐沢はいつだって元々凄すごいが、今日はそれ以上に半はん端ぱない。


    　な、なんだ唐沢。一体その服は……！


    「おはようございます、朝あさ井いさん♪」


    「お、おお、おおおぅ……おは、よう。ど、どうしたんだ、その格好」


    「ええ。せっかくの夏休みですから、少し気合いを入れてみようかと思いまして……如何いかがですか？」


    「ああ……えっと。似に合あってる、っていうか……その」


    　近づかれると、自然と心臓がバクバクする。あ、相手は唐沢。今いま更さら騙だまされる事は無いのだが、ここまでパーフェクトお嬢様スマイルだと、さすがの俺も……何かキラキラしすぎてて……！
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    　どうしよう。どうしよう、って言うかまあ……


    「か、可か愛わいい、ぞ」


    「あ、そ、そう……か、可愛い？」


    　自然に出た言葉を伝えると、唐から沢さわがちょっと嬉うれしそうに照れた。が、すぐに慌あわてて顔をむすっとさせ、俺おれの服に視し線せんを落とす。白シャツに黒ズボン。あれ、何だこの無ぶ様ざまなスタイル。


    「……何その白黒。シマウマ？　まるで雑ざ魚こね。気合い入れて損そんしたわ」


    「う、うるせーよ！　つーか服なんかどうでもいいし。大切なのは気持ちだろ？」


    「なんて言いながらその服、一いち応おう揃そろえたつもりでしょ？　センス無さすぎ」


    「失礼ながら私もそう思います」


    　ぐっさり来た。どんな服を着ても唐沢は唐沢だった。


    　思わず拳こぶしを握にぎった所で周囲からもひそひそと声が届とどいてくる。「え、あの男とあの可愛い子はあり得なくない？」とか「あの子、隣となりの男に騙だまされてるんじゃないの……？」という好こう奇き心しんと敵てき意いたっぷりの視し線せんがぐさぐさぐさっ。


    　う、うるさいな……っていうか騙されてるのお前らの方だから！


    　そう言い返したいのをじっと抑おさえ、じりじりと注がれる日差しと嫉しつ妬との視線に焼かれること約十分。


    「お待たせー！」


    　真夏の日差しよりも眩まぶしい高たか倉くらさんが、ようやく横おう断だん歩道の向こうから小走りにやってきた。好こう奇き心しんの塊かたまりである彼女は当然、玉のような汗あせを流しつつ唐から沢さわの姿すがたを見て即そく座ざに、


    「うおおっ！　鈴すずっち、か、かかか、可か愛わいい……っ！　む、むぎゅーしていい!?」


    「はい！」


    　むぎゅー。


    　く、くそぅ……こういうセンスにかけてはやはり、唐沢に分があるか――


    「さすがは鈴っち、夏休み気合い入ってるね！　朝あさ井い君との大事な夏だもんね！　ほら朝井君、もっと鈴っち見てあげないと。可愛いのに！」


    「え……いや、いつみ？　あたし別に朝井に見て欲しくて着てきた訳わけじゃ――」


    「ほらほらぁ！」


    　言いつつ高倉さんが唐沢の肩かたを掴つかみ、俺おれの方に振ふり向むける。夏の日差しを一身に浴びてなお白い肌はだと、そして僅わずかに照れたように麦わら帽子で表情を隠かくそうとする唐沢……


    　つ、つい目を逸そらしてしまった。なんというか、目のやり場が。


    「よーし！」


    　高倉さんが元気な声で気合いを充じゆう電でん、半はん袖そででスポーティな服と胸むな元もとをこれでもかと動かし、


    「さてさて、では出発ゴーゴー！　あ、切きつ符ぷはまず道みち浜はま駅まで買ってね？　……そういえば朝井君。あたしの婆ばあちゃん家ち、どんな所か知ってる？」


    「え？　あ、いえ、そういえば結局よく知らなくて……」


    　海沿ぞいの田舎いなかだよ、と聞いただけで、そういえば結局調べていなかった。


    　そう気付いた俺の前で、高倉さんが小さく笑い。


    「とりあえず、家に着くまでちょーっと長くかかるけど頑がん張ばってね？」


    　そう最初に言われて切きつ符ぷを買った。片かた道みち――二千八十円。……電車で？


    



    



    　俺の住む草くさ地じ一いち町は都会とも田舎ともつかない、比ひ較かく的てき中ちゆう間かん層そうの町だ。日本で言うと（俺も詳くわしくは知らないのだが）いわゆる大都市、例えば仙せん台だいや福岡のような都市よりランクは落ちるが、かといって地方すぎる田舎でもない。電車だって十分待てば来る程てい度どに都会だし、コンビニだって歩けば普ふ通つうにある。


    　なので片道一時間の電車を乗り終え、その先の電車が三十分待ち、一本につき一時間間かん隔かく、というのはさすがに未み経けい験けんの事だった。


    　そして更さらに意外だったのは電車の構こう造ぞうである。


    　俺達が乗っているのはかなりマイナーなローカル線で、座ざ席せきのカバーも少し剥はげたような緑色。つり革かわも床ゆかも相当色あせていたがそんな事はどうでもよく、大事なのは座席が向かい合わせのボックス席という事だ。必然的に横にも対面にも女の子が来るわけで……高倉さんと、丁ちよう度ど向き合う形になるのである。可か愛わいくて丸っこい顔が目の前に。


    　その高たか倉くらさんは今現げん在ざい、トランプ片かた手てに「うーん」とこちらを見つめていた。おにぎり片手に眉まゆ根ねを寄せ、俺おれの手札からジョーカーを探さぐって奮ふん闘とうしているのだ。もちろん俺としては彼女にババを引かせたい訳わけだが、その前に心を引ひっこ抜ぬかれそうで――


    「えいっ」


    「あっ！」


    「おおっ！　あっがりー！」


    　高倉さんがペアカードを場に下ろす。やられた、と思った所で唐から沢さわも続けてあがり、冬ふゆ野のさんと一いつ騎き打うち。二、三度カードを交わした後、手札のカードが全て消えた。


    「あの。前から思ってたんですけど、冬野さんってカードゲームすると運悪すぎません？」


    「……気にしないでください。私自身の不ふ徳とくが運気にも現れている、という事でしょう」


    　可か哀わい想そうだったので、冬野さんの代わりにカードをシャッフル。


    　軽く切りながら窓まどの外を覗のぞくと、そこは既すでに田舎いなかと呼よんで差さし支つかえない域いきに入っている。山道と田んぼがひたすら続き、見み渡わたす限かぎりの田園地帯。最初はまばらに見えていた一いつ軒けん家やも数を減へらし、気付けば看かん板ばんすら見当たらない山やま肌はだが続く。残るのは田畑と、そして点々と並ならんでいる電でん信しん柱ばしらぐらいだろうか。


    「この辺は景色ぜんぜん変わらないんだよねぇ。暇ひまなんだなぁこれが」


    　高倉さんが腕うで組ぐみし、頷うなずく。とは言うが――


    「でもなんか凄すごいですよね、こういう山道って。俺ってずっと草くさ地じ一いちに住んでたから、こういう場所ってキャンプとかでしか来たことなくて」


    　……一面に広がる緑、というのは新しん鮮せんだ。電車の窓が開けられれば良いのに。


    「あたしも昔はちょっと田舎の方に住んでたけど、もう少し都会だったわね……」


    　唐沢が続く。


    「でも、そろそろ少しは海が見えると思うけど、んーと」


    　高倉さんがそう呟つぶやいた時、長らく続いていた山肌が突とつ然ぜんふっと消えた。そして、


    「あ、朝あさ井い。ほら、海」


    「おおおっ！」


    　唐沢と共に、窓にべたっと顔をつける。太陽に照らされキラキラと蒼あおい煌きらめきが照り返し、その海辺は宝石のように光って――


    　いた、と思った所で電車のルートがまた山肌に戻もどってしまった。あう……


    「この辺、山の起き伏ふくが凄くてさ。見えたり見えなかったりするんだ」


    　高倉さんが呟く。……でも、確たしかに一いつ瞬しゆんだけ見えた。


    　海。あの眩まばゆい日差しの中、輝かがやくような一面の青！


    「なあ唐沢。海、あとで絶ぜつ対たい遊びに行こうぜ。その……何の理由も無しに、さ」


    「……うん」


    　二人で頷うなずいた時、ついに車内に終点到とう着ちやくのアナウンスが鳴なり響ひびいた。


    　降おりたそこは、もう秘ひ境きようと言ってもいいぐらい端はしっこの、誰だれも名前を知らないような駅であった。ホームには自転車小屋の屋根みたいな天てん井じようと、申もうし訳わけ程てい度どに置かれたベンチ。その周囲は単なる壁かべという状じよう態たいだ。自じ販はん機きすらも見当たらず、ホームの端はしから覗のぞけば遠目に海まで見えている。かろうじて自動改札口と駅員さんの待たい機き室しつだけは備そなえられているものの、その自動改札口も海沿ぞいのせいで少し錆さび、駅員さんに至いたっては姿すがたすら見当たらない。もしかして無人駅なのだろうか。


    　駅を出て更さらにタクシー会社に連れん絡らくし、わざわざ来てもらってから走ること二十分。稲いねや野や菜さいらしきもの、更にはトゲトゲしい謎なぞの作物が植うえられている田畑を進み、蛇だ行こうする道路を下り、海に近づくにつれ、少しずつ一いつ軒けん家やをメインに家が姿を見せ――


    「着いたーっ！」


    　という高たか倉くらさんの声と共に、ようやく高倉家実家に辿たどり着ついたのであった。


    「ささ、どうぞ！　こちらが、あたしの田舎いなかでございます。いらっしゃいませー！」


    　高倉さんが素す早ばやくタクシーを降りて後部座ざ席せきのドアを開き、メイドさんの真ま似ねして一礼。その案内に笑いつつ、俺おれと唐から沢さわと冬ふゆ野のさんの三人で高倉家を見あげていく。


    「おおー……！」


    　そこにあったのは、イメージとしてはまさに田舎の駄だ菓が子し屋やだった。


    　自宅とお店が一体化した形の家で、店の入口の方には飴あめ玉だまやガムなど今時珍めずらしい十円菓子が並ならんでいる。内ない装そうは古ぼけた壁かべに寂さびれた飴入れ、何より店内から感じる木造家屋の香かおりがなんとも古風だ。図書室の蔵ぞう書しよ部べ屋やみたいな、あの特有の香りに近いだろうか。一いち応おうながら冷れい蔵ぞう庫こもあり、申し訳程度にジュース等が置かれている。


    「……高倉さんの田舎って駄菓子屋なんですか？」


    「うーん、駄菓子屋とはちょっと違ちがうかな？　何屋さんって言うんだろ。お菓子と八や百お屋やさんの間みたいな感じ。……まあでも、そろそろお店畳たたもうかなって言ってるけどね」


    「へ？」


    「うちの家さ、実は半年前ぐらいに爺じいちゃんが亡なくなってから婆ばあちゃん一人でやってるんだけど、さすがに難むずかしいみたいなんだ。だから、お店閉じようかなぁ、って言ってるの」


    「……そうなんですか」


    　という事は、今はお婆様の一人暮ぐらしなのか。


    　頷うなずく俺の隣となりで、唐沢が少し困こまったように目を逸そらす。と、そこに。


    「おお……来たか、いつみ。元気だったか？」


    　店の中からのしわがれた声に「やほぅ、婆ちゃん！」と高倉さんが元気よく手を挙あげた。


    　奥おくから出てきたのは、まさにイメージ通りのお婆様だった。顔にたくさん皺しわを刻きざんだ丸みある顔つきが、自然と高たか倉くら家けの血ち筋すじを連想させる。御おん歳とし八十は超えていそうな皴しわ顔がおながら、その割には足あし腰こしも非ひ常じようにしっかりしており、俺おれ達を見つめて小さな目をぱちぱちしている。


    　……この方こそ、高倉様の、お婆ばあ様。


    　今回、俺をわざわざ直じかに呼よんで下さったお方――


    　……はっ。い、いかん。緊きん張ちようするな俺。ま、まずは挨あい拶さつを。


    「え、ええと……は、はは初めまして。朝あさ井い正まさ也やと言います！」


    　丁てい寧ねいにぺこりと一礼。だが一いつ瞬しゆんどもってしまう。その隣となりで唐から沢さわが続き、


    「初めまして。唐沢鈴すずといいます。いつも高倉さんにはお世話になっています」


    　こちらはお嬢様スマイルにて華か麗れいに挨拶。一瞬怖おじ気けづいた俺とは対照的に、唐沢は見事なもの。可か憐れんな白のドレスが夕日に照らされ、なんと眩まぶしい事か……って、まずい。この時点で俺と唐沢の間に、初対面の人として相当差をつけられたのでは。


    　そう俺が思ったのと同じ事を、唐沢も考えたのだろう。唐沢は俺にだけ見えるよう、こっそりと威い張ばるように「ふっ」と鼻を鳴らした――が、


    「ふぅ～む」


    　肝かん心じんのお婆様は眉まゆ根ねを寄せ、唐沢ではなく俺を睨にらんできた。


    「お前さんが、いつみの言ってた男の子かい？」


    「は、はい。そうです、けど……」


    「うー……む」


    　お婆様がじーっと俺を睨んでくる。……あ、あの？


    　ええと、俺が、何か？


    「なあ、いつみや」


    「ほいほい？」


    「余よ計けいなお世話かもしれんが、もう少し彼氏は選んだ方がいいと思うがの」


    「ぶっ」


    　見事な不意打ちだった。彼氏！　いやそこはある意味予想通りだけど、でも予想通りでもびびるって言うか！


    「ちち、違ちがうよ婆ちゃん！　っていうかそもそも朝井君は彼氏じゃないよ！　ただのお友達だよお友達！　なに言ってるのよもぅ！」


    　力強く弁べん明めいする高倉さん。そっちは必死に否ひ定ていしなくてもいいんですけど！


    「ま、とりあえず上がりなさい。しかし……うぅむ。これは……如何いかんともし難がたいのぅ」


    　お婆様が呟つぶやき、俺達を家の中へと促うながす。が、その合間にまた振ふり返かえったかと思うと、じーっと顔を睨まれた。……何だろう。この観かん察さつされるような視し線せんは。確たしかに予想通り彼氏扱あつかいしてくれそうなのは嬉うれしいような、でも顔が微び妙みようと言われると寂さびしいような。


    　というか何かこう、あからさまな思おも惑わくがあるように見えるのは俺だけか……？


    「……もぅ。婆ばあちゃんは相変わらずなんだから」


    　高たか倉くらさんが呆あきれ、溜ため息いきの後に俺おれ達を先せん導どうする。追いつこう、と思った所で唐から沢さわがぐりっとお尻しりをつねってきた。


    「な、なんだよ唐沢。つーか痛いてぇよ」


    「誰だれがいつみの彼氏よ……」


    　唐沢が、唇くちびるをへの字につんつん尖とがらせる。


    



    　　　　４．


    



    　表口となる駄だ菓が子し屋やを抜ぬけて入り口の戸を開くと、大きな畳たたみ部べ屋やの居い間まが広がっていた。キッチンはもちろん電気ではなくガスコンロで、使い古された食器棚だなやらすすけた換かん気き扇せんが何とも味わいがある。台所と居間の間には木製の柱はしらがあり、よく見ると小さく目め盛もりのような傷きずが刻きざまれていた。……これってもしかして、身長が伸のびる度たびにちょこちょこ刻んで成長を楽しむ、例のアレだろうか。


    　……というか、この家。もしかして相当、でかい？


    「あの。なんか変わった建て方してますけど、この家普ふ通つうに５ＬＤＫぐらいありますよね。かなり広い家っていうか……まあ考えてみたら、一いつ軒けん家やってだけでも……」


    「あっちに庭があるよ」


    「に、庭!?　庭ってあの庭ですか！」


    「うん、その庭だと思うけど……あ、あと二階も案内するからね」


    　高倉さんの実家はお金持ちなのだろうか。


    　踏ふむとギシギシ響ひびく狭せまい階かい段だんを昇のぼると、二階の最初にまずは襖ふすま付つきの寝しん室しつ。その左に大きな広間が再ふたたび広がり、昔使われていたらしきギターが埃ほこりを被かぶっていた。更さらに廊ろう下かを歩くと客間が三部屋、さらに一階で増ぞう築ちくしたらしい部屋の上に当たる屋おく上じようのようなスペースにまで出れる。夜は星が綺き麗れいに見えるのだとか。


    　それらの案内が終わった後、高倉さんが最後に俺達の寝室を教えてくれた。


    「うちさ、部屋は結けつ構こう空いてる所あるから一人一部屋、大だい丈じよ夫うぶだからね。あ、でも鈴すずっちと朝井君は一いつ緒しよの部屋の方がいい？」


    「いや、それはちょっと」


    「そう？　勿もつ体たいない……せっかくの夏休みなのに……」


    　高倉さんがしゅん、とする。いやそんな顔されても。


    「じゃあとりあえず朝井君は一番奥おくの部屋でいいかな？　ちょっと埃っぽいかもだけど」


    「え、ええ、それは全然いいですよ。もう泊とまれるだけで」


    「ん。じゃあ荷物置いて、少しゆっくりしててね。あたし鈴っち達の部屋案内してくるから」


    　そう告げて、高たか倉くらさんが唐から沢さわと冬ふゆ野のさんを連れて歩き出す。その高倉さんに唐沢が横から抱だきつき「どうしたの？　鈴すずっち」「いえ、何でも」と言いつつ俺おれの方を向いてあっかんべー。俺が離はなれたと知るや否いなやの反はん撃げきとは、さすが唐沢。……くそぅ。


    「ったく……」


    　舌した打うちしつつ部へ屋やに入ると、まさに屋や根ね裏うら部屋といった言葉がぴったり当てはまる。天てん井じようは斜ななめに傾かたむいて作られた屋根組みが見え、開けた窓まどは丁ちよ度うど表の道路に面した場所にある。日当たりは悪くなく広さもワンルームよりは広い、と中々に快かい適てきだ。


    　ただ、改めて見ると普ふ段だん使ってないせいか高倉さんの言う通り埃ほこりっぽい。とりあえず荷物を置き、窓を開けて室内を換かん気き。それから……


    「……さてと」


    　手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。ま、結けつ構こうな長旅だったし一息つくのも悪くない。


    　そう思いつつ、部屋の片かた隅すみに腰こし掛かけ窓の外を眺ながめてみる。二階から見えるのは高倉家に面した坂道と、そして坂道の先に続く綺き麗れいな海。その海の景色を少々遮さえぎる形で、道路の中央部には『砂すな日ひ町まち　夏祭り！』と書かれた大きな横おう断だん幕まくが掲かかげられていた。夏祭りが近いのか、よくよく観察すると祭り当日に使われるらしい提ちよう灯ちんのような飾かざり付つけがちらほらと、既すでに取り付けられているのが見える。


    　夕ゆう暮ぐれ時どきの外にはあまり風は吹かず、じんわりと日差しがきつい。ふぅ、と息をついて窓の溝みぞを何となく見ると、やはりずいぶん埃が溜たまっている。


    「……そうだ。ちょっと掃そう除じでもするか……？」


    　せっかくお借りした部屋だし、綺麗にするのも悪くない。お婆ばあ様一人では、こういう所まで掃除も行いき届とどかないだろうし。


    　思い立ったが開始時、まずは雑ぞう巾きんを借りようと廊ろう下かに出た。確たしか一階に風ふ呂ろ場ばがあったはず。木造の階かい段だんを下り、台所を抜ぬけて畳たたみ敷じきの居い間まへ。高倉さん達は二階を案内中なのか姿すがたが見えず、お婆様もいない。……勝手に借りるのはまずい、かな？　でも雑巾くらい。


    　そう思って一階に降りたのが――運の尽つき。


    「おぅい。高倉婆はおるかいな」


    　いきなり玄げん関かん口ぐちの方から声が聞こえてきた。玄関、つまり店の方だ。


    　……って、待てよ？　誰だれかが呼よんでるって事は、店番は誰も居いないのだろうか。


    「なんじゃ、おらんのか？」


    　声がゆっくり近づいてくる。……ど、どうしよう？


    　一いつ瞬しゆん迷まよったが気付いた時には既に遅おそく、ガラガラッ、と店側の玄関が開かれた。


    　顔を出したのは、高倉さんのお婆様と同じぐらいの歳なのか、これまたしわしわなお婆さんであった。が、その顔つきは顎あごがずいぶん鋭えい角かくになっており、一言で言えば逆三角。体格はほっそりしている……割わりには目つきがずいぶん尖とがっていて、申もうし訳わけないがちょっと怖こわい。


    　そのお婆ばあさんは勝手に戸を開け、顔を覗のぞかせるなり右を見てから左を見て――俺おれとばっちり目が合った。お互たがい、まばたき。


    　……お客さん？


    「あ。えっと、高たか倉くらさんのお婆様は、今ちょっと……」


    「ほほぅ？　お前さんが噂うわさの男か！」


    　三角婆さんが呟つぶやいた。


    　言っておくが間ま違ちがいなく初対面である。が、その婆様は妙みように感心したように俺をじろじろ見つめ、その白い眉まゆをひそめ……


    「なるほど。これが噂のイカメンか」


    「……は？」


    　なにそれ。


    「ふん。これは勝ったな！」


    「え？　あ、あの……」


    「わしの言った通り所しよ詮せんイカはイカ、海産物なんぞにわしの孫が負けるもんかいなバーカ」


    　ごめん全く意味が分からない。


    　だが現れたお婆さんはお構かまいなし、その口元にニヤリと笑みを浮うかべ。


    「――覚かく悟ごしておきぃよ？　お前さん」


    「……はい？」


    「ふぇっふぇっふぇっ」


    　謎なぞの婆さんが呟き、最後に邪じや悪あくな笑みを浮かべてぴしゃっとドアが閉められた。後に残るのは静せい寂じやくのみ。あっという間に騒さわがしかった部へ屋やが静かになり……


    　なんだ、今の。え、なに。田舎いなかってそういう事があるの？　玄げん関かんから突とつ然ぜんお婆様が現れて、いきなりニヤケ顔のまま「覚悟しろ」だの何だの言うの？


    　……まさか。幾いくら田舎でもそんな事は無いだろう。


    　というか正直なところ、さっきから何かが変だ。高倉さんのお婆様の俺を見る目といい、今の三角婆さんとの会話といい。何かこう、やたらと揃そろって俺ばかり――


    「ん？　どしたの朝あさ井い君」


    　呆ぼう然ぜんとしていると、階かい段だんから高倉さん達が降おりてきた。お婆様も一いつ緒しよに案内していたらしく、高倉さんに続いて降りてくる。


    「あ、ええと……」


    　その……今のことを、なんと説明したら良いのかと言うと……


    　うん。まあ、ありのままに話すと。


    「なんか今ここに来たら、知らないお婆さんが顔出してきて、俺にイカは所詮魚ぎよ介かい類るいだから勝ったとか何だとか……」


    「……はい？」


    　高たか倉くらさんが首を傾かたむけた。そ、そりゃあそうだよな。俺おれだって意味わかんないし――


    「む」


    　が、お婆ばあ様が反はん応のう。その丸い目を少し見開き、先さき程ほどの婆さんと同じくじーっと俺へと迫せまり。


    「その婆さん、三角っぽかったかい？」


    「三角？　あ、ま、まあ……」


    「こう、いかにも意地悪そうな顔で、何かにつけて口悪そうな輩やからだったかい？」


    「や、意地悪かどうかは分かりませんけど……」


    　確たしかに人の顔を見るなり、挨あい拶さつもしないで引っ込んだのは意地悪っぽいかも――


    「ふん。どーせ人ひと吉よしババアに違ちがいなかろう。間違いない」


    　頷うなずいた。人吉婆ばあさん？


    「……ひ、人吉さんって……婆ちゃん、まだ喧けん嘩かしてるの？」


    「喧嘩なんかしとらん。ただ向こうが突つっかかってくるから言い返しておるだけよ」


    「はあぁ……まだ喧嘩してたんだ……」


    　高倉さんが溜ため息いき。何やら事じ情じようを知ってるらしい高倉さんが、困こまったよう口元をひん曲げ頭を掻かき……


    　その手が突とつ然ぜん、ぴたり、と止まった。


    　劇げき的てきな変化だった。高倉さんが顔を硬こう直ちよくさせ、唇くちびるを半笑いのまま手を止めて石化する。その目はまるで何かとんでもない事に気がついちゃったかのように見開き、高倉さんらしくもなく緊きん張ちようした面おも持もち。


    　……ど、どうしだんだろう。その、今にも不安がど真ん中に的中した、みたいな顔……


    　高倉さんが首をぎぎぎっと錆さびた歯車のように動かし、お婆様に向き直る。


    「ね、ねえ婆ちゃん。……あの、さぁ」


    「ん？」


    「……もしかして、だけど。婆ちゃんが友達って言うか……男の子を呼よんだ理由、って……ただ友達を見たかっただけ、じゃなくて……」


    　高倉さんが聞き返す。お婆様はその質問に、当然と言わんばかりに。


    「決まっておろう。お前さんの彼氏をお祭りに出そうと思っての。いつも小うるさいあの人吉婆を今度こそ見返してやるんじゃい」


    　ふん、と鼻息荒あらく高倉婆様が言い切った。


    



    　　　　５．


    



    「ち、ちちち、ちょっと婆ちゃんこっちこっち」


    「なんじゃ、いつみ」


    　高たか倉くらさんがうんうん唸うなりながら、お婆ばあ様とお話ししている。が、そこから漏もれ出でてくる声には当然、俺おれと唐から沢さわも耳をダンボにして拝はい聴ちようさせて頂いただく。彼氏。お祭り。ずいぶん聞き捨てならないヤバい言葉が聞こえてくるのは俺だけか。


    「だからね婆ちゃん。あたしは彼氏とか居いないってば……朝あさ井い君は違ちがうんだって」


    「だがそう言われて引くのもチョームカつく、という奴やつじゃ。この高倉セツ、御おん年とし八十になっても人ひと吉よしの婆ばばあに負けはせん！　大体いっつもいっつもあいつの孫自じ慢まんを聞くのは腹立たしい。そう思って今年こそ言い返そうと思ったら、いつみが男友達と来ると言い出すんでの。これ幸いと呼よんだ訳わけよ！」


    「……はぁ」


    「可か愛わいいお前さんの事だし、都会にいれば格かつ好こういいイカメンとかいうのを捕つかまえておると思ってな。……ま、そうしていっぱい自慢しすぎたから今ちょいと困こまってる訳じゃが」


    「……なんていうか……婆ちゃんって相変わらず元気だよね……」


    　高倉さんがげんなりし、俺達に近づいてくる。カニ歩きでそろそろと耳元に寄り、俺の腕うでに腕を絡からめて……って、た、高倉さん、腕組み嬉うれしいっていうか距きよ離りが近いんですけど……


    「ええと、ど、どうしたんですか高倉さん」


    「いやぁ、あのね？　朝井君には申もうし訳わけないんだけど……なんかうちの婆ちゃんが男の子を呼んだ理由って、その……あたしに彼氏は居ないのか？　って事だったらしいんだよ。ど、どうしようかなぁ……」


    　ぼそぼそと高倉さんが呟つぶやく。と同時に小声で喋しやべるせいで俺に近づき、胸むねとかがむにむに当たって距離が近くてあうあう。やばい、別の意味で心しん臓ぞうがばっくばくだ。どうしようどうしよう。俺にはそっちの方が大問題すぎて、いや、その。


    「なによ、朝井ばっかり……」


    　そう思っていたら反対側から何な故ぜかふくれっ面つらの唐から沢さわも俺に腕を絡めてきた。胸は小さいながらも僅わずかな柔やわらかみを確たしかに感じてしまい、更さらに肘ひじもつねってきて色々な意味であうあう。やばい、痛つう覚かくがずっきずきだ。多分あたしのいつみを取るなって事だろうが俺のせいじゃねーだろ唐沢！


    「朝井様。両手に花とはこの事ですか」


    「なに冷静に突つっ込こんでるんですか冬ふゆ野のさん……！」


    　ぼそっと冬野さんが余よ計けいな事を言い、反対に完全無む意い識しきな高倉さんが「ごめん！」と謝あやまる。


    「いやいや、本当ごめんね朝井君。なんか変な話になっちゃって……ほら、うちって田舎いなかじゃない？　だからとにかく孫自慢が好きでさ。それで婆ちゃんもつい言い過ぎたと思うんだよ。っていうかあたし普ふ通つうに友達と一いつ緒しよにおいで、っていう意味かなって思って……あうぅ」


    　高倉さんが頭を抱かかえる。


    　たしかに、小さな田舎いなかのお爺じい様お婆ばあ様の楽しみと言えば子供自じ慢まんと孫自慢になりそうだ。うちの孫が結婚しただの、どこどこの大学行っただのと話になれば鼻高々に違ちがいない――


    「で、さっきの人ひと吉よし婆ちゃんとうちの婆ちゃんって、昔からいっつも張はり合あっててさ……たぶん孫自慢されたから、言い返そうとしたと思うんだけど……」


    　珍めずらしく困こまったように人差し指をもじもじする高たか倉くらさん。さらに俺おれの足を踏ふむ唐から沢さわ。痛いたい。


    「う、うん。それで？」


    「それで、勢いきおいでなんか……彼氏は居いないのか、とか……こ、困こまるよね、そういうの。あたしさ、そういう人いないし。だからそんな話は駄だ目めだよ、ってきちんと断ことわるつもりだけど……婆ちゃん頑がん固こだからなぁ……」


    　高倉さんはしょっちゅう俺達を煽あおる割わりには、自分の恋愛話となると免めん疫えきが無いのか顔をリンゴのように真っ赤にしてしまう。その照れてる様子は何とも可か愛わいく……い、いや、居ないのなら是ぜ非ひともその、俺があなたの彼氏にって言うか、か、仮かりの彼氏でもＯＫなんで、その……


    　……っていうか……


    　あれ？


    　待てよ。よくよく考えてみたら、これって物もの凄すごいチャンス、じゃないか？


    　例えばお祭りの間は『彼氏（仮）』とか『彼氏代理』みたいな感じで俺が代わりに引き受けつつ、お祭りイベントを一いつ緒しよにこなせば俺も高倉さんもお婆様も万ばん々ばん歳ざい。それと一緒に「実は俺、本当に高倉さんのことが好きなんです。代理とかじゃなくて本当に！」とか言っちゃえば、そのままの勢いで俺は、俺は高倉さんの……い、いわゆる既き成せい事実的な感じで、か、彼氏になっちゃったりなんかして？


    　お祭りで楽しくなること間ま違ちがいないだろうし、その雰ふん囲い気きで盛り上がったりして……！


    「あ、あの！　高倉さん、それってつまり、お婆様が孫自慢をしたい……んですよね？」


    「ん？　ま、まあ、そういう事なんだ。うちの婆ちゃんもあたしがあんまり帰ってこないから楽しみにしてるのは分かるんだけど……でも……」


    　ちょっと照れる高倉さん。


    　――彼氏役。


    　仮の彼氏だと思って一緒にお祭りに出た朝あさ井い君って、こんなに格かつ好こういい人だったんだ……あ、ね、ねえ朝井君。あのさ、あたし出来れば……このお祭りだけの間の、仮なんかじゃなくて……本当に、朝井君とお付き合いしたいです！　だから、その――


    　お祭りの後、花火の下できゅっと顔を赤く染そめる高倉さん。行ける。これは行ける！


    「あ、ああ、あの。高倉さん！」


    「ほいほい？」


    「そのお祭りの彼氏役なんですけど……せっかく実家に帰ってきたんですし、お婆様の気持ちも分かりますので……た、例えば一時的にですけれど、その彼氏役に、俺が代役になっちゃったりしちゃおうかな！　なんてごふぁっ」


    　如何いかがでしょうか、と続けようとした時に脇わきから唐から沢さわのエルボーが突つき刺ささる。そして、


    「――と朝あさ井いさんが馬鹿げた事を言ってますが。その代役、私が請うけ負おってはダメでしょうか？」


    　唐沢が仕し掛かけてきた。その柔やわらかな笑顔に俺おれと高たか倉くらさん、そして話を聞いていたお婆ばあ様も振ふり返かえる。い、いや、お前が代役って、ちょっと待て。そこは俺が……！


    　だが唐沢は一切怯ひるまず、振り向いたお婆様へ丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ。礼れい儀ぎ正しさと気品溢あふれるキラキラオーラをその身に纏まとい、全身全ぜん霊れいで猛もうアピール。


    「高倉さんにはいつもお世話になっていますし、少しでも私に出来る事がありましたら。……朝井さんよりは頼たよりになると思いますよ？」


    　しずしずと前に出る唐沢。態たい度どはまさに完かん璧ぺきなお嬢様、クラスメイトが『学園の宝石』と呼よぶ、あのお嬢様モード。……つ、つーかさっき唐沢の奴やつ、相当強く脇をやりやがって……！


    　とはいえ、さすがの唐沢でも彼氏役は無理じゃ――


    「ううむ……確たしかにアホ顔の彼氏より可か愛わいい友達というのも……」


    　お婆様が唐沢を見る。唐沢の周囲から溢れる少女漫画じみた薔ば薇らのエフェクトが周囲を包む。……いかん。あいつとの性せい能のう差さが。このまま単たん純じゆんに見比べられれば、万が一という事が。


    「い、いや、やっぱりここは彼氏役ですし、俺の方が――」


    「朝井君には鈴すずっちがいるのに」


    「ですからそれは違ちがいますって……」


    　高倉さんの突つっ込こみに、お婆様が「そんな話があるのかい？」と続くが、


    「いえいえ、そんな事ないですよ。な、なあ、唐沢？」


    「え、ええ。私と朝井さんは、その……良き友達でして」


    「っていうか婆ちゃん、今から出るの止めれば？」


    　高倉さんが聞き返す。が、


    「いや、もう応おう募ぼ出したからのう。それに人ひと吉よし婆や近所の連中にも、いつみが彼氏連れて来ると散々言いふらしたし。近所の文ふみさんとかミカンの奴やつにも言うたし」


    「ば、婆ちゃん言っちゃったの！　みんなに!?」


    「うむ。男の子って言うから、てっきりあたしは彼氏連れてくるかと思って自じ慢まんしまくったから今いま更さら引く訳わけにもいかん」


    　既すでに応募済ずみらしい。もう断ことわる訳にもいかない、という事だ。


    　が、高倉さんにとっては一大事。なんせお祭りの主役である訳で……


    「も、もう婆ちゃんったら……！　あ、むむ、無理しなくていいからね朝井君、鈴っち。っていうか朝井君、鈴っちと一いつ緒しよに出ればいいんじゃない？」


    「いや、せっかくお婆様が楽しみにしてるんですし、そこは高倉さんが出ないと」


    「そうですよ、高たか倉くらさん。ね？」


    　いつもの変な方向に行きそうな話を押おし留とどめる。これに関する唐から沢さわとの連れん携けいは既すでに熟じゆく練れんの技わざと言うべきか。第一こんな絶ぜつ好こうの機会、俺おれと唐沢が逃のがすはずが無い。


    「ところでお婆ばあ様。そのお祭り、とはどのようなものなのですか？」


    「ん？　ああ、そうじゃな。先に説明をしておこうか。……実はこういうのでの」


    　お婆様が引き出しからバインダーに挟はさまれた回かい覧らん板ばんを俺達の方に差し出した。視し線せんを落とす。砂すな日ひ町まち夏祭り、とタイトルに書かれ、その開かい催さい日時とプログラムが書かれた先、夏祭りイベント予定表ナンバー６――


    　今年もやって参まいりました孫自じ慢まん大会！　熱ねつ烈れつカップル大歓迎！


    「……カップル限げん定ていなんですか……？」


    「その方が審しん査さ員いんの点数が高いんじゃ。もちろん一人でも出れるが、なぁに。爺じじいも婆ばばあも恋愛話はいつまでたっても現役よ」


    　高倉婆様が「ふぇっふぇっふぇ」と面おも白しろそうに笑った。カップル大歓迎。バインダーの文字はお年寄りの方でも見えるようにか、大きなフォントで猛もうアピールしている。まるで俺達を誘さそうように。


    「ま、考えてみてくれんかな、朝あさ井い君」


    　そう告げるお婆様は、最後ににこりと俺達に微ほほ笑えんだ。


    　それは本当に、高倉さんによく似にた笑みだった。


    



    　　　　６．


    



    「つまり話を整理すると……高倉さんと二人でこの孫自慢大会に出て欲しい、って事か」


    　俺の呟つぶやきに、唐沢が頷うなずく。


    　部へ屋やに戻もどった後、俺と唐沢は部屋でこっそり相談する事にした。


    　あの後お婆様から一通り話を聞いたところ、孫自慢大会とは文字通り自分の孫を自慢する大会――というよりは、都会に出て行ってしまった孫達の顔見せ大会という側そく面めんが強いようだ。


    　この砂日町は交通の便が悪いため、高校生になると大たい抵ていの人が実家を出て寮りよう生活や一人暮ぐらしを始めてしまう。その代わりに夏休みに揃そろって帰き省せいするらしく、ついでに「元気でやってますよー！」と紹しよう介かいする意味合いで開かれるらしい。ある意味では同窓会、という事になるのかもしれない。


    　そのため大会と言っても演えん劇げきしたりバトルをしたりといった要よう素そはなく「自分は元気にやってます、こんな友達が出来ました！」と紹介出来れば良いようだった。


    　もちろん、出て行った高校でお嫁よめさん候こう補ほ見つけて帰ってくれば大歓迎。地方の過か疎そ化か対たい策さくとして、というか爺じい様婆様が喜ぶ要素として未来の嫁ほど嬉うれしいものは無い。


    　――お婆ばあ様の笑顔を思い出す。孫自じ慢まんで負けたくないという気持ちに違ちがいないとは思うが、それ以外にも純じゆん粋すいに、高たか倉くらさんが帰ってきて嬉うれしいのかもしれない。彼女がお祭りに出るとなれば、お婆様の喜びもひとしお、だろう。


    「改めて聞くと、なんか小さな町の小さな幸せ、って感じでいいよな。これ」


    「そうね。……でも、あたし達にとってはいつもと同じよ。いつみの恋人役、って事だもの」


    「だな。って事は……」


    　じりっ、と唐から沢さわと睨にらみ合あう。


    「……彼氏って言うけど、あたしに出ちゃいけない、って事は無いわよね？」


    「ま、友達としての友情出しゆつ演えんなら全然アリだろうな。つーか向こうから来た、こんな美お味いしいイベントをお前が逃のがすかってんだ」


    　今まではいつも俺おれ達が頑がん張ばって高倉さんを誘さそい、何かしらアプローチするのが常つねだった。が、今回は向こうから、しかもお婆様のお墨すみ付つきかつ公こう認にんだ。まさに鴨かもがネギを背せ負おって鍋なべまで用意してくれた状じよう態たいである。


    　となれば、あとは簡かん単たん。お婆様に対して俺と唐沢、お互たがいに自分が高倉さんの彼氏に相応ふさわしいかアピールを繰くり返かえし、どちらが選ばれるか競うのみ！


    「……絶ぜつ対たい負けないぜ唐沢。この勝負だけはな！」


    　そう誓い、唐沢を同じく睨み返し――


    　だが、この時の俺はまだ考えが甘かったらしい。


    　唐沢は俺の視し線せんに、ふん、と鼻で笑って腕うでを組み、


    「もちろん受けるわよその勝負。でも、その前に一つ言いたいことがあるの。……このままあたしと勝負を始めていいの？　朝あさ井い」


    「……あん？　なんか悪いか？」


    「もう忘わすれたの朝井。今回のあたし達の夏休み計画は、改かい善ぜん・夏休み計画なのよ？　今までの失敗点を反省して、改善して、次こそいつみと一いつ緒しよに仲良くなる、だったでしょ？」


    「おぅ。それが？」


    「このままいつもの感じで、あたし達が喧けん嘩かし始めたらどうなるかしら」


    「どうって、そんなの……」


    　いつも通りだろう？


    　俺と唐沢が勝負する。その間に高倉さんが入ってくる。朝井君と鈴すずっちは仲良しだねぇ、じゃあやっぱりあたしの代わりに大会に二人で出よう、そうしよう！　ねえ婆ちゃん、この二人は実はとっても仲良しで恋仲なんだ――


    「……あれ？」


    「そう！　そうなのよ！」


    　唐沢が拳こぶしを握にぎった。


    「あたしはね、ついに大事な事に気づいたの。いつもあたし達の勝負の合間に、大体なんか変な事が起きるのよ！　で、そこにいつみが出てきて必ず自じ爆ばくするの。……じゃなくて、今回は。今回こそは、きちーっと！」


    　唐から沢さわが、その双そう方ほうの瞳ひとみで俺おれを睨にらみ。人差し指をびしっと俺に向けて、


    「先に、あんたと勝負をつける！　それで負けた方が、勝った方のサポートする！」


    「サポート？　って……」


    「先にあんたと勝負して、負けた方は潔いさぎよく負けを認みとめて相手に譲ゆずる！　で、今度こそ共とも倒だおれを防ふせぐのよ」


    「……な、なるほど」


    「それにね朝あさ井い。あたし達があんまり目の前でガシガシ喧けん嘩かしてると、お婆ばあ様も気が引けちゃうかもしれないし。……せっかくお婆様が喜んでるなら、あんまり困こまらせるような事はしたくないし。だからまず、あたし達の間だけでも最初に代表を決めておくべきだと思うのよ。……まあ、お婆様がどうしても朝井の方がいい、って言い出したら別だけど……」


    　確たしかに、お婆様の前でがーがー言い合うのは問題かもしれない。以前お世話になった七なな海み先せん輩ぱいのようにのほほーんとしている人ならまだしも、年老いたお婆様の前ではやはり俺も遠えん慮りよはする。唐沢だって一いち応おう、お婆様の前ではお嬢様で通すようだから、勝負をする上でも二人きりの方が都合がいい。


    　……と、何だかんだ言ったが――


    「つまり今度こそお前ときちんと勝負する、って事でいいんだな？」


    　いつも必ず入っていた邪じや魔まが入る前に。出場権を賭かけて、まずは唐沢とガチ勝負！


    「そういう事。どう？」


    　唐沢が聞いてくる。


    　異い論ろん？　そんなものは全く無い。ＯＫ、全て了りよう解かいした。


    　つまり――いつも通りである。いつも以上に、真しん剣けんにやるだけで。


    「……いいぜ。その勝負、乗った」


    　唐沢と、今度こそ決着をつける。邪じや魔まが入る前に、堂どう々どうと勝負！


    　……だよな？


    　もう何度目の台詞せりふになるか分からんが。次こそ必ず！


    「よし、じゃあ決まりだな、唐沢。今度こそ本気で行くぜ？」


    「……もちろん。来なさい？　こてんぱんにやっつけてやるんだから！」


    　ふん、と鼻息荒あらく、唐沢が宣せん言げんする。その笑みに俺もニヤリと笑い――


    「で、唐沢、勝負って何でするんだ？」


    「うっ……そ、それは……い、今から考えるわ。せっかくなら、夏っぽい勝負がいいわよね」


    「あんまりインチキくさい勝負選ぶんじゃねーぞ？」


    「わ、分かってるわよ！　はっ、見てなさいよ！　えーっと、えーっとねぇ……！」


    　外からまぶしい夕日が照りつけ、ヒグラシの鳴き声が聞こえてくる。暑い夏はすぐそこだ。
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      　―― 幕間　一 ――

    


    



    「……で、明日勝負なされるのですか、お嬢様」


    「うん」


    　その日の深夜。あたしは冬ふゆ野のにその日の成り行きを話していた。いつみを巡めぐってお祭り出しゆつ場じよう権けんを賭かけた、朝あさ井いとの争そう奪だつ戦せん――


    「では、今日は早く寝ねて明日に備そなえましょうか。……おやすみなさい」


    「……ん」


    　そう言って、冬野があたしの前で手を伸のばして電気を消した。もそもそとタオルケットに身を包む。……冬野とは結局、同じ部へ屋やで泊とまっている。合宿の時みたいに朝井と二人きりとかだと何かと困こまるし、その方が色々と都合がいい。


    　枕まくらを握にぎって思おもい浮うかぶのは、あのバカ顔。いつも格かつ好こう悪くて単たん純じゆんで、天然でアホであたしの邪じや魔まばかりする朝井。


    　そのあいつと、真まっ向こう勝負。


    　……何をしよう。


    　何であいつと、決着をつけようか。朝井も考えてくるとは言ったけれど、どうせあのバカ頭の事だ。何も思いつかないに違ちがいない。……だから、あたしが考えないと。


    　勝負。あいつとの勝負。フェアで。分かりやすくて。そして――


    　……絶ぜつ対たいに、負けられない。


    「お嬢様」


    「……ん？」


    　気がつくと、冬野がタオルケットから少し顔を覗のぞかせていた。彼女が小さく微ほほ笑えみ、


    「明日は負けられない戦いになりますね」


    「……うん」


    　小さく、頷うなずく。


    　そうだ。負けたくない。楽しみでもあるけれど……それ以上に。


    　朝井にだけは、負けるものか。


    「負けたら……高たか倉くら様に、朝井様を取られてしまいますからね」


    「うん」


    「それに、お婆ばあ様は男の子という事で、朝井様を推おしてるようですし」


    「……うん」


    　その事は、薄うす々うす分かっている。お婆ばあ様が〝彼氏〟を希望しているのは明白だ。


    　……だからこそ。明日は絶ぜつ対たい、負けられない。


    　負けてしまえば、勢いきおいに流される。そうなる前に、何とか、何とか……


    　上手く掴つかめないこの不安が、現実になる前に。


    「朝あさ井いなんかに……」


    　負けたくない。


    　だって。


    



    　――朝井は〝あたしの〟恋ライ敵バル、なんだから。

  


  
    
      　―― 第二章 ――
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    　真っ白な砂すなの大地に足を踏ふみ入いれると僅わずかに埋うまり、魔ま法ほうのようにさらさらとした感かん触しよくが伝わってきた。海辺の砂は長い年月を経へて砕くだかれ細切れになり、手で掬すくうと何の抵てい抗こうも無く滑すべり落おちていく。吹き付ける風には海の香かおりが漂ただよい、耳を澄すませば波の音。


    　そして砂浜から見上げれば、そこに広がるのは一面の――海！


    「うわぁ……」


    「すっげー……！」


    　唐から沢さわと共に、その光景に見入ってしまった。


    　海は青い。今までそう思っていたが……本当の海は、青くはなかった。


    　白地の砂が海を透すけて見えるのだ。観光名所ではない事が逆ぎやくに幸いし、ビーチらしいごてごてした装そう飾しよくが一切無く、何ど処こまでも綺き麗れいに伸のびる世界はまさに圧あつ巻かん。透とう明めいの海水が地じ肌はだである白い砂を通じてエメラルドグリーンに輝かがやき、深みを増ますに従したがって青く青く……


    「な、なあ唐沢。行ってみようぜ！　海だぞ海！　ほら！」


    「そ、そうね。せっかく来たんだし、ちょっとぐらい……って、ち、違ちがうわよ朝あさ井い！　見み惚とれてる場合じゃないわ！　今から勝負よ！」


    「はっ」


    　そうだった。いかんいかん、海を愛めでている場合ではない。海遊びはまた後ほど、高たか倉くらさんと一いつ緒しよの時に……み、水着で是ぜ非ひ。


    　そう。今は唐沢に連れられ、真剣勝負をする――という事で、まずは二人きりになるべく、こっそり浜辺に来たのだった。誰だれにも邪じや魔まされず二人きりで決着をつける、そのために！


    　……とはいえ。


    「で、勝負って何でするんだ唐沢。俺も考えたんだけど、なんかいまいちピンと来なくて……」


    「ま、そんな事だろうと思ったけどね」


    　唐沢が自じ慢まんげに顔を綻ほころばせた。そうねぇ、と呟つぶやく唐沢の姿すがたは、今は夏らしい半はん袖そでの白シャツにハーフパンツだ。実にスポーティな格かつ好こうで、ちょっと眩まぶしい。


    　その唐沢が肩かたからかけていた鞄かばんを開き、中から真っ白なボールを取り出した。……ボール？


    「ここはシンプルに行きましょ朝井。ずばり、勝負はこれ。ドッジボール！」


    「ど、ドッジボール？」


    「そう！」


    　唐から沢さわが俺おれ目め掛がけて軽くボールを投げる。両手でキャッチしたら意外な程ほどに軽い。真っ白なバレーボール用の球だ。間ま違ちがいなく冬ふゆ野のさんが気を利きかせたに違ちがいない。


    「これなら問題無いでしょ？　ハンデも無いし、ルールも単たん純じゆん。あんたとあたしの、正しよう真しん正しよう銘めいの真まっ向こう勝負！　さあボッコボコにしてやるわ！」


    「……いや、まあ確たしかに分かりやすいけど……」


    　気持ちは分かるが、なんつーか。ドッジボールは正直ちょっと……


    「なに？　何か問題あるの？」


    　まあ、大した問題じゃないかもしれないが。


    「幾いくらお前が相手でも、女の子目掛けて全力でボールぶん投げるのはどうかと……」


    　紳しん士しとして、と言うか？　万が一、唐沢の顔に当たったら洒落しやれにならん。


    「あ、そ、そう……？　あたしそういうの、全然気にしないほうだけど」


    「まあお前が気にしないなら別にいいけどさ。でもほら、ドッジボールだと俺とお前でパワー差があるかもしれないし。なんつーか、テクニック的な差があんまり無い気がしてさ」


    「……前は教室で箒ほうきぶん回してやり合ってたのに」


    「まあそうだけどよ」


    　あの時は、まだ何も知らなかった。唐沢は単たんなる敵てきでしかなかった。


    　……今は正直、どうなんだろう。


    「でもさ、朝あさ井い。だとしたら何で直ちよく接せつ対決すればいいの？」


    「え？　えーと……そうだなぁ」


    　考えてみれば難むずかしい。バスケ？　サッカー？　スポーツはどれも男女差が出て当然だ。前回の演えん劇げきならまだしも、二人きりで対等にとなると……俺達の勝負って、何でケリをつければ良いんだろう。


    　こいつとの決着。そもそも唐沢鈴すずを倒たおす、とは――


    「うーん……」


    　思わず唸うなりながら二人揃そろって腕うでを組み、思考を巡めぐらせつつ海を見る。キラキラの煌きらめきが、まだかまだかと俺達を一いつ生しよう懸けん命めい誘さそっている。深く考えず、まずは海に飛び込んでみてはどうだろうか。冷たい海の中で唐沢とボールを拾って投げ合い、水みず飛沫しぶきをあげて素す敵てきな夏の一ひと時ときを……いや待て。それは根本的に何かが違う。


    　いかん、このままでは誘ゆう惑わくに負けてしまう。そう思って輝かがやく海から顔を背そむける。海から反対側に当たる道路側には砂の浸しん食しよくを防ふせぐ石いし段だんがあり、その上には切きり揃そろえられた小さな植うえ木きが並ならんでいた。誰だれかが綺き麗れいに整えているのだろう、背せの高さを一いち様ように揃え、綺麗に並べられた様子はまさに一直線。そのお陰かげで草木の合間からちょこん、と頭を覗のぞかせている女の子の様子もよく見える。


    　……何となく目が合った。


    　彼女が「あ」と呟つぶやき大おお慌あわてで隠かくれてしまった。


    　可か愛わいいショートカットの丸顔だった気がする。


    「……な、なあ唐から沢さわ。ちょっといいか？」


    「ん？」


    「その……あそこ……」


    　俺おれが指差し、唐沢が並ならんで見る。向こうは一いち応おう頭を引っ込めて隠れているつもりらしいが、よくよく見れば植うえ木きの隙すき間まが結けつ構こうあるので丸見えだ。きちんと見ると二人いる。片かた方ほうが様子を窺うかがおうと頭を出そうとした所、もう一人が腕うでを伸のばして引っ込め「まだ敵てき方がたが警けい戒かい中ちゆうです高たか倉くら様」とか「で、でも気になる！」とか聞こえてくる。いやいや。


    「あの。もうばれてますから。普ふ通つうに」


    　とりあえず指し摘てきすると、植木に隠れたつもりの二人が暫しばらく沈ちん黙もく。それから、


    「……ダレモイナイヨ！」


    「いや居いますよね普通に！」


    「ア、アタシ達、ヤドカリ！　ミーッ！　ミーッ！」


    「ヤドカリはそもそも鳴きませんから！」


    「くっ……さすがは朝あさ井い君、そこまで見破るとは！」


    　諦あきらめて高倉さんが出てきた。やっぱり冬野さんも一いつ緒しよだった。な、なんというか、この二人は最近どうも……！


    「いやぁ、ごめんごめん。朝こっそり出て行く二人が見えたから、つい。ね？」


    「つい、じゃないですよ本当……居るなら言ってくれればいいのに」


    「いやほら、二人きりで浜辺に居るの邪じや魔ましたら悪いかなーって。楽しそうだし？」


    　と言いつつ、高倉さんが俺の持つボールに目を向ける。確たしかに一見すると楽しそうですけど、これは今から行われる俺と唐沢の大だい決けつ闘とう用ようでして……決して楽しいだけではない。


    　まあ、見つかった時点で既すでにアウトだった気もしないでもないが……


    「ねえ朝井。せっかくだし、いつみと冬野も混まぜてやらない？」


    　唐沢が小こ脇わきをつついて尋たずねてきた。って、


    「はい？」


    「ほら。あたしとあんたの勝負は勝負でするけどさ？　それはそれ、これはこれで、全員で遊んだ方が楽しいかな、って思うのよ。勝負と遊びを一緒に、さ。……結局見つかっちゃったし」


    「あー……」


    　なるほど。俺と唐沢は対たい峙じしたまま、高倉さんと冬野さんを含ふくめて遊びつつ勝負。楽しくワイワイしながら、でも俺達の間ではガチ戦争。ミックスバトル、とでも言うべきか？　正せい規きの一対一ではないがまあ、高倉さん達にもばっちり見つかっちゃったし……うん。


    「あの。高たか倉くらさん。もし良ければ一いつ緒しよに遊びませんか？　俺おれと唐から沢さわ、今からちょっと一勝負しようかなと思ってた所ですけど、せっかくならみんなでやった方が面おも白しろそうですし」


    「いやいや朝あさ井い君、お二人の邪じや魔まなんてあたしには出来ませんよ？」


    　高倉さんが手を振ふって遠えん慮りよする。しかし唐沢が上手いこと、


    「でもね、いつみ。朝井と遊ぶのも悪くないけど、いつみと遊べるのも楽しみにしてたのよ？」


    　と、間かん髪はつ入いれずに笑顔を見せる。今度は高倉さんが言葉に詰つまり……


    「そ、そう？　よし、ならあたしも入ろうかな！」


    　頷うなずいた。よし、これで全員揃そろいつつ、唐沢と勝負――


    「でもさぁ鈴すずっち。せっかく海に来たならそのまま海で遊びたいし、やっぱり水着じゃないとねー。っていうか朝井君も鈴っちも海に来たのになんで水着じゃないの？」


    「うっ……いや、それは、ほら」


    　俺達はあくまで真しん剣けん勝負、のつもりだったので。海は後ほど高倉さんと一緒に是ぜ非ひ、と……


    「よし！　って事で、まずは全員で水着に着替えよう！　それからあたしと冬ふゆ野のさんも一緒にビーチバレーで勝負だ！」


    「へ？」


    　ビーチバレー？


    「あれ、それバレー用のボールでしょ？　だからビーチバレーかなって思ったんだけど」


    　まあ普ふ通つうはそうか。むしろ浜辺でバレーボール片かた手てに『ドッジボールで殺やり合あいましょう』なんて言ってる方が不自然すぎる。俺達の間はそれで十分通じるんだが……


    　まあでも、ビーチバレーも悪くない。


    　唐沢に近寄り、そっと耳打ち。


    「なあ唐沢、って事でビーチバレー勝負はどうだ？　高倉さんも冬野さんも一緒に出来るし、そんなに悪くないと思うんだが……」


    「……そ、そうね……うん。いいわ、それで。いつみも来たし……じゃあ、そうしましょ？　でも負けた方が言った通り、相手のサポートするんだからね？」


    　唐沢の返事に頷く。と、


    「じゃあまずは水着に着替えて勝負だー！　それから海だね鈴っち！　よぅーし！」


    　高倉さんが声を張はり上あげた。今から着替えてビーチバレー、それから海にて遊ぶ気満々――俺としても高倉さんの水着姿すがたが見れてご満まん悦えつ。まあ、これはこれで良いものである。


    　それに、ビーチバレーなら勝機は十分、むしろ俺はこう見えてバレーは比ひ較かく的てき得意ジャンルである。普通にやれば唐沢になんか負ける気がしない――


    　と、この時までは思っていたのだが。
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    「よぅし、水着スタンバイ完了！　やるぞー！」


    　皆みなで再ふたたび砂すな浜はまに戻もどってきた所で、高たか倉くらさんが水着の上に着ていた白シャツを脱ぬぎ捨すてた。ぐっと握にぎり拳こぶしを作る彼女の紐ひも付つき三角ビキニ（眩まぶしい黄色！）の胸むねに肘ひじが当たり、ほんの少し布地がぷにっとする。アンダーは同じくお肌はだにぴっちり、なかなかに大だい胆たんであり太陽の下に佇たたずむその何とも神こう々ごうしいお姿すがたについあ痛いたたたたっ！


    　唐から沢さわがサンダルで思いっきり俺おれの足を踏ふんづけていた。


    「うぐっ……な、なんだ唐沢」


    「あんた、じっと見過ぎ……！」


    「そ、そうは言うけど――」


    　足を踏まれつつ唐沢を睨にらみ返かえし、


    「う……」


    　ごくり、と唾つばを飲む。至し近きん距きよ離りで迫せまる唐沢ももちろん水着姿で、高倉さんと同じくピンクのビキニタイプである。今いま更さらだが胸は控ひかえめだ。ただそれは、言いい換かえれば全体のバランスが良い、という事にもなる。幼めな体型ながらもすらりと伸のびた手足、そして浜辺のようにまっさらな素肌が輝かがやく太陽の下に晒さらされている訳わけで……更には、その腰こし元もと部分にはスカートのように可か愛わいいフリルがついており、歩く度たびに僅わずかにひらひらと揺ゆれるのが何とも、その……


    「……な、なによ」


    　視し線せんを感じてか、唐沢がさっと両手をクロスして身体を隠かくす。


    　――なんでもねーよ。


    　そう言おうと思った。でも。


    　高倉さんは確たしかに魅み力りよく的てきだけど。でも、唐沢だって別に――


    「お……お前もすっげー可愛いよ……なんだよ、隠すことねーじゃん、全然……」


    　思わず呟つぶやいてから、恥はずかしくなってそっぽを向く。と、高倉さんが俺を見ながら何な故ぜか拳でシャドーボクシングの真ま似ね事ごとをしていた。小声で「いけっ！」「そこだっ！」「鈴すずっちを押おし倒たおして砂浜ダイブ！」とか何とか呟いてるように聞こえるが多分気のせいだろう。気のせいに違ちがいない。その背はい後ごで冬野さんがせっせとビーチバレー用のネットを準じゆん備びしつつ、俺の視線に気付いて応おう援えんするかのように拳を握る。無表情のままなのが逆ぎやくに怖こわい。って、


    「冬野さんは俺と唐沢の気持ち知ってるくせに……」


    「いつみ、何やってるの？」


    「……。……ちぇー、いっつもあと一歩なのになぁ。冬野さんの言うとおり、あたしらがもっと押さないと駄だ目めかぁ。……ちょっとこれは何か策さくを考えとかないと」


    　一体なんの話だろうか。


    「よし、とにかく準じゆん備び完了！　冬ふゆ野のさんありがとね！　さ、じゃあまずはチーム分け！」


    　高たか倉くらさんがパン、と手を叩たたいて全員集合。ま、まずは気持ちを切り替えて……そう、唐から沢さわが可か愛わいいのは事実だが、俺おれの本命は高倉さんだ。ならば当然、彼女と同じチームで見事な連れん携けいプレイを披ひ露ろうし――


    「あ、高倉さん、もし良ければ俺と、」


    「ねえいつみ。あたし、たまにはいつみと一いつ緒しよにやりたいなぁ……」


    　唐沢が甘えるような声で高倉さんにすり寄る。いや待て、それはどうかと――


    「そう？　鈴すずっち朝あさ井い君と一緒じゃなくていいの？」


    「「それは無い」」


    　今から俺達は大事な勝負をするのだ。仲間同士では意味が無い。


    「それにほら。いつみ最近、あたしと一緒に遊んでくれないし……」


    「あー、そだね。じゃ、あたしと一緒にやろっか鈴っち」


    「うん！」


    「あの……お、俺も……あぅ……」


    　手を伸のばすが、唐沢がさっと高倉さんを引ひっ張ぱり俺に向かってべーっと舌したを出した。


    「くっ……じゃ、じゃあ俺は……冬野さんと……」


    　はぁ、と溜ため息いきをつき、冬野さんを探さがす。


    　が、いない。


    　あれ、と思って見み渡わたすと彼女は唐沢と高倉さんの後ろに控ひかえていた。俺と目が合うなり水着姿すがたでぺこりと一礼。ちなみに冬野さんが身につけているのは真っ白なチューブトップで、首元に紐ひものついたタイプと意外に大だい胆たんな水着姿だ。これもこれで相当可愛い……が、


    「申もうし訳わけありませんが、私は常つねにお嬢様の味方ですので」


    　言ってる事も大胆なのは非ひ常じように問題ではなかろうか。ていうか、


    「お、じゃあ朝井君は一人きり、三対一って事かな？」


    　なんですと？


    　ちょっと待ってくれ。いくら女の子相手とはいえ三対一。バレーで？


    　いやいや。この勝負、単なる遊びじゃなくて、実は俺と唐沢のお祭り出場権が賭かかってたりするんですけど……？


    「朝井君」


    「は、はい！」


    「ファイト♪」


    　高倉さんが拳こぶしを握にぎり、俺に微ほほ笑えんだ。か、可愛い……けど何か違ちがう……！


    「どうしたの朝井。なに、三対一だから卑怯とか言うつもりじゃないわよね？」


    「いや普ふ通つうに卑ひ怯きようだろ唐から沢さわ！」


    「そう？　あたしは思わないけど」


    「俺おれが思うんだよ！」


    　つい叫さけぶと唐沢が拳こぶしを握にぎって、


    「大だい丈じよ夫うぶよ朝あさ井い。あんたはあたしの恋ライ敵バル。あんたなら出来る！　あたし信じてる！」


    「ニヤニヤしながら言うんじゃねーよ！」


    「じゃ、勝った方がお祭りに出るって事で」


    「ぬああっ！」


    　駄だ目めだこいつ、最初から話聞く気ねーな！


    　言い返そうにも唐沢は既すでに相手コートに戻もどり、高たか倉くらさんと楽しそうにじゃれあい肌はだをすり寄せている。三対一、しかも唐沢と高倉さんがイチャイチャしながら仕し掛かけるダブルアタックを間近で見つつ反はん撃げきに出なければならんとは一体どんな罰ばつゲームだコンチクショウ。


    　……ま、負けるものか。こうなったらトコトンやってやる……！


    「くっそ、絶ぜつ対たい俺が勝つからな唐沢！　見てやがれよ！」


    　叫び、まずは足場の砂すな地じを確かく認にん。悪くない。顔を上げて相手を睨にらむ。高倉さんがサーブを打つべく構かまえ。イメージとしては最初の一いち撃げきをレシーブし、トスし……っていうか三対一って事はレシーブ俺、トス俺のアタック俺？　勘かん弁べんしてくれ……！


    「じゃあ行くよ朝井君！　よし、とりあえず十一点先取にしよう！　せーのっ！」


    　でもやるしかない。


    　高倉さんが手始めに軽いサーブ。目の前に優やさしく飛んできた所をアンダーハンドで打ち上げる。続けて高めのセルフトス。よし俺、超上手い！　最後に、


    「おりゃああっ！」


    　ネット際ぎわでジャンプし華か麗れいにスパイク！　唐沢が取れずに砂すな地じへ直ちよく撃げき。まず、一点！


    「よっしゃ――」


    「朝井様、反則です」


    「はい？」


    「ダブルコンタクトです。同じ人が二回続けてボールに触さわってはいけません」


    「あんた鬼おにですか冬野さん！　どないしろって言うんですかそれ！」


    「私はお嬢様の味方しかしませんので」


    　冬野さんがぶった切る。が、


    「ねえ冬野。そこはさすがに可か哀わい相そうだからいいんじゃない？」


    「……まあ、お嬢様がそう仰おつしやるのでしたら」


    　唐沢が言い、冬野さんが矛ほこを収おさめた。……よ、良かった、さすがの唐沢にも少しは温おん情じようというのが――


    「っていうか、それくらいはしないとあたしが何もしない間にゲーム終わっちゃうし。せっかくやるなら、あたしが朝あさ井いを叩たたきのめさないと面おも白しろくないし」


    　違ちがった。単に俺おれを自力で倒たおしたいだけかよ。


    「さあ朝井、ここからが本番よ？」


    「くっ……っていうか次のサーブ権けんって確たしか俺じゃ――」


    「覚かく悟ごしなさい！　ボッコボコにしてやるわ！」


    　唐から沢さわがボールを頭上に放り投げた。やばい。あいつ本気だ。俺を殺やる気だ間ま違ちがいない。


    　慌あわててレシーブの姿し勢せいをとる俺の前で、唐沢の足が大地を蹴ける。風を切るようにしなる腕うでがボールに直ちよく撃げき。一いつ瞬しゆん見み惚とれそうになる程ほど綺き麗れいなサーブと共に、強きよう烈れつなエネルギーを受けた球が弾だん丸がんの如ごとく――って、は、早ぇ！


    「くそ、来いや唐沢あああっ！」


    　怒ど号ごうを上げて一いち撃げきを受けようと構かまえ、迫せまり――


    　しかし、俺が動く事はなかった。ばふっ、と音を立ててボールがネットに引っかかり砂すな地じに落ちる。アウト。……あれ？
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    　試合はいろんな意味で白熱した接せつ戦せんが展てん開かいされた。


    　まず俺の一人レシーブ、トス、スパイクがそう何度も出来るはずも無く、高たか倉くらさんの優やさしいアンダーサーブを仮かりに返せても冬ふゆ野のさんの全力オーバーサーブはマジ無理。というか、あの人だけガチすぎる。


    　しかし、かといって俺が完全に負けてるかと言われるとそうでもない。俺もたまに点を取れるし、更さらに大きな得点元として、その……


    　唐沢が……


    「てやあああっ！」


    　とか、


    「とりゃあああっ！」


    　と掛かけ声ごえ自体は格かつ好こうよく、威い力りよくも十分すぎるし本人のジャンプ力もあるのだが。


    　……なにぶんバレーというゲームには、身長という越こえられない壁かべがあってだな……


    「なあ唐沢。あんま無理すんなよ小さいんだから」


    「う、うるさいわね！　絶ぜつ対たいあんたに決めてやるわ……！」


    　戦うと宣せん言げんした以上、唐から沢さわは何としてでも自分で点をもぎ取りたいらしい。だが残念な事に唐沢が意地を張はってアタックに執着しゆうちやくするほど俺おれの点数がバカバカ伸のびる。っていうかこれ唐沢にとって実はかなりのハンデ戦じゃないか？　三対一って丁ちよ度うどいい？


    「くっ……な、なかなかやるわね朝あさ井い。こ、こうなったらあたし今から本気出す！」


    「いや、つーか半分以上お前の自じ爆ばくだから……」


    　っていうかこれなら勝てる。俺の勝ちだ。なんか釈しやく然ぜんとしない気はするが、この勢いきおいで行けば僅きん差さで勝てそうな勢い……！


    「お嬢様。ここからは私がアタックを代わりましょう。今ならまだ挽ばん回かい可か能のうです」


    「う……ぐっ……！」


    「この戦い、負ける訳わけにはいかないのでしょう、お嬢様」


    「そ、そうね。確たしかに負けられないわ。でも、あたしだって引き下がる訳にはいかないのよ」


    「しかし、お嬢様――」


    「そう、この戦いは、絶ぜつ対たいに負けられない！」


    　いやいやお前、何アニメの主人公みたいな事言ってんだ。つーか普ふ通つう、三対一ならその台詞せりふは俺が言うべきじゃ……


    「……だからね冬ふゆ野の。一生のお願いがあるんだけど」


    　呟つぶやくような声で唐沢が冬野さんに耳打ちをした。何を始める気だろう。


    　……まあ唐沢が何をしようと、あいつ自身がサーブやアタックに絡からむ限かぎり必ず付け入る隙すきはある。そして唐沢は負まけず嫌ぎらいで、絶対自分で決めようとかかってくる。つまり俺の勝利は半ば約束されたも同然――


    　そう思っていた俺の前で冬野さんが砂すな地じにしゃがんだ。膝ひざをついた彼女の上に水着姿すがたの唐沢が飛び乗る。冬野さんが立ち上がる。


    　身長二メートル強の巨きよ人じん、冬野タワー誕たん生じようの瞬しゆん間かんであった。


    「って、それさすがに卑ひ怯きようだろ唐沢！」


    「ひ、卑怯じゃないわ、これがチームプレーよ！　絆きずなの力よ！」


    「なんか偉えらそうに言ってるけど普ふ通つうに反則じゃねーか！」


    「さあ来なさい朝井！　あたしと冬野のコンビネーション見せてあげるわ！」


    「そ、そういうのはコンビって言わねぇ……！」


    　唐沢が頭上から控ひかえめな胸むねを張はって自じ慢まんする。どう見ても子供の我わが儘ままだ反則だルール無む視しだ。が、後ろで高たか倉くらさんが「鈴すずっちナイス！　っていうかあたしもやりたい！」と面おも白しろそうに目を輝かがやかせており、何とも咎とがめにくいというか！


    　……ええい仕方ない。とりあえずボールを構かまえ、サーブを一発――


    「てりゃあああっ！」


    「ぬああっ！　唐沢てめ、ネット越える前にサーブ叩たたき落おとすんじゃねぇ！　ほとんどハエ叩きじゃねーか！　つーかバレーって確たしかネット越こえて手を出したら駄だ目めですよね冬ふゆ野のさん！」


    「申もうし訳わけありません朝あさ井い様。私、バレーのルールにはとんと疎うといものでして……」


    「さっき俺おれの反則指し摘てきしてたじゃないですか！」


    「何の事だか私にはさっぱり……」


    　しれっと冬野さんが眼め鏡がねを直す。更さらに、


    「はん、身長が低いから言いい訳わけなんて見苦しいわよ朝井」


    「う、うぐぐっ……唐から沢さわてめぇ、絶ぜつ対たい目にもの見せてやるからな……！」


    　そう誓ちかい、今度は高たか倉くらさんのサーブから試合再さい開かい。


    　だが冬野タワーの壁かべはあまりにも厚かった。まずその高い身長から放たれるアタックを俺に止めれる筈はずも無く、バカバカ点を入れられる。そして、それ以上にやばい事がもう一つ――


    　何がかというと、バレーではなく冬野さんの水着が、その。


    　具体的に言うと肩かた車ぐるまをしている唐沢の素す足あしが、冬野さんの水着の紐ひもやブラにひっかかって時々ずり落ちそうになっていたり……唐沢の足が彼女の胸むねをぷにぷにしてたりするのが、なんとも視し覚かく的てきな意味で大変ヤバイというか。


    　ひ、一言で言えば、実に艶なまめかしいと言うか……


    　もちろん冬野さんはその事に気づいてる。が、肝かん心じんのご主人様が頭上で暴あばれているので指摘できない。そして放置する訳にもいかないので、色々と危あぶない時に冬野さんが微び妙みように顔を赤らめながら水着を直しつつプレイしていて……そんな危あぶなっかしい様子を見せつけられながらの勝負では当然、あっという間に二点、三点、四点取られてしまい――
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    「どうしたの朝あさ井い。その程てい度どなの？　もうちょっと張はり合あいあるかなーって思ったんだけど？」


    「つ、つーかお前が卑ひ怯きようすぎるんだよ唐から沢さわ！」


    「はん、何だって勝てばいいのよ勝てば！」


    「く、くっそー！　ええい！」


    　駄だ目めだ、落ち着け俺おれ。冬ふゆ野のさんの水着に騙だまされるな。ここで彼女の色いろ香かに負けたら、高たか倉くらさんと一いつ緒しよに出場できる彼氏役が唐沢に。そしたら文字通り、俺の、敗北！


    　反はん撃げきだ。拐かどわかされてる場合じゃない。どんな手を使ってでも反撃を。ただ水着もだが、あの身長自体も脅きよ威ういになっているのは事実。まずは一いつ瞬しゆんの隙すきを。どこからでもいいから隙を作り、最初の突とつ破ぱ口こうを……！


    「……よし。こうなったら俺も本気出す！」


    　勝つ為ためになら、悪あく魔まに魂たましいを売るしかない。


    　足下に転がっていたボールを拾い、左手でサーブの準じゆん備びに入る。対する唐沢は偉えらそうに腕うで組ぐみし、その下で冬野さんが彼女の身体をがんばって固定――


    「冬野さん。さっきから見てて思ったんですけど」


    「……なんでしょう」


    　眉まゆを寄せる冬野さんの胸むな元もとに、びしっと指を突つきつけ、


    「ずばり、Ａカップ！」


    「なっ」


    　彼女が唐沢の足を離はなしてさっと胸むねを隠かくした。唐沢がぐらつき、


    「隙ありいいいいっ！」


    　サーブを叩たたき込こみ一点ゲット。と同時に冬野タワーが崩ほう壊かい、唐沢が砂すな地じに落ちる。がばっと立ち上がり、


    「ちょ、い、いいい今のはインチキよ朝井！　酷ひどすぎじゃない!?」


    「うっせぇ勝てばいいんだろ勝てば！　つーかお前が冬野さんタワーなんかしなきゃ俺だってこんな可か哀わい想そうなこと言わねーし！　っていうか冬野さんすいませんホントすいません！」


    「……朝井様……あなたという人は……！」


    　顔を真っ赤にしながら冬野さんが睨にらむ。ごめん！　でもここで負ける訳わけには……！


    「おー、朝井君も本気だね……」


    　後ろから高倉さんが顔を覗のぞかせる。今のは彼女の前でかなり失言だったとは思うが、でも唐沢には負けたくない。負けたくないのだ俺としては！　永遠の恋ライ敵バルとして！


    　だが世の中は人を呪のろわば穴あな二つ。外げ法ほうには外法で返される訳で、


    「よし分かった！　なら、ここからはあたしの出番でどうだ朝井君！」


    　今度は崩くずれた冬ふゆ野のさんに代わって高たか倉くらさんが前に出た。「へ？」と驚おどろく唐から沢さわの股また下したから潜もぐり込こみ、ひょいと持ち上げる。そして、


    「わ、わっ」


    「じゃーん。いつみん、タワー！　どうだ朝あさ井い君！　もう今の攻こう撃げきは効きかないぜ？」


    　高倉さんが唐沢を肩かた車ぐるまし、白い歯をにかっとさせてＶマーク。か、可か愛わいい……が、まずい。これは、どう考えても同じ手は通じないというか、ある意味至し福ふくで悪夢たる高倉さんの胸むな元もとに唐沢の足がぐはっ。うおお、俺おれは一体どうすれば……！


    　更さらに高倉さんはそれだけに終わらず、唐沢に向かって顔を上げ、


    「何だか知らないけど鈴すずっちはこの戦い、朝井君に負けたくないんだね！」


    「え？　う、うん。あたしは朝井が相手なら何でも負けたくないって言うか、あたしだけと戦いなさい、って言うか……」


    「よーし、なら今日はあたしも鈴っちのために本気出します！　今からあたしはチョー必ひつ殺さつ技わざで、朝井君を、倒たおす！　本当の外道って奴やつを見せてやるんだぜ！」


    　高倉さんが俺に指を突つきつけた。ひ、必殺技……高倉さんの外道技……？


    　ごくり。緊きん張ちようと興こう奮ふんを抑おさえて彼女の必殺技に備そなえ、両手をぐっと構かまえる。でも、いくら可愛くても高倉さんが相手でも、俺は絶ぜつ対たいに負ける訳わけにはいかない。


    　冬野さんが後方から鋭するどいサーブ。何とか気合いでレシーブを決め、けれど勢いきおいに押おされてアタックまでは決めきれず。ギリギリで相手コートに返し――


    「朝井君！」


    　呼よばれて、つい高倉さんを見る、と。


    「ひっさーつ！　……え、えい……っ！」


    　高倉さんが、その顔を真っ赤にしながら。


    　水着を、自分でちらっ、とずらした。


    「ごふぁっ」


    　高倉さんの、し、白くて大変美しい砂すな浜はまのような何かが、あの、あの、少しだけ……うぶっ。


    　思わず砂浜にダウン。そして、


    「どどどどうだぁ朝井君！　さあ鈴っち……って、わ、わっ、鈴っちどうしたの！」


    「いい、いつみの、はうぅ」


    「え、ち、ちょっとうひゃあ！」


    　変な悲鳴と共に、ダウンした俺の前でいつみんタワーが粉ふん塵じんを伴ともない撃げき沈ちんする。


    　そう、高倉さんの必殺技はその恐おそるべきリーチと威い力りよくをもって、頭上の恋ライ敵バルにも致ち命めい傷しようを負わせたのであった。だがその時の俺にとってはそんな事などとうに関係無く、高倉さんのアレのお陰かげでこの砂浜のように頭の中が真っ白だ。どうしよう。なんという幸せ。もう死んでもいいかもしれない。空には太陽が昇のぼり、キラキラと砂浜に照りつける。
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    「し、死ぬかと思った……」


    「あ、あたしもよ……」


    　色々な意味で激はげしい死し闘とうを終え、というか勝負どころでは無くなってしまった末に砂すな浜はまから起き上がり復ふつ帰きした後。その運動と疲ひ労ろうの汗あせを流すべく、というか砂まみれになった高たか倉くらさんが我が慢まん出来ず、と言うべきか。


    「や、やっぱお色気作戦なんてやるもんじゃないね！　よ、よし、じゃあ泳ぐぞー！」


    　高倉さんがちょっと顔を赤くしたまま言い残し、恥はずかしさのあまり海へとダイブしていった。俺おれも慌あわてて追いかけ足を入れるが、波なみ打うち際ぎわに当たった所でちょっと身を引いた。さ、最初はやっぱり冷たい。一歩、二歩とまずは少しずつ慣なれてから――


    「ていっ！」


    「うおあっ」


    　唐から沢さわに後ろから突つき飛とばされ海に放り込まれた。ざぶん、と視し界かいが回って冷てぇ！


    「ぷはっ」


    「甘いわね朝あさ井い！」


    　顔を出すと偉えらそうに威い張ばる唐沢が見えたので、


    「ていやっ！」


    　同じく腕うでを引ひっ張ぱって海に突っ込ませた。


    「うひいぃ、つつつ冷たっ！　や、やったわね朝井！　このこのっ！」


    　唐沢が怒いかり怒ど濤とうの勢いきおいで水をぶっかけ、こちらも負けじとお返し！


    「喰くらえ唐沢！　百ひやく烈れつ張はり手てええええっ！」


    「う、わぷっ、く、ふぬっ……このぉっ！」


    　唐沢が潜せん水すいし、海の底から俺の足を掴つかんでひっくり返す。海面に叩たたきつけられ、顔を上げれば唐沢が両りよう腕うでを腰こしに当てての挑ちよう発はつ。お、おのれ唐沢……！


    「鈴すずっちと朝井君は海の中でも熱々だねぇ」


    「ち、違ちがいます！　あいつが仕し掛かけてきたら戦わなきゃいけないんです俺達は！」


    　そうとも、唐沢から申し込まれた勝負は受けて立たないといかんのだ！


    「そうよ朝井。あんたはあたしと勝負しなきゃいけないのよ……！」


    　唐沢が睨にらんでくる。その通り！　と再ふたたび受けて立つが「なら今度は鬼おにごっこで勝負しよう！」と高倉さんが言いだし、冬ふゆ野のさんも合わせて海中大鬼ごっこを開かい催さい。鬼は女子三人、逃にげるのは俺一人のデスマッチ！


    「いや待って、それ何かおかしいから！」


    　思わず叫さけびつつクロールで一気に逃とう亡ぼう。だが高たか倉くらさんも早い早い。それこそ魚のようにすいすい潜せん水すいしながら迫せまり……い、いや待て、この場合は捕つかまった方が俺おれ的てきにはご褒ほう美びなのか？　上手くやれば高倉さんに抱だきつかれる形になるのか？　それならむしろ捕まえて貰もらうべく高倉さんの方に――


    　と油ゆ断だんしてたらジョーズの如ごとく迫る唐から沢さわに背はい後ごから捉とらえられた。そのまま、


    「あんたをいつみに捕まらせなんかしないわ。顔見りゃあんたの考えなんて分かるのよ……！」


    　カニにつままれるより痛いたいグリグリの刑けいである。


    「あたたっ、わ、分かった！　ギブギブ！　つーかお前、今日なんか――」


    　えらく俺に絡からんでくるよな――と思った瞬しゆん間かん、


    「うひぃっ！」


    　唐沢が悲鳴を上げた。背後からぐりぐりしてた腕うでで突とつ然ぜん俺に抱きつき、


    「ど、どどど、どうした唐沢！」


    「な、何か踏ふんだ！」


    「へ？」


    「ぐ、ぐにって、何かこう！　蛇へびみたいな！」


    「蛇？　う、海蛇か!?」


    　それはまずい。っていうか、海蛇って、もしかして噛かんだりするのか？　だとしたら！


    「ち、ちょっと待ってろよ！」


    　慌あわてて姿し勢せいをくるりと変え、腕を伸のばして唐沢をお姫ひめ様さま抱だっこで抱かかえ込こむ。万が一噛まれたらまずい。しっかり身体を掴つかみ、その邪じや悪あくな海蛇はどこだと睨にらみ――


    　ゆらめく海の底に、ちっちゃなナマコがうねうねしていた。


    　……。……おい。


    「あのな唐沢。……今のたぶん、ナマコだぞ」


    「へ？」


    　唐沢がぱちぱち、と瞬まばたき。それから海面のナマコを睨む。


    「……ま、まあそんな所だと思ったわよ」


    「ったく、お前さあ――」


    　本当にびびったじゃねーか。そう言おうと思って視し線せんを下ろし……長い髪かみから雫しずくを滴したたらせる唐沢の横顔に、惹ひき付つけられた。軽い体重と柔やわらかな肌はだ、そして彼女の、水着の感かん触しよく……眩まばゆい日差しの下で濡ぬれた横顔は何とも綺き麗れいで艶つややかさがあり、つい思わず……


    「……あ、いや、その。……だ、大だい丈じよ夫うぶ、ならいいか。おぅ」


    「へ？　……あ、う、うん。……あ」


    　唐沢もようやく俺にくっついてる事に気づき、慌てて腕から下りる。何緊きん張ちようしてんだ俺、と一息ついてふと横を見ると、高倉さんが海から顔を海うみ坊ぼう主ずのように半分だけ出し、俺に気づいてニヤリと微ほほ笑えみ海に潜もぐっていった。今の笑みは一体何だろう。深く考えると危あやういだろうか。


    「と、とりあえず、ありがと朝あさ井い」


    　唐から沢さわが恥はずかしそうに呟つぶやき、慌あわててざぶんと水みず飛沫しぶきを上げて戻もどっていく。遠くで高たか倉くらさんが何かしたのか、少し離はなれた所で冬ふゆ野のさんが可か愛わいい悲鳴を上げた。
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    　ゆっくりと、太陽が頭上に昇のぼっていく。


    「にしても……海ってすげー体力使うんだな……」


    「そ、そうね……海ってこんなに疲つかれるのね……」


    「おぅ……でも、お前との決着はまだついてないからな……」


    「ええ……ま、まだ勝負は途と中ちゆうなのよ……」


    　唐沢と二人で息をぜーぜー息をつきつつ海から上がった頃ころには、既すでにお昼になっていた。


    　疲ひ労ろうしきった足でぺたぺたとサンダルを鳴らしながら家へと戻もどり、一息ついた後にシャワーを交代で浴びつつお昼ご飯。お婆ばあ様からそうめんをご馳ち走そうになり、喉のど越ごし良くつるりと頂いただいた後に迎むかえた、麗うららかな午後三時過ぎ。


    　外では夏の日差しがやる気を出しまくり、外に出れば茹ゆで上あがりそうな日光が雑草だらけの庭をカンカンと照りつけている。蝉せみが自や棄けでも起こしたようにじーじーと鳴き続け、家の中には木造住宅のせいか風味ある香かおりが鼻び腔こうをくすぐる……熱のこもった風が頬ほおに当たる。瞼まぶたを少し閉じれば車の走行音も、人の会話も聞こえない。


    　海から上がった後の、ほんの少しの休きゆう憩けいだ。……何もしなくていい時間帯。


    「……なんか、静かね」


    「おぅ。……でも、こういうのも悪くないよな」


    「うん……」


    　唐沢が頷うなずく。恋の対決も小休止……車の音も人の声も聞こえない、のんびりとした昼時だ。


    　……考えてみれば、こんな時間を取れたのはずいぶん久しぶりな気がする。


    「ねえ、朝井」


    「ん？」


    「眠ねむい」


    　ふわぁ、と唐沢が手を当てての大あくび。目元をしぱしぱさせ、見てるとなんだか俺まで眠くなってきた。


    　……少し一休みしようか。


    　そう思った所で、すっと唐沢が立ち上がった。ん、と首を傾かしげる俺の後ろから――


    「ちょいと良いかな？　少し出かけてくるから留る守す番ばん頼たのむぞ朝井君、唐沢さん。……ま、どうせ誰だれも来んだろうけどの」


    「へ？」


    　振ふり返かえると、お婆ばあ様が細い目で俺おれを見つめていた。半はん袖そでの着物のような鈍にび色いろの服を着たお婆様は、さも当然のように。


    「ちょいと届とどけ物ものをな」


    「……こんな暑い中出かけられるんですか？」


    「回かい覧らん板ばんを回まわし忘わすれておったわ」


    　そう告げるお婆様が手にしているのは、バインダーに挟はさまれた数枚の紙だ。例のお祭りのお知らせ以外にも、病院の定期検けん診しんやら行政相談などが雑ざつ誌しのように挟はさまれている。


    　でも、外はまさに夏真まっ盛さかりの熱帯地じ獄ごく。……さすがに暑いんじゃ？


    「でしたら、私が届けてきましょうか？」


    　隣となりの唐から沢さわが声をかけた。……そうだな、丁ちよ度うどいい。


    「あ、じゃあ俺も行きますよ」


    「ん？　そういう訳わけにも……」


    「せっかくですので私も少しこの辺りを見て回ろうと思いますし」


    「そうですそうです。せっかくなんで」


    　俺も立ち上がり、唐沢と一いつ緒しよに請うけ負おった。お婆様に良いところを見せようと思った訳ではなく、この炎えん天てん下かを歩かせるのは申もうし訳わけない気がしたのだ。お婆様もかなりのお歳としなんだし、俺達だけのんびりしてるのは申し訳ない。


    　それに、外を軽く散歩するのも悪くなさそうだ。……かなり暑そうだけど。


    「そうかい？　じゃあ宜よろしく頼たのもうかな。ええと、次の回覧は野の口ぐちさん家ちだね。って言っても分からんだろうから、いつみと一緒にお行き」


    「はい」


    「分かりました」


    　二人で頷うなずいた所で、お婆様は最後に「ふぅむ」と意味深に息をついた。


    「……なんか悪いの。手伝ってもらって」


    　ぼそっ、とお婆様が呟つぶやいたのに嬉うれしくなったのは、俺達二人だけの秘ひ密みつだ。


    「いつみー！」


    「ほいほーい！」


    　お婆様が呼よぶと高たか倉くらさんが二階から降おりてきた。ならついでに冬ふゆ野のさんも誘さそおう……と彼女の泊とまっている畳たたみ部べ屋やを覗のぞいて、結局止めた。例の冬野タワーで疲つかれたのか、冬野さんは珍めずらしいことに部屋でうたた寝ねをしていたのだ。


    　眼め鏡がねをかけたまま瞼まぶたを閉じる冬野さんがあまりに可か愛わいかったため、とりあえず『出かけてきます。さっきはごめんなさい』と俺の直筆のメモを残し、隣となりに高倉さんが『[image: ][image: ](*^__^*)[image: ][image: ]』と顔文字を付け、唐から沢さわが隣となりにハートマークを加えてクスクス笑いつつ部へ屋やを出た。


    　外に出れば太陽はかんかん照りで、まさに熱波が揺ゆらめいていた。日ひ陰かげになりそうな建物は一つもなく、坂道に沿そってぽつぽつと一いつ軒けん家やがあるだけ。道みち幅はばは一車線もなく道路の真ん中を三人でてくてく歩く。それでも時間帯の問題か、一度バイクが通った程てい度どだ。


    　……時間感覚が随ずい分ぶん、違ちがう。草くさ地じ一いちも大都会ではないが、車道は車がネズミのように走り回り、駅前ともなれば多くの人が追われるようにせわしなく歩いているのが普ふ通つうだ。


    　なのに、今は午後三時すぎにも関わらず人ひと気け自体がとても少ない。たまに乳う母ば車ぐるまのようなものを歩行器代わりにお婆ばあちゃんが歩いていたり、中学生ぐらいの子が二、三人揃そろって自転車にまたがり坂道を駆かけていく……


    「なんていうか、静かですね。建物も一いつ戸こ建だてばかりですし」


    「昔から住んでる人が多いし、遠くから来る人もそんなに居いないからね。アパートとかあんまり必要ないみたいなんだ。静かなのはまあ、みんな昼ひる寝ねしてるか畑に行ってるからだと思うよ」


    「ふぅん……」


    　三人で坂道を下ると、奥おくに広がる海と十字路に面した喫きつ茶さ店てん、そして『野の口ぐち書店』という看かん板ばんを掲かかげた本屋が見えた。書店はまさに古本屋といった体てい裁さいの木造建けん築ちくで、ドアは手動でスライドさせるタイプのものだ。


    　入口近くのレジでは細身のお爺じいさんが新聞片かた手てに座すわっており、俺おれ達に気付いて顔を上げた。特とく徴ちよう的てきなふさふさお髭ひげをこちらに向け――高たか倉くらさんに気づいて白い髭をピンと立てる。


    「……もしかして、いつみちゃんかい？　帰ってきてたんだねぇ、久しぶりだねぇ！」


    「はい！　お久しぶりです文ふみさん！」


    　高倉さんが手を振ふって挨あい拶さつ。お髭の爺さんは嬉うれしそうに頷うなずき「そっちの方は友達かい？　地元の子じゃないよね？」「そうそう、あたしの同級生」と返す。……この人が野口さん？


    「高倉の婆さんが、あんたが帰ってくるのそりゃあ楽しみにしてたよ！　ホントホント！　あ、うちに寄ってくかい？　婆さん！　お菓か子しあったかね！」


    「あ、いやいや！　あたし達ちょっと行く所があるから！　じゃあまたね文さん！」


    　……と思ったが、高倉さんは手を振って店から出てしまった。その手に例のバインダーを持ったまま。あれ？


    「あ、んとね、今のは野口さんだけど、あたしが行く野口さん家ちじゃないんだよ。この辺、野口さんとか狩か野のうさんとかいっぱいいてさ。高倉は珍めずらしいんだけどね。で、あたし達が行くのは文ぶん房ぼう具ぐ屋やさんの野口さん」


    「へぇ……」


    　感心しながら十字路を右に曲がると、


    「おや、いつみちゃんじゃないか！」


    「うっ」


    　また知らない人に声をかけられ、高たか倉くらさんが一歩引いた。道路を挟はさんで反対側を歩いていたおばさんが買い物籠かご片かた手てに慌あわてて寄ってくる。四十過ぎの髪かみがもさもさした人は、これまた夏の暑さに汗あせを流しながらも嬉うれしそうに、


    「あんた帰ってきたの久しぶりねぇ、お祭りには顔を出すんでしょ？　高倉さん今一人暮ぐらしでいっつもいっつも寂さびしがっててねぇ、人ひと吉よしの婆ばあさんがしょっちゅう顔出してるから安心だけど、たまにはあんたも顔見せてくれないと！　あ、ほらこれ、あげる！」


    　怒ど濤とうの勢いきおいで喋しやべった後、せっかくだからと何な故ぜかミカンをくれた。俺おれ達にも。


    　えらく巨きよ大だいなミカンだった。


    「あ、ありがとうございます……いいんですか？」


    「いいのいいの！　いつみちゃんの友達だからね！　で、そっちの君が噂うわさの彼氏？」


    「え？　あ、いやその……」


    「ち、違ちがいます！」


    　高倉さんが困こまったように言い返した。確たしかに違うが、でも彼氏と勘かん違ちがいされるのは光栄です。……というか皆みなさんやっぱり、お祭りのこと楽しみにしてるんだろうか。俺と高倉さんが一いつ緒しよに出るのを？


    　という事ならやっぱりここは期待に応こたえごふぁっ。


    　横からいきなり唐から沢さわが体当たりを仕し掛かけてきた。押おしのけられた所で唐沢が割り込み、


    「こんにちは。高倉さんの友達の唐沢鈴すずと言います！」


    「あら可か愛わいい。よろしくね、鈴ちゃん」


    「はい！」


    　そう挨あい拶さつしたものの、おばさんの興きよ味うみはこれまたすぐに俺に戻もどる。ニヤケ顔を浮うかべたかと思えば「でもあんた、もうちょっと格かつ好こう良くしなさいよ？」とアドバイスして帰っていった。そ、それはどうも……


    「き、気にしないでね朝あさ井い君。あのおばさん、いっつもあんな感じの人だから……それにほら、あたしは朝井君って格好いいと思うよ？　いざって時すっごく頼たよりになるしさ！」


    「へ？　う、えと……格好いい？」


    　格好いい。俺が!?


    　そ、そうなんだ。高倉さんは俺をそう思ってくれてるのか。や、正直すげー嬉うれしいっていうか心躍おどるっていうか、高倉さん的には何なに気げない一言だけど俺としてはもうマジで――


    「うぐっ」


    「……なんか、さっきから面おも白しろくないんだけど」


    　不ふ機き嫌げんそうな唐沢が尻しりをつねってきた。むすぅ、と頬ほおを膨ふくらませる唐沢の隣となりで高倉さんがまた足を止める。なんと車道をたまたま走っていた車が道路のど真ん中で止まり、窓まどから顔を乗り出し高倉さんと話を始めてしまった。それはさすがに通行の邪じや魔まだと思った所で案あんの定じよう、反対側からも車が来て――そっちを運転してたお爺じいちゃんも高たか倉くらさんの知り合いだった。


    　もしかして、高倉さんは地元では有名人なのだろうか。確たしかに可か愛わいい意味で有名かもしれないけれど……


    「……高倉さんって、知り合い多いんですか？」


    「んー、っていうより、この辺は全部ご近所さんっていうのもあるからね」


    　そんな感じでのんびりしつつも慌あわただしく、結局三十分以上かかった末――ようやく野の口ぐち文ぶん房ぼう具ぐ店てんへと辿たどり着つく。


    　引ひき戸どを開けるとカラカラと心ここ地ち好よい音が響ひびき、入ると所ところ狭せましと棚たなが並ならべられていた。店内はひどく狭く、明かりは外から入る日差しのみで少々薄うす暗ぐらい。


    　店の中にはお客さんが一人、棚に置かれたボールペンを握にぎって使い心地を試している。お婆ばあさんだ。俺おれ達が戸を開けた音に気付いてこちらを振ふり返かえり……


    「あ」


    　三角なお顔に見覚えのあるお婆さんだった。


    　……あれ、この人、


    「おや。誰だれかと思えば、いつみの彼氏かい」


    　人ひと吉よし婆さんが呟つぶやき、高倉さんが慌あわてる。


    「だ、だから彼氏じゃないってば……なんで男の子連れてくるとみんなそう言うのかなぁ」


    「みんな言うも何も、高倉の婆さんが嬉うれしそうに自じ慢まんしとったからな。ふん！」


    「も、もう、婆ちゃんったら……」


    　いやいやまあまあ高倉さん。気にしない気にしない。っていうか俺としては、こういう誤ご解かいは大歓迎ですよ？　言わばいつもの『朝あさ井い君と鈴すずっち仲良し』誤解の逆ぎやくパターン、俺と高倉さんフラグに繋つながる状況じようきようだ。むしろこのまま既き成せい事実として俺と高倉さんのコンビが出場、という話に――


    「……つまんない」


    「そ、そう言うなって唐から沢さわ……」


    　とんでもなく不ふ機き嫌げんそうだった。でもこれ、不ふ可か抗こう力りよくだし……いや、正直ちょっとは悪いとは思うけど。でも――


    「野口さん、これ一本貰もらうよ。つけといてな！」


    　しわがれた声で、人吉婆さんが当たり前のように店の奥おくにそう告げ「おぅ」と野太い声が返ってきた。人吉婆さんがこっちを睨にらむ。相変わらずなんとも威い圧あつ感かんある視し線せんに一歩引く。


    「で、彼氏」


    「は、はい」


    　しまった、勢いきおいでつい「はい」と言ってしまった。


    「お前さん、お祭りには出るんだろうね？」


    「え？」


    「だから人ひと吉よし婆ばあちゃんも彼氏じゃないって。お友達だってば――」


    「んなこと関係あるかいな。あの高たか倉くら婆が彼氏言うなら彼氏じゃろ。別に代理でも構かまわん」


    　高倉さんが突つっ込こむが、人吉婆さんは意地悪そうに答えて俺おれに迫せまる。……そうか。このお婆さんが高倉婆様を敵てき視ししている以上、俺も敵という事か？


    　その婆さんは今しがた買ったばかりのボールペンを俺の胸むねにぺしぺし当てて。


    「ま、うちの孫には勝てんだろうが、だからと言って尻しつ尾ぽ巻まいて逃にげるなよ？　高倉婆はいつみの彼氏が来る、と相当喜んで言いふらしておったからな。……そこまでされて、お前が本命の彼氏だろうと代理であろうと、男として恥はじをさらす訳わけにはいくまい？　んー？」


    「うぐっ……」


    　何を言い出すかと思えば、挑ちよう発はつ……？


    　い、幾いくら年寄りの婆さんと言えど、そうまで言われたら引っ込めん。それに、


    「もちろんですよ。ええ。大だい丈じよ夫うぶですよ。逃げたりはしませんので」


    　出場依い頼らいは、お世話になっているお婆様からのお願いだ。唐沢との勝ち負けを抜ぬきにしても、そう言われて背せ中なかを見せる訳にはいかん。たとえ唐沢が出る事になったとしても、だ。


    「そうかい。なら良いわ」


    　人吉婆さんが意い味み深しんに笑う。そして器用にボールペンをくるりと回転させ、ポケットにしまい込んだ。俺の脇わきを通り過ぎ、相変わらず偉えらそうに鼻を鳴らす。


    「ま、それなら高倉婆の奴やつも祭りに顔出すっちゅー事か。ならいいわ。……まったくあいつと来たら、回かい覧らん板ばんでも回さんと顔もださん。爺じいさんが死んでから随ずい分ぶん出で不ぶ精しようになりおって」


    「……へ？」


    「ふん！」


    　人吉婆さんはそれだけ言うと、うるさく杖つえをカツカツ床ゆかに叩たたきつけながら店のドアを開けて出て行った。後ろ姿が日差しの向こうに消えていく。


    　威い勢せいの良さそうな人吉婆さんの背中は、思ったよりもずいぶん小さい。


    「……あの婆さんさ」


    　店の奥おくから、ご主人の野の口ぐちさんが顔を出す。


    「実は一キロぐらい離はなれた家からわざわざこの辺まで来るんだよ。うちみたいな、買うものも無さそうな店にもしょっちゅう来てくれるし、高倉婆さん家ちもよく行くんだ。口くち喧げん嘩かばっかだけどな」


    　寸ずん胴どうで少し頭のはげたおじさんは、その絶ぜつ対たいに払はらわれる事の無さそうなツケを貰もらったにも関わらず、実に嬉うれしそうに。


    「ま、そんなんだから高倉婆さんも見返してやろうって思ったんだろうね。……いい所見せてやんなよ、お前さん。な？」


    「う……は、はい。頑がん張ばります」


    　つい頷うなずいてしまった。


    　というか、それ以外に答えようが無い。


    　フラグがどうの、という問題では無かった。気づけば沢たく山さんの人が、高たか倉くらさんのお婆ばあ様を元気づける意味で俺おれに期待している。彼氏として出場して、みんなが喜ぶ事に。


    　……だ……大だい丈じよ夫うぶ、なのか、俺……？


    「もう、朝あさ井い君ってば……」


    　俺の返事に、高倉さんが溜ため息いきをついて困こまったように呟つぶやき。


    「なによ。朝井ばっかり」


    　隣となりで唐から沢さわが、面おも白しろくなさそうに吐はき捨すてる。その様子を、高倉さんがちらりと見る。
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    　確たしかに、全体を通じて断ことわりにくい雰ふん囲い気きではあった。俺が周囲から勝手に彼氏扱あつかいされてるのを見れば、そりゃあ唐沢だって不ふ機き嫌げんになるのも分かる。……第一、俺達の勝負だってまだきちんとついた訳わけじゃないし。


    　なので、一つぐらい厄やつ介かいな話を抜ぬきに、皆みなで楽しめる何かがあれば、と思い……


    「高倉さん。いい時間ですし、綺き麗れいな夕日とか見える場所ありません？　出来れば水平線の向こうに沈しずむ太陽、みたいな……」


    　手を翳かざし、目元に日ひ陰かげを作りながら空を見上げた。


    　野の口ぐち文ぶん房ぼう具ぐ店てんにバインダーを届とどけた頃ころには、日差しも大分傾かたむき始はじめていた。晴天の青空も徐じよ々じよに赤みを増まし、見ればゆっくりと日が落ちていく。


    　せっかくの散歩道。少々暑いのは我が慢まんしてでも見て回れれば。


    「あ、あるよ！　ここからちょっと降おりた所に港があって、そこから少し登るとすっごく綺麗に見える場所があるの！　……行く？」


    「ええ、まだ時間はありますし。な、唐沢？」


    「……ん。うん、じゃあ、行く」


    　唐沢も素す直なおに頷うなずき、高倉さんの案内で歩き出した。蛇だ行こうする道を時間をかけて下っていく。先さき程ほど訪おとずれたお髭ひげのお爺じいさんこと『野の口ぐち書店』の手前から更さらに下り、少し歩けばすぐ港だ。規き模ぼは漁ぎよ港こうと言うほど大きくなく、海沿ぞいに小型ボートのような漁船が数すう隻せき縄なわでくくりつけられユラユラと揺ゆれている。


    　その先に小さな丘があり、山道のように暫しばしうねる道を歩いて一番上へ。意外に急きゆう勾こう配ばいで息をつきつつ、海遊びで使った体力の残りを何とか振ふり絞しぼりながら進み――


    　ようやく、一番上に辿たどり着ついた。そして、


    「おおー……！」


    　そこはおそらく砂すな日ひ町まちの最さい南なん端たん、なのだろう。ごつごつした岩が足場となっているその向こう、視し界かい一面に広がる水平線――


    「じゃーん！　あたしの一いち押おしは、ずばりここです！」


    　高たか倉くらさんの言う通りだった。


    　百八十度に広がる海面に、今にも沈しずみそうな太陽が最後の輝かがやきを放っていた。紅べに色いろに染そまる光が境界線でキラキラと光り、その輝きが海面に反はん射しやし波打つ塔とうのようにゆらめいている。まるで逆さかさの蜃しん気き楼ろう。その周囲も、先さき程ほどまで青く澄すんでいた海が今は見事な紅色に染まり、波に揺ゆれ輝いている。


    「すげぇな、唐から沢さわ……！」


    「うん……！」


    　二人でつい呟つぶやく。その間にも、太陽がゆっくりと、秒針を刻きざむかのようにジリジリと沈んでいく。日にち没ぼつの、始まり。


    　最初は、尻しつ尾ぽが欠けるようだった。太陽が重力に押おし負まけるようにゆっくりと沈み、海面に反射する光との境界線が曖あい昧まいにぼやけ……次し第だいに、輝くその全景が海に飲み込まれていく。


    　その姿すがたの半分がやがて消え……


    　そこからは、一瞬だった。


    　紅色の空が光を失い、鮮あざやかなその色合いを吸すい込こむように夜の景色へと変えていく。時計を早回しにしたかのように、太陽が水平線の向こうへと隠かくれていく。


    　そして日が完全に落ちた頃ころには、空の向こうに一番星。最後の夕焼けの残ざん滓しだけが、赤くぼんやりと海に浮うかび……


    「……あ」


    　太陽は俺おれ達が見ている目の前で、その姿を消してしまった。


    「……沈ん、じゃった」


    　唐沢が続けて呟く。本当に、線せん香こう花火のように一瞬の出来事だ。


    　……でも。


    「すげー綺き麗れいだったな、唐沢」


    「……そうね……」


    　唐沢が、深く息を吐はいて呟いた。


    　……最初は唐沢が不ふ機き嫌げんそうだったし、せっかくだから、という程てい度どの気持ちだった。……でも。


    「夕日とか、今まで空見て綺麗だなー、って普ふ通つうに思うぐらいだったけど……」


    　唐沢が呟く。


    「こんなに、綺麗だったんだ……」


    「……だな」


    　素す直なおに、頷うなずく。


    　その横顔を、何となく見ようと思って振ふり向むき――


    　不ふ覚かくを取った。


    　唐から沢さわは俺おれの前で、未だ名な残ごり惜おしそうに海の向こうを見つめていた。その横顔は夕焼けの最後の残ざん滓しに照らされ、僅わずかに赤みがかっている。細めた視し線せんと流れるような長い髪かみが風にたなびき、その薄うすい唇くちびるに微び笑しようを浮うかべた横顔が、強く強く……


    「ん？」


    　唐沢がこちらを向いた。


    　――まずい。


    「いや、何でも……」


    　反はん射しや的てきに顔をそっぽに向ける。何な故ぜ、と言われても分からない。ただ唐沢の顔を直ちよく視しするのは、やばい。そう思ったのだ。


    　慌あわてて後ろを向く。背はい後ごには登ってきた砂じや利り道みちと僅わずかに生えた雑草、そして、奥おくには遠目に砂すな日ひ町まちの畑が広がっている。空の色は更さらに暗くなり、これから夜へと沈しずむのだろう。その景色もまた幻げん想そう的てきで、淡あわく……


    　……ところで。高たか倉くらさんは？


    　暫しばし考えていると、どこからともなく――
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    「ふぅ、ただいま。ごめんごめん、二人とも。ちょっとお手洗いに、ね」


    　ひょこ、っと恥はずかしそうに高たか倉くらさんが顔を出してきた。そうなんだ。


    　……なんて勿もつ体たいない。凄すごくいい景色だったのに。


    　いや、でも高倉さんはこの場所を知ってる訳わけだし、もう見み慣なれてるのかもしれない。


    「ところで朝あさ井い君。どうだった？」


    「……ええ。夕日、とっても綺き麗れいでした。なあ唐から沢さわ？」


    「うん。すっごく良かった。いつみも一いつ緒しよに見れば良かったのに」


    「……。そ、そう。……あ、ほら。あたしはもう何度も見てるし？　そっか、綺麗だったか。なら良かった！　うん！」


    　俺おれ達のお礼に、何な故ぜか高倉さんは慌あわてて微ほほ笑えんだのだった。そして最後に一言、


    「ゆ、夕日が綺麗すぎたのかなぁ……せっかく二人きりにしたのになぁ……」


    　はぁ、と大きな溜ため息いきをつく。
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    　さすがにあの暑さの中で長時間歩けば汗あせもかくし、喉のども渇かわく。着ていたＴシャツは既すでにべったり背せ中なかに張はり付つき、流れ出る汗を吸収きゆうしゆうしきれないぐらい湿しめっていた。午前中の疲つかれもあって足もふらふら、家に着いた時は三人揃そろってさすがに息切れしてくるものである。


    　でも、それでも。


    「結けつ構こう疲れたけど、行って良かったな唐沢」


    「そうね……綺麗だったわね」


    「ああ」


    　二人で頷うなずきつつ笑いながら帰宅すると、冬ふゆ野のさんが散歩に置いてけぼりにされた犬みたいな顔で待っていた。


    「おかえりなさいませ。ずいぶん楽しそうですね朝井様。お嬢様」


    「うっ」


    「私、仲間はずれ……」


    「いや、冬野さんも連れて行こう、と思ったんですよ？　でも寝ねてたんで」


    「……起こして下されば良かったのに……」


    　いや、でも気持ちよさそうに寝てたし、起こすのもあれかな、と。もともと夕日を見に行く予定までなかったし……


    「ええと……とりあえず、お風ふ呂ろ入ってもいいですか？」


    　謝しや罪ざいはするが、先にこの汗を流したい。とりあえず本日二度目のお風呂を借りた。とはいえ当然ここは唐沢と高倉さんが優ゆう先せんだ。待っている間、俺は別の意味で汗をだくだく流しながら冬ふゆ野のさんに「私も夕日見たかったです」とか「朝あさ井い様の意地悪」とか「そんなにお嬢様と二人きりで夕日を見たかったんですか？」と見事な三連コンボを喰くらってしまった。や、ですからごめんなさいって、冬野さん――


    「ほい朝井君、お風ふ呂ろいいよー」


    　更さらなる追つい撃げきを受けそうなった所で高たか倉くらさんが頭にタオルを乗せ、ほくほく湯ゆ気げを立てながら上がってきた。次どうぞと言われ「ちょ、ちょっと失礼」と冬野さんから逃にげつつお風呂。体中にへばりついた汗をさっと流す。


    　まあ確たしかに置いてけぼりにされた冬野さんには申もうし訳わけない気も……


    　やっぱりきちんと謝あやまろうか。そう思ってお風呂を上がり、冬野さんを捜さがしてみる。


    　が、肝かん心じんの彼女は何な故ぜか玄げん関かんを出た先の店に居いた。ん？　と思うとその隣となりには高倉さんも居て――


    「……でさ？　海も駄だ目め、夕日作戦でも駄目だった訳なんだよ。と来たらもう、ここはあたしが直ちよく接せつ行くしか……」


    「……しかし、やはりハイリスクすぎるのでは……？」


    　何故かひそひそ話をしていた。……なんか、怪あやしい。


    　どうしよう。近づいて声をかけてみようか。そう思ったが、その前に背はい後ごから唐から沢さわにつつかれた。


    「ねえ朝井、ちょっといい？　……どうしたの？」


    「ん？　あ、何でもない。んで？」


    「あのさ。……お婆ばあ様が晩ばん御ご飯はん用意してくれたんだけど……こ、こんなにしてもらってどうしよう、ってちょっと不安になっちゃって」


    　何やら妙みような困こまり方かたをしている。これも放っておく訳にはいかないかと思い、唐沢と一いつ緒しよに台所に戻もどってみた。すると。


    「ほわぁ……！」


    　テーブルの上に、ずいぶんどでかいお皿がドン、と載のっていた。


    　……こ、これは一体……？


    　戸と惑まどう俺の前で、


    「晩御飯どうしようかと思って、はりきって寿す司しを頼たのんでみたんじゃよ」


    　お婆様がそう告げて、にこりと微ほほ笑えむ。


    　丸皿の中には言われた通り、玉子やイクラ、それに続いてトロやウニまで見事に並ならんでいた。脇わきには千切り大根とガリが添そえられ、インスタントのお吸すい物ものもおまけとして付いている。実に分かりやすいほどに寿司である。


    　……その事は大変ありがたい、のだが……


    「なにぶん一人暮ぐらしなもんで、こんなに人が来るのは久しぶりだから何出せばいいか分からなくてのぅ。近所のミカンに聞いたら、男の子はいっぱい食うから沢たく山さん用意せいと言われて」


    「いや、それは有あり難がたいんですが……これ、八人分ぐらいあるんじゃ……？」


    「うん？　男の子はいつみの三倍は食うと聞いたぞ？」


    　お婆ばあ様が笑いながら、インスタントのお吸すい物ものに湯を注ぐ。塩気ある香かおりが漂ただよい、ぐぅ、と腹が大きく鳴った。確たしかにおなかは大分空いてるけれど、さすがにこれは……


    「あの。お金は大だい丈じよ夫うぶなんですか？」


    「ん？　なぁに、婆ばばあには年金という便利なものがあるんでな。遠えん慮りよせんでええよ？」


    　ケタケタ笑う辺り、本当に問題無さそうだ。


    「あ、では私お茶を用意しますね」


    　唐から沢さわが続いて立ち上がる。……と、とりあえず俺おれも。


    「じゃあ俺は、えっと、箸はしと醤しよ油うゆ皿ざらを用意します」


    「すまんのぅ。にしても本当、二人ともしっかりしておる。ただ暴あばれるだけのいつみとは大違いよ。んで、いつみはどこ行った？」


    「ほいほーい、居いるよ居るよー！」


    　お婆様の声に高たか倉くらさんと冬ふゆ野のさんも戻もどってきた。結局なんの話だったんだろうか。


    　気になりつつも、まずは全員揃そろって晩御飯を「頂いただきます」。皿に醤油を入れ、最初はウニ……と思ったが遠慮して地味にイカ。うん、甘い。


    「美お味いしいです。というかすいません、豪ごう華かにしてもらって……なあ、唐沢」


    「そうですね。本当、ありがとうございます。お婆様」


    　唐沢は素す早ばやくお嬢様モードに切り替えての返事。そして箸先だけで丁てい寧ねいにイクラを掴つかみ、そっと手を添そえて口にする。しなやかな動作は相変わらず華はながあり、エセでも何でも礼れい儀ぎ作さ法ほうという面においてはやはり唐沢は段だん違ちがいに格かく上うえ――


    　と、その丁寧な所しよ作さを見つめていると。


    「ねえ婆ちゃん。ところでお祭りの話なんだけどさ。結局どうするの？」


    「うぐっ」


    　高倉さんの発言に、次に口にしたトロが思わず詰つまりかけた。隣となりで唐沢の箸も止まる。


    　確たしかに早く決めないと、とは思っていたが……結局あの勝負はうやむやに終わってしまったし、俺達の間でもまだ結論は出ていない。……つまり現状、全てはお婆様の裁さい量りよう次し第だいだ。


    　いくら世間の後あと押おしがあるとはいえ、お婆様の気が変わってしまう可か能のう性せいは十分ある。いや……もっと正確に言うのなら、相手の心しん証しようを変えてしまうほどの実力を、唐沢は十分に持っていると言うべきか。


    　ごくり、と飲み込みつつ隣の唐沢と視し線せんを交わす。一いつ瞬しゆん、ぱちりと火花が散る。


    「ふぅむ」


    　お婆様が緊きん張ちようする俺達を見つめ、柔やわらかな瞳ひとみをほんの少し尖とがらせた。……ドキドキ。


    　俺おれ自身は正直、あんまりお婆ばあ様へのアピールが出来ていない。でも高たか倉くらさんにはふさわしい男になる、と努力してきたつもりだ。その苦労を少しでも分かってもらえれば――


    「ま、確たしかにわしも少々考えたわ。唐から沢さわさんも大変よう出来た子だと思う。……華はなもあるし、とても心優やさしい」


    「うぐっ」


    「……ありがとうございます」


    　唐沢がにっこりと微ほほ笑えみ返す。


    　しかし――


    「とはいえ、やはり彼氏と言うてしまっとる。それに朝あさ井い君も思ってたよりずっと良い男よ。……という事で朝井君、やっぱりお前さん頼たのまれてくれんかの？」


    「え……」


    　お、俺？　お婆様の指名は、俺……！


    　不安はあった。唐沢を間近で見ているお婆様なら、もしかしたらと思ったのだ。


    　けれど全く問題なく。しかも、思ってたより、ずっと良い男……！


    「よし！」


    　机の下、小さく隠かくれてガッツポーズ。これでまずは第一関かん門もん突とつ破ぱだ。


    　となれば、あとは最後にして最大の関門――！


    「じゃ、じゃあ……高倉さん！　お婆様はＯＫって言ってますけど、高倉さんはどうですか？」


    「……いつみは、どうなの……？」


    　俺の隣となりから、唐沢もお嬢様モードを放り出して聞き返す。最後の最後はやはり何と言っても高倉さんだ。お祭りに出る当の本人が嫌いやだと言えば、無理強いは出来ない。


    　でも逆ぎやくに、もしオッケーだと言うのなら……ある意味では高倉さんが積極的に、俺に迫せまってくるという事。つまり、ここで高倉さんと俺の全ての信しん頼らい関係が、問われる！


    「うーん」


    　高倉さんが唇くちびるに手を当て、くすりと微笑みながら俺と唐沢を見つめてくる。魅み惑わく的てきな、誘うような笑みをうっすらと浮うかべ――


    「ねぇ鈴すずっち。あたしが朝井君と一いつ緒しよに出たいな、って言ったら――鈴っち、どうする？」


    「……え？」


    　唐沢が怯ひるんだ瞬しゆん間かん、ふふん、と高倉さんが含ふくみ笑わらい。


    　そして、


    「よーし、じゃあ朝井君、一緒にがんばろっか！」


    「ふぉっ!?」


    　いきなり高倉さんが、隣から俺の背せ中なかにするりと手を伸のばした。……え、嘘うそ、いいの？


    　本当にオッケーなんですか!?


    「いやね？　あたしも正直、朝あさ井い君って素す敵てきな男の子だなーって思ってたんだよ前からさ。だからお祭りぐらいなら一いつ緒しよに出てもぜーんぜんオッケーだよ？　ね、朝井君？」


    　高たか倉くらさんがパチッ、と俺おれにウィンク。柔やわらかい丸顔が、俺の前でにこっと微ほほ笑えむ。なんという事だろう。あの高倉さんが、つ、ついに、積極的に、俺と、俺と！


    　お祭り出場を、完全オッケーしてくれた……！


    「ほ、ほほ、本当にいいんですか高倉さん！」


    「もっちろーん！　いいよ！　むしろ朝井君と一緒に出れて嬉うれしいなぁ、あたし！」


    「はうあっ」


    　どうしようどうしよう。本当にいいいのだろうか、こんな事――


    「……それとも、朝井君は嫌いやかな？」


    「いえいえ、そんな事はありません！　よ、喜んで！」


    　頭のネジがぽんぽん飛び、脳のう内ない回路が一いつ瞬しゆんで真っ赤にオーバーヒート。ぷしゅー、と頭から煙けむりが噴ふき上あがり何だろう何だろう、こんな素す敵てきな事が続きに続いて大だい丈じよ夫うぶか？　いやいや落ち着け、元々この夏休みは最初から流れが良かった。それを考えれば自然な事。そうとも自信を持つんだ俺。……で、でもいざ実じつ際さいに高倉さんがにっこり目の前で笑っているっていう事実が刺し激げき的てきすぎて――


    「そ、そんな……」


    　唐から沢さわが隣となりで震ふるえるような声を出す。その声を聞いて、ふと。


    　そうだ。高倉さんが俺と一緒に出てくれる、という事は。


    　今現在の俺は、唐沢に対して完全なまでに優ゆう位い！


    「ふふーん？」


    　どうだ唐沢。高倉さんとのお祭り出しゆつ場じよう権けん、このままだと何だかんだで俺がゲットしてしまうぞ？　さあ、となれば次はどう出る唐沢？


    　そう考え、わくわくしながら振ふり返かえり――


    　そして、


    「……え？」


    　唐沢の、顔を見つめて。


    　その笑顔を、ぴたりと強ばらせてしまった。


    　隣に座すわっていた唐沢は、右手に箸はしを握にぎりしめたまま……俺と高倉さんを、半ば呆ぼう然ぜんとした様子で見つめていた。腕うでを小さく震わせ、らしくもない半笑いのような顔を浮うかべ……


    　あ……あれ。唐沢？


    　どうした、お前。そんな凄すごく驚おどろいたような、悲しいような顔をして。


    　もしかして。


    　今、本気で凹へこんでる……？


    「あ……」


    　唐から沢さわの顔が強ばる。困こん惑わくし、小さく唇くちびるを噛かみしめる。その様子はいつもの元気な唐沢とも、お嬢様モードながら対たい抗こうしてくる唐沢とも違ちがい……僅わずかにその瞳ひとみを潤うるませて、その、あの、と困こまったように目を左右にゆらゆらと泳がせていて――


    「あ……か、唐沢？」


    「い、いつみ、朝あさ井いと、出るの……？」


    　力のぜんぜん籠こもってない発言に、さすがの高たか倉くらさんも面めん喰くらったのだろう。慌あわて気ぎ味みに、


    「へ？　あ、いや、ええと……す、鈴すずっち？」


    「そ、そう。そう……よね。うん。いつみが、自分から朝井と出たい、のよね……」


    　あまりにも小さな声。酷ひどく落ち込んだ笑みを浮うかべ……


    　どうしよう。いや、そこまで追おい詰つめるつもりは無かった。


    　た、ただほんの少し、自じ慢まんしてやろうかな、って……


    「か、唐沢？」


    「……ご、ごめんなさい。ちょっとお手洗いに行ってきますね」


    　最後になんとかお嬢様声を絞しぼり出だしつつ立ち上がった。俺おれの脇わきを通る際さいにも足を踏ふんだりせずただ大人しく、そそくさとお手洗いのある廊ろう下かに向かって消えていく。


    　……何な故ぜだろう。さっきまで燃え上がっていた熱が、急速に冷えていく。高倉さんと一いつ緒しよに出れる。その事で……もっと喜んでもいいはず、なのに。


    　唐沢の歩いて行った廊下の先には蛍けい光こう灯とうの一つも無く、ただ暗い暗い通り道。その背せ中なかはもう見えず、パタン、と遠くでドアの閉じる音がする。どうしよう。


    「ありゃあ……ち、ちょっとやりすぎた……？」


    「ですからハイリスクだと申しましたのに……まあでも、これくらいが丁ちよ度うど良いのかも……」


    　高倉さんと冬ふゆ野のさんが何やら小さく呟つぶやいている。お婆ばあ様が「ふぅむ」と呟き、台所には妙みような沈ちん黙もくがほんのしばらく漂ただよっていく。


    　その間、一番微び妙みような顔をしているのは、俺だったのかもしれない。


    　なんでだろう。胸むねの内に、ぶわっと広がる暗い気持ちが止まらない。

  


  
    
      　―― 幕間　二 ――

    


    



    　あたしは何を焦あせっているんだろう。


    　落ち着いて。まだ勝負が決まった訳わけじゃない。別に、朝あさ井いといつみが……


    　いつみが自分から、朝井を選んだからって。そうよ。うん。


    　パン、と両りよう頬ほおを叩たたいて手を洗い、台所へと戻もどる。朝井がちょっと微び妙みような顔をしたので、まずは軽く肘ひじ鉄てつを入れやった。「はうっ」という悲鳴を聞きながら、にこりと微ほほ笑えみ着席。


    「失礼しました。……それで、お婆ばあ様。お祭りでは実じつ際さいのところ何をするんですか？」


    「ん？　そうか、説明がまだじゃったな」


    　せっかくだし、お祭りの内容を具体的に聞いてみたいと思った。……実は案外、大した事ないかもしれないし……それにもし朝井といつみが一いつ緒しよにお祭りに出たとしても、内容によっては全く上手くいかないかもしれない。


    　お婆様が席を立つ。その隙すきに隣となりの朝井が微妙そうな顔で、


    「な、なあ唐から沢さわ……あのさ、」


    「なに？」


    「あ、いや……」


    「……何よ」


    「何でもない」


    　気まずそうに目を逸そらした。……なんだろう。


    　よく意図が分からないまま視し線せんを戻すと、お婆様は居い間まに置かれた古いテレビの脇わきで、今時珍めずらしいビデオテープを取り出していた。巻まき戻もどしボタンを押おして再さい生せい。テレビの入力画面を切り替える。


    「でまあ、お祭りでやる事、といってもそう大した事は無いが……」


    　お婆様が口を開く。


    「実はお祭りの当日にな？　いつみはもちろんじゃが、相方さんにも少し喋しやべる所があってな。何々高校の誰だれ々だれです、そして彼女とはどういう関係です、と言ったまあ、ＰＲタイムみたいのなんじゃが……」


    　そう呟つぶやきつつテレビに映し出されたのは、おそらく去年のお祭りだろう。夜の海沿ぞいで開かれているらしいお祭りでは砂すな浜はまにずらりと露ろ店てんが並ならび、店の人が騒さわがしく声を張はり上あげている。会場の中央部分にはオブジェのように置かれたステージが一つあり、その上にあたし達と同い年ぐらいの男女が立っている。観客席らしきものは特になく、見てる人はみな砂浜に直ちよく接せつ腰こしを下ろしている。


    　――お祭りは、浜辺で開かれるんだ。


    　花火とかあるんだろうか？


    　……だとしたら、海の傍そばで座すわって見上げたりとかも、出来るんだろうか。


    　一いつ緒しよに見れたら、楽しいかな――


    　そんな事を考えた時。


    『好きだーっ！　大好きです！』


    　意味不明の大だい絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。


    「ぶほっ」


    　隣となりで渋しぶい顔をしていた朝あさ井いがお茶を噴ふく。見れば、舞ぶ台たい上じようでマイクを握にぎった高校生ぐらいの男の人が、隣の可か愛わいい女の子へのＰＲタイムを盛大に……


    『一目見たときから惚ほれてました！　本当です！』


    　……せ、盛せい大だいに……


    　こ、これは……紹しよう介かいＰＲ、になるのだろうか。


    　……これが？


    「去年の優勝カップルじゃ。ストレートに攻せめたのが有ゆう効こうだったらしくての」


    「う……えっと……」


    　何かが間ま違ちがってると思うのはあたしだけか。それとも時代はここまで進んでいるのか。


    　いや、でも、それにしても、これって、つまり。ちょっと待って。


    　……お祭りに出るって、こういう事なの……？


    「もちろん、ここまでせいとは言わん。彼氏代理だしの。ただ、何か喋しやべる事を考えておいてくれんか？」


    　お婆ばあ様が喋る傍かたわら、テレビの向こうで女の子が『あ、あたしも、大好きです……！』と遠えん慮りよがちに言い返す。でも小さなマイクは彼女の細々とした声をもばっちり拾い、会場の隅すみ々ずみにまでお届とどけされる。その背はい後ごで中学生ぐらいの後輩達と思われる十数人が騒さわいでおり、興こう奮ふんは既すでに最さい高こう潮ちよう。揃そろって凄すごく楽しそう。……本当に、楽しそう。


    「あ、あれ。……このお祭り、ここまで凄かったっけ……？」


    　いつみが隣で呆ぼう然ぜんとしたような声を出す。その横顔を朝井が見つめ、完全に固まっている。


    　……心の奥おくが、ぎゅーっとする。


    　朝井が出る。いつみがこれに、出てしまう。


    　どうしよう。どうしよう。


    　なんか、そんなの。凄く……


    　困こまる。

  


  
    
      　―― 第三章 ――

    


    



    　　　　１．


    



    　更さらにとんでもない事になってしまった気がする。


    　きしむ窓まどを全開にして簡かん易いベッドの上で横になり、しばらく窓を開けて星空を見上げてみた。光害が少ないせいか、草くさ地じ一いちよりも夜空は格かく段だんに澄んでいる。真夏なだけに涼すずしい風までは期待出来ないが、それでも時折聞こえる虫の音ねが心ここ地ちよい。のどかな田舎いなかの夜よ更ふけの景色……


    　だけど。


    「高たか倉くらさんに……告白……」


    　考えた途と端たん、なんとも頭が重くなる。


    　もちろん嬉うれしい。ようやく掴つかんだ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス、無む駄だにする気は毛もう頭とう無い。


    　ただ……


    　その……


    　本当にそれでいいのか、どうか……


    「うーん」


    　手を空中に伸のばし、意味もなくグルグルと回してみる。もちろん何を掴める訳わけでもない。その間に何となく、お婆ばあ様の声を思い出す。


    『――ま、そこそこのＰＲを考えておいてくれ。な？』


    　そう簡かん単たんにお願いされてしまったが、いきなり言われても、あのビデオのインパクトがあまりに強くて思おもい浮うかばない。さっきのは誰だれがどう見てもガチ告白。……それを俺おれが高倉さんに、舞ぶ台たいの上で。


    　も、もちろん望む所ではある。確たしかに高校に入学してから、長年夢見てきた光景だ。……でも幾いくらなんでも、いきなりすぎる、と言うべきか。別に問題がある訳ではないが、ほら、物事には順序というか、もう少し心を深め合う時間というか、雰ふん囲い気きというか、準じゆん備びというか……


    　それに、どうしても……その。


    　俺が選ばれたときの、唐から沢さわの。あの物もの凄すごく動どう揺ようした顔が、言葉に出来ないもやもや感となって俺の足下に燻くすぶり続つづけ、がっちりと掴んでいるような気がする。


    　別に悪い事をした訳ではない。むしろ全てが順調すぎる。なのに。


    　……唐沢が、あんなに凹へこむとは思ってなかった、っていうか……


    「……ちょっと、唐沢の様子見てくるか……？」


    　もしかしたらまだ、部へ屋やで落ち込んでるかもしれない。……うん。


    　別に声をかけて悪い事はないだろう。行って何を話すかはともかく、顔ぐらいは見ておこう、というか。


    「……よし」


    　ベッドから起き上がり、廊ろう下かに出てから忍しのび足あしにて唐沢の部屋へと向かう。二階の階かい段だんを昇のぼってすぐ目の前、襖ふすまで仕切られた畳たたみ部べ屋やの前までゆっくりと。


    　唐沢は今何してるんだろうか。……まだ酷ひどく落ち込んでるのか？　まずその様子を見てから、あんまりあれだったら励はげまそう。


    　……でも、とりあえず。最初はこっそり覗のぞく感じで――


    「唐沢、ちょっと……入るぞ？」


    　小声で言いつつ、襖を開く。と、


    「え、ち、ちち、ちょっと待――」


    　唐沢の慌あわてふためく声が聞こえ、なんだと思って覗き込む。


    　襖の隙すき間まから最初に見えたのは、なんとも柔やわらかそうな肩かただった。しなやかな両りよう腕うでを前に伸のばし、その両手でパジャマを掴つかんだまま俺とばっちり視し線せんが合う。突とつ然ぜんの事に慌あわてたせいか、唐沢の肩にかかった乳白色のブラジャーの紐ひもまで、ほんの僅わずかにずり落ちかけていて……


    　ぱちぱち、と瞬まばたき。


    　――お着替え中、でございましたか？


    　……い、いや、これは、その……


    「ああ、あんた……やるに事欠いて覗き!?」


    　唐沢の目がキリッとつり上がる。いや、その！


    「あ、ち、違っ、すまっ」


    「この変へん態たい男おとこおおおっ！」


    　唐沢の瞳ひとみがぎらりと光った。素す早ばやく上からパジャマを羽は織おったかと思えば襖を開いて、烈れつ風ぷうの如ごとき正しよう拳けん突づき。やばい、と思った時には鳩みぞ尾おちにクリーンヒット！


    「ごふぁ」


    　廊下に背せ中なかから叩たたきつけられた所で唐沢が眼がん前ぜんに迫せまり、白い歯をむき出しに見下ろしてくる。違う、違うんだ。だから、ええと！


    「さっきの事と言いこれといい！　あんたって、あんたって……！」


    「うひぃ！」


    　しまったマジで殺される。素す早ばやく頭の上に手を挙あげブロック。唐沢の浮うかべた鬼おにの形ぎよう相そうから、せめて目を逸そらそうと顔を下に向けて――


    「はうっ……！」


    　更さらに見てはいけないものが見えてしまった。


    　唐から沢さわの羽は織おった上着は未だボタンが閉じられておらず、僅わずかに開いておへその辺りまで見えている。それはいい。ただ、その下に……これまた柔やわらかそうで、真っ白な……


    「か、唐沢……！」


    「何？　言いい訳わけなら聞かないわよ!?」


    「い、いや……上だけじゃなく……下もはこう、っていうか……！」


    　パジャマ上着の下は、真っ白な可か愛わいいパンツ一枚なのであった。大おお慌あわてで上着を着たため、まだ下まではいてなかったのだろう……とまあ、理り屈くつを言えばそうなんだろうが――


    「な、ななっ……！」


    　それで唐沢の怒いかりが収おさまる訳もない。


    　見なくても分かる。今、唐沢の顔は間ま違ちがいなく真っ赤だ。


    「こ、この、変へん態たい男おとこーっ！」


    　唐沢の怒ど号ごうと振ふり上あげた鉄てつ槌ついが、見事俺おれの脳のう天てんに突つき刺ささった。違ちがうんだ。今のは誤ご解かいだ。いや、そもそも部へ屋やに鍵かぎをかけてないお前が悪いし、ズボンをはいてないのもやっぱり悪い。そう言いたかったが唐沢の部屋は襖ふすまであった。つまり最初に開けてしまった俺が全面的に悪いのである。うん、間ま違ちがいない。
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    　　　　＊


    



    「ほんとに申もうし訳わけない。いや、ほんっとにスマン！　唐から沢さわ！」


    「とか言ってあんた狙ねらってたでしょ絶ぜつ対たい……」


    「違ちがう！　本当に、断だんじて違うんだ！」


    　とりあえず唐沢の部へ屋やに戻もどり即そく座ざに土ど下げ座ざした。


    　が、もちろん唐沢がそれくらいで許ゆるしてくれるはずもなくジト目で俺おれを見つめ、未だ両りよう腕うでを組んでぷりぷりしている。こ、これは相当やっちまった……！


    　せっかく話に来たのに、やってしまった事が覗のぞき！


    「本当に、覗く気は全然無かったんだ。いや本当！」


    「じゃあ何しに来たのよ」


    「な、何しにって……ち、ちょっとお前がへこんでないかな、って気になって」


    「……ふぅん？　で、へこんでる所に付け込んで着替え覗きに来たわけね？」


    「ち、違っ」


    「ふんだ。もう知らない」


    　唐沢がそっぽを向いて敷しき布ぶ団とんにぼすんと座すわり、体操座りのように背せ中なかを丸めてしまった。なんという拒きよ絶ぜつ姿し勢せい。


    「え、ええと……」


    　声をかけても唐沢はむすっとしたまま黙だまっている。それから肩かた越ごしに俺をほんの少し睨にらんだ後、あろう事か布団に寝ね転ころがって花はな柄がらのタオルケットを被かぶってしまった。お前なんかもう知らない、帰れと全身で猛もうアピール。まずい。正直これはお嬢様モードでキレられるよりまずい。


    　……どうしよう……？


    「……な、なあ唐沢。悪かったよ本当。着替え中に入ってきたのも悪かったし……それにさ？　さっきも何かこう、トントン拍びよ子うしで全部進んで……ちょっと、お前の気持ちも考えないままだった、っていうか……」


    　ごめんなさい。


    　そう告げると、唐沢がほんの少しだけ顔を覗かせた。


    　……ちょっとは機き嫌げん直してくれるかな？　と期待したが、


    「ふん。犬みたいな顔しても許さないし」


    　あっさり戻ってしまった。


    　唐沢がタオルケットを被ったまま、もそもそ動く。地味に俺から距きよ離りを取りつつ、


    「いつみへのＰＲ、もう考えたの？」


    「え？　いや……まだだけど」


    「……あっそ。じゃあ帰って考えたら？」


    　胸むねに相当ぐっさり来た。もう完かん璧ぺきに怒おこっていた。


    　唐から沢さわと喧けん嘩かする事はしょっちゅうあっても、ここまで極きよく端たんに嫌いや味みを言う事は無かった。何かしら会話をすれば答えが来るし、文もん句くを言えば戻もどってくる。今はもう完全にダメ、というか……


    　何となく分かってしまうのだ。唐沢が物もの凄すごく不ふ機き嫌げんだと。それくらいの付き合いはある相手だし。


    　まあ、だからと言って心配できる立場でもないが。


    「あう……」


    　結局、大人しく座すわったまま沈ちん黙もくが続く。部へ屋やの壁かべ際ぎわにかけられた古時計が秒針を小こ刻きざみに動かし、カチカチと響ひびく。何となく正せい座ざしていた足がだんだん痺しびれ、でも唐沢は一いつ向こうにぷんすかしたままだ。どうしよう。何とかならないだろうか。そう考えつつも打だ開かい策さくが閃ひらめかない――


    　大きな溜ため息いきをついた所で、襖ふすまにノック音が響く。


    「ん……？」


    　誰だれだろうと思って見ると、冬ふゆ野のさんが少し顔を出していた。今の彼女は無地のピンクパジャマの上下を着込み、大分ラフな格かつ好こうをしている。普ふ段だんがびしっとしてるからか、軽いパジャマ姿すがたは新しん鮮せんだ。


    　その冬野さんは俺おれ達を見るなり申もうし訳わけなさそうに、


    「お取り込み中、申し訳ありません。……宜よろしいですか？」


    「え、ええ。……どうかしましたか、冬野さん」


    「……どう、と申しますか……私、お嬢様と一いつ緒しよに寝ね泊とまりしているものでして」


    　そうか、唐沢と冬野さんは相あい部べ屋やか。別に用事があった訳ではなく、戻ってきたのだろう。


    　……と、とはいえ、正直今は大変気まずい状じよう態たいで……いかん。俺は唐沢だけでなく冬野さんにまでご迷めい惑わくを……！


    　彼女が俺の隣となりに座る。それから正座して落ち込む俺を見つめ、敷しき布ぶ団とんの上に芋いも虫むしよろしく丸まった唐沢を見て。またまた俺の方に顔を戻し。


    「どうかされましたか、お嬢様」


    「……別に」


    「ま、まあ、実はちょっと唐沢と――うぶっ！」


    　色々と話を。そう答えようとした所に突とつ然ぜんタオルケットが飛んできた。視し界かいが突然ブラックアウト。


    「ちょ、唐沢、」


    「あんたは黙だまってなさいこの変へん態たい」


    「うへっ」


    　タオルケットの上から叩たたかれた。更さらに布越ごしに唐沢の溜ため息いきが続く。


    「……ちょっと下でジュースでも貰もらってくる。不ふ機き嫌げんでごめんね冬ふゆ野の。でも悪いの全部朝あさ井いだから」


    「了りよう解かいしました。あとは私が躾しつけておきますので」


    　冬野さんの軽妙な言い回しに唐から沢さわが笑い、ふん、ともう一度鼻を鳴らして襖ふすまを閉じてしまった。


    　ようやくタオルケットを剥はがした時には、唐沢は既すでにそこにはおらず。冬野さんが首をちょこっと傾かしげているのみ。


    「……で、大だい丈じよ夫うぶですか、朝井様」


    「え、ええ……お、俺おれは大丈夫です……」


    「まあ、理由は察さつするに余あまりありそうな気もしますが、まずは少し時間を置きましょう。お嬢様、かなり不ふ機き嫌げんなようですし」


    「は、はい……すいません本当、唐沢怒おこらせてばっかりで……」


    　痛いたむ頭をさすりつつ謝しや罪ざい。と、


    「朝井様。どうして私に謝あやまられるのです？」


    「……いやまあ、ほら。唐沢を不機嫌にしたの、俺のせいだと思うんで。お嬢様を怒らせて申もうし訳わけありませんっていうか、一緒に寝ねにくいだろうなーと思って……」


    「なるほど。まあ確たしかに、先さき程ほどのは少々薬が効ききすぎたかもしれませんが――」


    「しかも、それで謝りに来たら間ま違ちがって唐沢の着替え覗のぞいちゃってもっと怒らせあ痛いたたたたっ！」


    「なるほど。その件けんは初耳ですので、まずはお腹をつねると致いたしましょう。冗じよう談だんで言ったのですが、確たしかに躾しつけも必要なようですね」


    「痛い痛い痛い、っていうか冬野さん無表情のままそんなひいいっ！」


    　脇わき腹ばらを冬野さんの指がねじり上げる、っつーか痛い痛いマジ痛い。は、腹がよじれる！　っていうか冬野さん無表情すぎるのが怖こわい！　わ、脇のお肉が切れます本当！


    「ぎ、ギブ！　ギブですギブ！」


    「……そうですか。まあ、このくらいにしておきましょう」


    「こ、このくらいって今の結けつ構こう痛いですよ！　っていうか冬野さんバレーの時も一人だけおもいっきりガチでしたし、本当はサド――」


    「なるほど。第二ラウンドをご所しよ望もうされると？　朝井様はマゾなのですね」


    「うひいいいっ」


    　結局五分以上絞しぼられた。お腹の脂し肪ぼうが取れる！　マジで！


    「し、死ぬ……本当に死ぬ……っていうか俺、今日なんかすげーボッコボコにされてるんですけど……さっきからずーっと……」


    「日ひ頃ごろの行いの賜たま物ものでしょう」


    「それ賜物って言わないですよね普ふ通つう！」


    　涙なみだ目めになる俺おれをしれっと無む視しして冬ふゆ野のさんが立ち上がる。こんな所だけいつものメイド様らしく、唐から沢さわがぶん投げたタオルケットと枕まくらを拾い、荒あれた布ふ団とんを敷しき直なおし始めた。素す早ばやくシーツまで整える手て際ぎわは慣なれたもの、撫なでるように布団を綺き麗れいに整える。


    「……で？　これからどうされるおつもりですか。お嬢様、下手すればお祭りまでずっと不ふ機き嫌げんなままですよ？」


    「う、そ、そりゃあ……うーん……」


    　返事を考えつつ、脇わき腹ばらを押おさえてさっきの痛いたみを和やわらげようと軽く揉もんでみるが効こう果か無し。唐沢に謝あやまった時も効果無し。全部が全部空回りしてる気分だ。八はつ方ぽう塞ふさがりとはこの事か。


    　でも本当、どうしよう……？


    「あの、冬野さん。つーか俺、どうしたらいいと思います？」


    「……それを私に直ちよく接せつ聞きますか朝あさ井い様……」


    　はぁ、と冬野さんが溜ため息いきを吐はいた。そうは言われても手立てがなくて……


    「まあ確たしかに、タイミングが悪かったのは仕方ないと思います。それを抜ぬきにしましても、今のお嬢様は気持ちが大分高ぶっておられますので素す直なおに言葉は通じないかもしれません」


    「で、ですよね……俺結けつ構こうやっちゃってますよね」


    「いやまあ、どちらかと言えばお嬢様自身も整理しきれてないのでは、と思いますが」


    「はい？」


    　どういう意味ですか、と顔で尋たずねてみたが、冬野さんはそんな俺を見つつ暫しばし考え。


    「まあ、朝井様に説明しても、理り解かいして貰もらえるか難むずかしいかと……」


    　そう呟つぶやき、何な故ぜかふぅ、と重たい息をついた。


    　……あの。今の溜息の中身は一体。それに理解出来ないかも、って言うと……？


    　冬野さんの何とも言えない表情を見てると、物もの凄すごく不安になってくる。大だい丈じよう夫ぶか俺。そんなに冬野さん心配されるぐらい酷ひどいのか？


    「……えっと。ふ、冬野さ――」


    「とりあえず、朝井様」


    「は、はい」


    「少し複雑な状況じようきようではありますが、多分なるようになるでしょう」


    「えっ」


    　その言葉に、どきりとした。


    　なるようになる、とは。


    　つまり、それって……


    　転がり落ちる所まで落ちる、と！


    「私が思うに、朝井様とお嬢様の関係は元々ほぼ決定的です」


    「けっ」


    　決定的！


    　そ、そこまで言われてしまうものなのか！


    　つまり、俺おれと唐から沢さわの恋ライ敵バル関係は既すでにご破は算さん！　もう今さら修しゆう復ふくなんて出来ませんよ何言ってるんですか朝あさ井いさんとか、そういう意味で決定的か！


    　いやや待ってくれ。そんなの。そんなの……なんか嫌いや、って言うか……


    「ですので今いま更さら何をどうしても、まあ何だかんだで最後は――」


    「ち、ちょっと待って下さい冬ふゆ野のさん。まだ俺、唐沢とは、俺！」


    　嫌な汗あせが頬ほおを伝う。違ちがうんだ。なんと言えばいいのだろう。喧けん嘩か別れじゃない。こんな変な形でいがみ合ったまま、唐沢と何となく終わるなんて事にしたくない。


    　その気持ちを、もっと率そつ直ちよくに、素す直なおに言うと――


    「ま、まだ、その……」


    　つまり、唐沢とは、まだまだ、ずっと！


    「離はなれたくない、っていいますか……！」


    「……はい？」


    　何とか言葉にして絞しぼり出だす。が、冬野さんが首を傾かしげ、何故か疑うたぐり深ぶかそうに眉まゆを寄せた。


    「朝井様。どうしてお嬢様から離れるんですか？」


    「え……だ、だって今、冬野さんがもう俺と唐沢の関係は決定的ですね、って」


    「……？」


    「なるようになるって事は、つまり落ちる所まで落ちるって事で……！　だから何かこう、少しでも何とかなりそうならアドバイスを、って……！」


    「ああ、そういう意味で捉とらえたのですか。……朝井様は、変なところでネガティブですね」


    　冬野さんがようやく納なつ得とくしたように頷うなずいた。顎あごに手を当て、暫しばしその眼め鏡がねを弄いじる。


    　その動作は何とも知的で頼たよりがいがありそうだ。考えてみれば、この中で唐沢の事を一番知しり尽つくしているのは冬野さん。その眼鏡の奥おくにはきっと、俺には到とう底てい思いつかないような凄すごい知ち識しきを秘ひめているはず！　いつだって頼りになるのは冬野さん！


    　そんな俺の期待の眼まな差ざしをしっかり冬野さんが見つめ返し。瞑めい想そうするように両りよう腕うでを組んで――


    　突とつ然ぜん。くすっ、と彼女が笑った。


    　なんだか怪あやしい笑みにも見えたが、笑ったという事は！


    「な、何か妙みよう案あんが！」


    「ダメですね」


    「えっ」


    「朝井様とお嬢様はもう終わりです。さよならです」


    「な、なななっ」


    「朝あさ井い様には乙女心がさっぱり理り解かい出来ませんでした。終わり」


    「ちちちちち、ちょっと待ったああああ！」


    　だから、俺おれはそんな風にまだ終わらせたくないんだ。俺はまだまだ、あいつと喧けん嘩かして、熱く燃え上がって、それでいてつい笑ってしまうような。そんな感じでもっともっと一いつ緒しよに！


    「諦あきらめないで下さい！　俺はこう、もっと唐から沢さわと、その、ほら！」


    　ちらり、と眼め鏡がねの奥おくから冬ふゆ野のさんの視し線せんが覗のぞく。


    「……その、何ですか？」


    「何って、ですから……」


    「ですから？」


    　例えるなら、


    「こ……こう、あれです！　バチバチッ！　って言うか、ドカドカッ！　っていうか！」


    「……一いち応おうお聞きしますが……何ですか？　そのバチバチドカドカって」


    　実は俺もよく分かんないけど、でも！


    「ですからバチバチドカンドカンです！　拳こぶしと拳をぶつけた先にある信しん頼らい感かんっていうか、なんか一緒にいると楽しいな、こいついいな、っていうアレ！　そういうのがまだ足りないっていうか、まだ一緒に居いたいっていうか！　でもどうしたらいいか分からなくて……！　だからまだ決定的とか、そんな事言わないで何とかそこを！」


    「……朝井様。今の本気で仰おつしやってます？　と言いますか、ご自分で何を仰ってるか理解してます？」


    「俺はいつだって本気です！　いや確たしかに半分ぐらい自分でもよく分かってないですけど！」


    　とにかく思うのだ。こんな形で唐沢が怒おこり、ぎすぎすしたままお祭り当日を迎むかえるなんて嫌いやだ。唐沢に負けを認みとめさせる事は大事だけど、それは多分、こんな形じゃないと思う！


    「……。……だ、ダメだこの人……本気でバカなんだ……」


    　冬野さんがついに頭を抱かかえてしまった。ダメだ、こっちの意図もぜんぜん理解して貰もらえない！


    「ま、まあ、あれです朝井様。……とにかく、ダメ元で色々挑いどんでみて下さい」


    「だ、ダメ元で、ってでもさっき言ったらボッコボコに――」


    「それでも挑ちよう戦せんしてみて下さい。謝あやまるも良し、少し時間を置いて話をするも良し。叩たたかれても何されても、無む視しされるよりは楽でしょう？　正直、あなたは何やっても大だい丈じよう夫ぶです。はっきり言って今さら大した問題ではないと思いますし」


    「そ、そう言われても」


    「それ以外に方法が無いでしょう？」


    「う……」


    　確かにそうだけど――


    「それでももし、どうしても困こまると言うのでしたら、その時には私が秘ひ策さくをお教えします」


    「秘ひ策さく!?」


    　何だそれ！　そんなのあるのか！


    「い、今すぐそれ教えて下さい！」


    「教えません。この前の演えん劇げき大会の最後にやった事でもすればいいんじゃないですか？」


    「そ、そんな事言わずに冬ふゆ野のさん！　お願いです！」


    　思わず手を伸のばした。が、冬野さんがかわすように立ち上がり、しかし何とかその指先を彼女のパジャマに引っかける。って、やべっ、


    「あ、朝あさ井い様、気持ちは分かりますが私のパジャマ引ひっ張ぱらないで下さい！　何でこんな時だけヘタレなんですかあなた！」


    「スイマセン！　でも！」


    「ああもう、大だい丈じよう夫ぶ、朝井様なら絶ぜつ対たい大丈夫です！　大体ですね、さっきも冗じよう談だんで意地悪してみましたけど、そもそも朝井様の喧けん嘩かなんて犬も食べない次元です！　大丈夫ですから！」


    「あう……」


    　冬野さんが大おお慌あわてで腕うでを振ふり、俺おれの腕を押おしのけてしまった。そのまま押し入れを開けて自分の布ふ団とんを取り出し、俺の前でせっせと敷しき布団を整える。話はここで終わりと言いたげに、ぱんぱん、と布団を二回叩たたいてシーツを敷いていく。


    「私が思うに、朝井様はもう少し自信を持つべきです。お嬢様と今まで、あれだけやりあってきたのでしょう？　ちょっとやそっとの事では崩くずれませんよ、その関係。――たとえ恋を巡めぐって争っているとしても、です」


    「そ、そうですか？」


    「ええ。なので、お祭り前までには何とかして下さい」


    「そう言われても……」


    「あとは当たって砕くだけろですよ朝井様。私からのアドバイスはそれだけです。他のヒントはもう全部、多すぎるぐらい出しました。それに朝井様ご自身も、理り解かいはともかく身体にはしっかり染しみておられるようですし」


    　そう言って、冬野さんは俺の背せ中なかに手を当て部へ屋やから押し出されてしまった。


    「まあ、大丈夫です朝井様なら。……では、お休みなさい」


    「お、お休みなさい……」


    　冬野さんは最後に軽く微ほほ笑えみ、襖ふすまを閉じた。頑がん張ばって、と言いたげに。


    　……にしても秘策って何だろう。ダメ元で挑いどんで本当に何とかなるのか？


    「く、くそぅ……」


    　でも、他にやりようが無い。唐沢の事について、冬野さんは誰だれよりも一番詳くわしく知っている、と俺は思う。その冬野さんが絶対大丈夫だと太たい鼓こ判ばんを押すのなら。


    「そ、そう言うのなら……！」


    　ええい、こうなったら何としても、唐から沢さわと話をしてやる。あとはもう本当に――当たって砕けろ、だ。
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    　よし、と覚かく悟ごを決めて階かい段だんを降おりる。行くぞ。やるぞ。唐沢と、話をするぞ……！


    　拳こぶしを握にぎって誓ちかった後、一歩階段へと足を踏ふみ出だす。ギシギシと響ひびく音を聞きつつ、ゆっくりと一階へ。ジュースを貰もらうと言ったのが本当なら、唐沢は降りたすぐの台所か居い間まにいるはず。


    　……一階に辿たどり着つき、まずはこっそり覗のぞいてみる。


    　予想に反して台所には誰だれも居いなかった。が、唐沢はその台所の奥おく、テレビと机の置かれた畳たたみの居間に正せい座ざしていた。俺おれに背中を向けて何かを覗き込んでいる。お婆ばあ様と一いつ緒しよに並ならんで。


    　どうやら何か話をしているらしい。二人とも寝ね間ま着き姿すがたのまま、お婆様が居間と台所の間に立てられた木製の柱はしらを指さし……


    「いつみは小学校の頃ころに引ひっ越こしてしまったからね。身長はここまでしか計っておらん。確たしか小学四年生だったかな？」


    「へえ……その時に、さっき言っていた運動会で勝ったのですか？」


    「うむ。人ひと吉よしん家ちの孫の夏なつ美みを抜ぬいてクラス優勝じゃ。で、その年に引っ越して以来、人吉婆はうちに勝かち逃にげされたと思っておる。ま、何年かかろうとうちのいつみには敵かなわんがな！」


    　お婆様の名言に唐沢がくすくす笑った。お婆様が立ち上がって棚たなからアルバムらしきものを取り、唐沢の前で開く。……その写真はちょっと、俺おれも見てみたい――


    「これが小学一年生のいつみ。この頃はしょっちゅう男の子を泣かせててねぇ。なんというか本当、元気な女の子で……そのせいでほら、近所の連中もよく覚えてたろう？　小学四年で引っ越したのに、高たか倉くら家けのいつみと言えば『ああ、あの子か』となる訳わけよ」


    　続けざまに話すお婆様は、何とも生き生きとしていた。嬉うれしそうに口元をほころばせ、唐沢もゆっくり頷うなずきながら聞いている。


    　……どうしよう。これは正直、出ていきにくい、というか……


    「それにしても本当、唐沢さんはいい人よの。うちのいつみも良い友達を持った」


    「いえいえ、こちらこそ。本当、高倉さんには凄すごくお世話になってますし――」


    「さっきはスマンかったな」


    　不意にお婆様が言った。


    「え？」


    「お前さん、いつみと一緒に出たかったんじゃろ？　仲良しの友達同士、出てみたいという気持ちはよう分かる。……さっきもずいぶん、落ち込んでおったしの」


    「あ……」


    「でも、わしにも彼氏を出すと言った手前、意地があってな。人ひと吉よし婆ばあも口は悪いが楽しみにしておるし、ミカンの奴やつも楽しそうに言っておって……どうしても、な。……すまん」


    　お婆ばあ様が、手を合わせて謝あやまった。


    　――その時、唐から沢さわはどう感じたのだろうか。背せ中なか越ごしではよく分からない。


    　……でも、ほんの少しだけ小さな背せ筋すじを正すのが見えた、ような気はする。


    「いえいえ。気にしないでください、お婆様。高たか倉くらさんやお婆様が喜ばれるのが一番ですから。それに、お婆様のお孫さんを自じ慢まんしたい気持ちはよく分かりますし……」


    　唐沢が控ひかえめに答える。その返答はお嬢様モードらしく、非ひ常じようにお淑しとやかで優ゆう等とう生せいだ。その本心までは推おし量はかれないが……少なくとも、お婆様はほっとしたように微ほほ笑えんでいる。


    「唐沢さん。喉のど渇かわかないかな？　お茶を淹いれようかね」


    「あ、私がやりましょうか？」


    「いやいや、これくらいはさせてくれ。な？」


    　お婆様が立ち上がり、畳たたみに足をついてゆっくり台所に向かうまで見てから――階かい段だん脇わきに、再ふたたび隠かくれた。


    　……ダメだ。この状況じようきようではさすがに出て行けない。とことん話をしてやるとは誓ちかったが、今入るのが逆ぎやくに気まずい事ぐらい俺おれでも分かる。


    「……でも、やっぱ今日中に話したいな……」


    　やはり唐沢の部へ屋やで待たい機きしておくか。


    　仕方なく、一度諦あきらめて階かい段だんを昇のぼる事にした。また後で戻もどってきた時に話をしよう。そう誓ちかい、台所のお婆様に気付かれないよう、ゆっくりと階段を進み――


    　その頭上の廊ろう下かを、真っ黄色のゴテゴテした何かがネズミのように走はしり抜ぬけた。


    「……は？」


    　な、なんだ今の。


    　瞬まばたき二回。それから目をこする。首を傾かしげつつ階段を昇る。


    　二階の入口から覗き込むと、黄色いお化けのようなそれが廊ろう下かの角をさっと曲がった。が、一いつ瞬しゆんだけ見えたショートカットの髪かみと、その横顔から察さつするに、今のはおそらく……


    「高倉さん？」


    　何してるんだろう。


    　当然気になる。


    　廊下の角まで近づき再ふたたび覗くと、歩いていたのは予想通り高倉さんだ。が、その上下の着衣は……例えるなら古代装そう飾しよく、とでも言うべきか。服は太たい鼓こ職しよく人にんのような黄色を中心とした装しよう束ぞく姿、頭には黄色いハチマキをばっちり巻まいて気合い十分。腕うでには腕わん章しように似にた赤い布まで巻いている。寝ね間ま着きにしてはずいぶん派は手でというか、これからモンスターとでも戦いそうな勢いきおいだ。


    　そして肝かん心じんの高倉さんの顔はと言うと、なんとも楽しそうに唇くちびるを綻ほころばせていた。にも関わらず、足元はつま先立ちの抜ぬき足あし、差し足、忍しのび足あし――と典てん型けい的てきな忍にん者じやスタイルで廊ろう下かを歩く。


    　つまるところ全く意味がわからない。全力で怪あやしい女の子であった。


    　彼女はどうやら俺おれの泊とまってる屋や根ね裏うら部べ屋やの手前にある空き部屋に入ろうとしてるらしい。襖ふすまを開き、こっそり中へ。


    　……どうしよう。声を出して邪じや魔まして良いものだろうか。


    　でも気になる。凄すごく気になる。


    　こそこそっと後ろに続き、その丸く可か愛わいい背せ中なかに向かって、


    「……あの」


    「うひいいいいいっ！　うわわっ！」


    　高たか倉くらさんが両手を挙あげて後ずさった。ご、ごめん！


    「すいません。驚おどろかすつもりは無かったんですが」


    「え、あ、朝あさ井い君？　なんだ朝井君かぁ。まったくもう……何か出たかと思ったよ……」


    　高倉さんが胸むねに手を当て一息つく。そして「あ」と声をあげて自分の衣い装しようを見下ろした。やはりパジャマには思えない。


    「その服、どうしたんですか？」


    「うぇ？　あ、ここ、この服？　えっと、えっと……ぱ、パジャマ？」


    「寝ねるのにハチマキするんですか？」


    　聞くと、彼女は一いつ瞬しゆん困こまったように顔を赤らめて……


    「う……え、ええい！」


    　気合いを入れて両手を伸のばし、その身に纏まとった黄色とオレンジのラインが入った衣装を俺にしっかり見せてくれた。意外と肌はだにぴったりくっついており、服の折り目が彼女の身体のラインをしっかりなぞっている。出る所はきっちり出ている、ある意味実に素す敵てきで健康的な衣装に思わず見入ってしまう、というか……


    「あのさ。似に合あう、かな？　これ」


    「え？　……あ、はい、とっても。なんか格かつ好こういい雰ふん囲い気きですよね」


    「そ？　なら良かったぁ……実はこれ、お祭り用の衣装なんだよね。着た方が格好いいよ、って婆ばあちゃんに言われてさ」


    「お、お祭り用……」


    　やっぱり高倉さんも気合いを入れてるんだ――


    「……あ！」


    　彼女がぽんと両手を叩たたき、


    「せっかくだから聞くけど、朝井君は何色だとドキドキする？　青とか赤とかあるんだけど」


    「色？　ええと……色でしたら……」


    「ちょっと待っててね！」


    　高たか倉くらさんが大おお慌あわてで廊ろう下かの角にある自室に戻もどる。すぐにハンガーにぶら下がった衣い装しようを抱かかえて現れ、俺おれの前で並ならべてみせた。どれも黄色の帯を中心に赤・青・黒と揃そろっている。


    　今彼女が着てるのは見事な黄色とオレンジ。でも、俺ならやっぱり――


    「何なら着替えてみせようか？　ここで」


    「ここで!?」


    「……部へ屋やの中で、あたし一人で、だよ？　いま変なこと考えなかった？　朝あさ井い君」


    「あ、す、すいません」


    　ごめんなさい。少しだけ。


    「んもぅ……で、どれがいい？」


    「ええと、そうですね俺としては……」


    　高倉さんが自分の身体に服を当てながら聞いてくる。そうだな。やはり俺が選ぶとしたら。


    「赤が、いいかなぁ、と」


    「赤？　なんでかな？」


    　――言ってもいいのだろうか。ええい、言っちゃえ。


    「じ、情熱と恋の色なんで」


    「……なるほど！　じゃあこれのＳサイズにしようっと。あ、でも女の子の赤い服って、なんか勝負服っぽいよね。でもそれがいいのかな？」


    「う……い、いいと思います」


    　勝負服。なんて大だい胆たんな発言……


    「そだよね！　あたしもそう思う！　よし、じゃあ朝井君、お祭り楽しみにしててね！」


    　高倉さんがくすくす笑った。その微ほほ笑えみに、一いつ緒しよに笑う。


    　……もちろん、お祭り自体は楽しみだ。何だかんだで素す敵てきな衣装を着た高倉さんと出場できる。しかもその相手が俺だというなら、これほど幸せな事は無い――


    「ねえ朝井君」


    「ん……」


    「朝井君はさ。お祭り、本当にあたしと出たい？」


    「え？」


    　ずきり、と心が軋きしむ――


    「なんちゃって！　いやいや、言わなくても分かるよ朝井君！　うむ！」


    　高倉さんが胸むねを張はって笑い、何な故ぜか元気よく腕うでを振ふり回まわし始めた。


    「よーし、頑がん張ばるぞぉー！　さっきはちょっとやりすぎたから、舞ぶ台たいの上で挽ばん回かいだ！」


    「……やりすぎた？」


    「朝井君！」


    「は、はい！」
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    「大だい丈じよう夫ぶ！　頑がん張ばってね！」


    　彼女が両手で俺おれの肩かたをぐっと掴つかみ、その妙みように輝かがやく眼まな差ざしを向けて、


    「あたしには朝あさ井い君の気持ちが手に取るように全部分かる！　だから、お祭りの事は任せておいて！　こう、愛いとしのあの子が赤い服着て、ぺっかぺかー！　うわー本当に可か愛わいいね！　ってつい思うようにしてあげるから！」


    「あ、ありがとうございます……！」


    　それってつまり、高たか倉くらさんが綺き麗れいに着き飾かざって出てくるという意味か？


    「でも駄だ目めだよ？」


    「え？」


    「朝井君も、たまにはしっかり答えを言わないと。待ってると思うから、さ」


    　高倉さんが俺の胸むな元もとを人差し指でつついてくる。まるで、俺の胸むねに空いた隙すき間まを突つくかのように。


    　……今のは、一体？


    「じゃ、ありがと朝井君。おやすみ！」


    「……え、ええ。おやすみなさい」


    　その言葉の意味を聞き返すより先に高倉さんがバイバイと手を振ふり、あっという間に自分の部屋に戻もどってしまった。豆電球の光る廊ろう下かの先、彼女が寝ね泊とまりしている唯ゆい一いつのドアノブ付きの部へ屋やが音を立てて閉じられる。その消えた後うしろ姿すがたを、廊ろう下かに立ったまま見送って――


    　……今の、どういう意味だろう？


    「うーん」


    　分からない。


    　大きく息を吐はいて、俺おれも部屋に戻もどろうと振ふり返かえる。


    　そして――


    　ようやく、その事に気がついた。


    「……あ」


    　四し肢しがひんやりと、凍こおる。呼こ吸きゆうが止まる。


    　細く狭せまい、廊下の曲がり角の、手前。


    　……いつから、そこに居いたのだろう。


    　俺と高たか倉くらさんがやり取りを交わした、廊下の先から、こっそりと。その小さな顔を覗のぞかせていた唐沢と――目が、合った。


    　彼女の目は尖とがりもせず、笑ってもいなかった。ただ寂さびしそうに、少しだけ目を伏ふせていた。真っ黒で純じゆん粋すいなその瞳ひとみに呑のまれ、どくん、と心しん臓ぞうが跳はねる。


    　何な故ぜだろう。悪い事をした訳わけではない。なのに、このべったりと貼はり付つくような、罪ざい悪あく感かん。


    　唐沢が俺の反はん応のうに気付いて、取って付けたように眉まゆ尻じりに力を込める。が、その表情もすぐに溜ため息いきへと変わる。肩かたから力を抜ぬき、瞼まぶたを降おろし、そっと廊下の先から出てきて……


    「ねえ、朝あさ井い」


    「はうっ」


    　逆ぎやくに怖こわくて、壁かべに背せ中なかを貼り付け後ずさってしまった。悪い事をした訳じゃない、でもどうしても今のはまずい、と身体が悟さとる。これはもしや怒いかりが沸ふつ点てんを通り越した前ぜん兆ちようでは。つい癖くせでそんな事を考えたのだが、


    「……別に、怒おこらないわよ」


    「へ？」


    「でも、ちょっとだけ……話があるんだけど。いい？」


    　意外にも柔やわらかい声で、唐沢が呟つぶやくように告げた。


    　死し刑けい宣せん告こくかと疑うには……その声色は、あまりにも優やさしい。
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    「知ってる？　田舎いなかだから、星が凄すごく綺き麗れいなのよ。……見ないと勿もつ体たいないじゃない。ね？」


    　そう言われて案内されたのは、二階から繋つながる屋外の広間だった。屋外と言っても正せい確かくには一階に増ぞう築ちくされた部屋の上で、つまり屋上のようなスペースだ。周囲には学校の屋上で見るような転落防止の柵さくが張はり巡めぐらされ、所々に排はい水すい管かんと思われるパイプが走り、非ひ常じよう時じのためにか脇わきには一階の庭へ続く階かい段だんまで設せつ置ちされている。


    　そして見上げれば、空には綺き麗れいな――満月と、星空。


    　月明かりがこんなに眩まぶしいのだと、初めて知った。電気も何もついていない、だだっぴろいだけの屋上なのに、その月明かりに照らされ唐から沢さわの表情がよく見える。黒く長い髪かみを流したその姿すがたはどことなく神しん秘ぴ的てきで、それは雰ふん囲い気きだけでなく彼女の表情の影えい響きようもあるのかもしれない。


    　立ちすくむ俺おれの前で、唐沢は少し物もの憂うげな、困こまったような顔をゆっくりと上げて……


    「さっきは……その」


    「う、うん」


    　何を言われるんだろうか。そう身み構がまえたが――


    「……わ、わわ……悪かった、わ」


    　最初に呟つぶやいたのは、謝しや罪ざいの言葉だった。


    「……はい？　え、何が？」


    　聞き返す。


    　唐沢は自分の着ている水色のパジャマを弄いじりながら、屋上の入口に置かれたサンダルでぺたぺた歩く。声に元気が無い。なんだか先生に怒おこられ、しゅんとしてしまった子供みたいに。


    　……とりあえず、話が出来そうなのは、嬉うれしい。


    　でもこれはこれで……ちょっと違ちがうというか、唐沢らしくない、というか……


    「どうしたんだよ、唐沢。今度は今度で」


    「う……」


    　唐沢に近づき、手すりを掴つかみながら並ならんで立つ。自然と隣となりに来てしまったが……落ち込んだ唐沢をふと見ると、不ふ覚かくにもずいぶん可か愛わいく見えてしまった。普ふ段だんが元気すぎる分、弱った時にはそれはそれで魔ま性しようのような魅み力りよくを秘ひめているのかもしれない。


    　でも。……唐沢はやっぱり、元気な方がいい。


    「……あたしも、色々考えたんだけどさ」


    「うん」


    「あんたがお婆ばあ様に選ばれたんだから……やっぱり出るべきなのは、あんただと思うのよ。お婆様、すっごく楽しみにしてたし」


    「……あー……そう、かもな。うん」


    　唐沢の、神しん妙みような口調が響ひびく。それが高倉さんの希望であり、お婆様のお願いなのは事実――


    　小さな唇くちびるをひん曲げ、唐沢が頬ほおを膨ふくらませながらぽつぽつと喋しやべる。いつもの横おう暴ぼうな姿は、そこには無い。


    「だから、さっきまではなんか、凄すごくムカついて怒ってたけど……でもお婆様が楽しそうに話すの見てたら、やっぱりあんたが出るのが自然だな、って。……彼氏と彼女の方が嬉しいよね、って。そう思って、さ。……それに怒おこったって、別にあんたが悪い訳わけじゃないし……」


    「う……」


    　呟つぶやく唐から沢さわに、なんと言えばいいのか。言葉を探さがし、結局何も当てはまるものが無いと理り解かいした。答えに迷まよい、ただ唐沢の顔をじっと見返して……


    　ようやく、気づく。


    　彼女の瞳ひとみに、ちかり、と光るものが見えた事に。


    　唐沢が、ぐずるように、小さな涙なみだを浮うかべている事に。


    「だ、だから……その……」


    　見た瞬しゆん間かん、胸むねがぱくぱくと激はげしく拍はく動どうする。……何かが、じわりと溢あふれてくる。


    　泣かせていいのか。この女の子に涙を流させて、本当にいいのか。それがお婆ばあ様や高たか倉くらさんの願いであったとしても、それは唐沢を泣かせてまで成じよう就じゆすべきものなのか。


    「ご、ご……ごめ……」


    　喉のど元もとに突つっかかるように、唐沢が声を絞しぼる。そんな声を、出させていいのか。


    　たとえどんな理由があったとしても、唐沢にそんな悲しそうな顔をさせても……


    　本当に、いいのか？


    「う……くっ……！」


    　唐沢が声を殺したまま、その小さな唇くちびるを開く。


    　そして、俺の顔をしっかり見つめ――


    「う……………………うう、うおりゃあああああっ！」


    　キレた。


    　なんというか、虎とらの咆ほう哮こうのような声をあげて。


    　……はい？


    「や、やっぱヤダ！　なんか、なんかムカつくわ！」


    　唐沢が吼ほえる。って、


    「いや、ちょ、お前、」


    「あたしが、あたしが悪いのは分かってるってのよ！」


    　言いつつ唐沢が拳こぶしを握にぎり締しめた。って、いやいや少し待て。それは待て！


    「だ、だからってお前、気持ちは分かるけどいきなり俺に当たるって正直ど――」


    「うるさああああい！」


    「ちちち、ちょっと――ぐえっ」


    　唐沢が俺のパジャマの襟えり元もとを片かた手てで締め上げにじり寄る。背せ中なかに手すりがぶつかった所で更さらに反対の拳をべしべし振ふり回まわし、ムカつく、すっごく腹立つ！　超腹立つ！　と言いながら叩たたきつけられる。そこそこ痛いたいし手を振り回され一いつ緒しよに視し界かいが回転する。おわ、ほわっ、と思わず口から出てしまう声も上手く形にならず、勢いきおいに押おされて空のお月様がぐるんぐるん。なんだこれなんだこれ、何でいきなりこうなってんだ？


    　っていうか、


    「う、か、唐から沢さわ、あのさ！」


    「エルボーっ！」


    「おうっ」


    　唐沢の肘ひじ鉄てつがぽすっと決まり、


    「いやだから、」


    「アッパーっ！」


    「はうっ」


    　なでるような拳こぶしが顎あごをぺしりと刺し激げきし、


    「少し待――」


    「弁べん慶けいキック！」


    　強きよう烈れつなニーキック！


    「はうあ……って、お、お前！」


    　そこだけ真ま面じ目めに痛いたかった！


    「最後だけ本気でやったろ今！」


    「ふーん、あたしが全部優やさしくすると思った？　バーカ！」


    「こ、この野郎……ち、ちょっと可か哀わい相そうだと思ったらすぐこれだ……！」


    　やっぱり唐沢は唐沢だ。こんな状況じようきようで脛すね蹴げりとかどう考えてもあり得ない。


    　……でも、なんでだろう。


    　今は、唐沢らしいその痛みが。


    　ちょっとだけ、嬉うれしい……！


    「どうしたの朝あさ井い。悔くやしかったらかかってきなさい！」


    「くっ……こ、この……うがーっ！」


    「ふんがーっ！」


    　唐沢と一いつ緒しよに両手をあげ、その手をがっちり掴つかんでの力比べ。手の間に指を絡からめてぐいぐい押おし合あい、その手を離はなすかと言わん勢いきおいで握にぎりしめる。煌きらめく月光と輝かがやく星空の美しさなんざ知った事かと全力で腕うでの筋きん肉にくに力を込め、唐沢も細い腕で必死に返す。


    　その力の均きん衡こうが取れたと思った瞬しゆん間かん、


    「てやあっ！」


    　唐沢の足あし踏ぶみが炸さく裂れつ！


    「はうっ」


    　一いつ瞬しゆん悲鳴を上げて怯ひるみ、だが俺おれも負けじと腰こしを屈かがめて反はん撃げき姿し勢せい。そうとも、こいつにだけは簡かん単たんに敗はい北ぼくを認みとめてなるものか――！


    「へっ……お、お前にだけは負けるものかってんだよ！」


    「あ、あたしだって本当はあんたに負けたくないわ……！　何よ、ちょっと周りから褒ほめられたからって、あっさり調子に乗っちゃって！」


    「うぐっ……ま、周りの期待にこたえるのは当たり前だろうが！」


    「だからって、あたしを置いてけぼりにしないで！」


    「お、置いてけぼりになんて、」


    「でやあああっ！」


    「うおあっ」


    　唐から沢さわに押おし負まけ柵さくに背せ中なかを叩たたきつけられた。更さらに両りよう肩かたを押さえ込まれて反はん撃げきのチャンスを失い、目の前の唐沢がニヤリと勝者の笑みを口元に浮うかべ――


    　その表情を、見た。


    　月明かり眩まぶしい夜空の下、唐沢は確たしかに笑っていた。屋上の片かた隅すみ、柵に俺おれの身体を押しつけた唐沢はおそらく己の勝利を確かく信しんし、唇くちびるの端はしをうっすらとつり上げた笑みを浮かべている。


    　でも、それでも。


    　俺を睨にらむ瞳ひとみの端はしには、確かに小さな涙なみだの粒つぶをため込んでいた。


    　……そう。唐沢は、泣きながら、怒おこっていた。


    　怒りながら、泣きながら、そして笑う。


    「……でも、本当は分かってるのよ。これがあたしの八つ当たりだって。本当はあんたが悪くない事もよく知ってる。……朝井が優やさしい事はあたしもよく知ってるし、いつみから迫せまられて断ことわるなんて出来ない事も知ってる。……多分、あたしが同じ立場でもそうすると思う」


    「う……」


    　言葉が、出ない。


    「だからね？　これは本当に、あたしの我わが儘ままなの。……ごめん」


    「か、唐沢――」


    「それに……それに……！」


    　唐沢が、小さな小さな声を、絞り出すように。


    「本当は……あんたを取られたくない、な、って……ちょっと、思って」


    「え……？」


    　言われて、指先が僅わずかに震えた。


    　取られたくない。それは……つまり。


    　とくとくと、心しん臓ぞうが足早に鼓こ動どうを打つ。何だろう。どうしたのだろう。小声で呟つぶやく唐沢が、今まで以上に可か愛わいく、見える。


    　次々と表情を変える唐沢。笑うし怒るし戸と惑まどうし。けれど本当は優しくて強くて――


    「う……ううう……っ！」


    　その瞳ひとみからぽろぽろと、涙なみだが落ちる。パジャマの足下に小さな染しみを作り――


    「こ……こんのおおおおっ！」


    「ごふあっ」


    　唐から沢さわの方から抱だきついてきた、と思ったが殆ほとんどショルダータックルだった。息が一いつ瞬しゆんつまり、温かい肌はだの感かん触しよくがダイレクトに伝わり、そのまま後ろに押おし倒たおされたる。


    「だ、だから。これは、今だけの、我わが儘ままなの。お祭り当日は、いつみをしっかり喜ばせなさいよ？　いいわね？」


    　絞しぼり出だすような声が、耳元に響ひびく。考えがまとまらない。


    　肌はだ身みに彼女の吐と息いきと、涙に染そまった顔が間近にある。怒いかりに満ちているくせに寂さびしそうで、それでも強い光を込めた眼まな差ざしは今も変わらず強きよう烈れつに何かを訴うつたえている。ぐっと握にぎりしめた手の平と肩かた越ごしに伝わる体温が、俺の身体を火ほ照てらせていく。


    　――おそらく、唐沢は認みとめている。俺が、高たか倉くらさんと一いつ緒しよに出場する事を。


    　でも。その声を聞けば聞くほど、ジリジリと焦こがされる。唐沢の熱意に答えなければ。その気持ちを受け止めなければ、と。


    　それは唐沢の希望とは違ちがうかもしれないし、高倉さんとのお祭りの主しゆ旨しとも違うかもしれない。けれど。


    　……よ、よく分からないけれど――


    　押し倒したまま無言の唐沢の肩に、手を伸のばして触ふれる。その淡あわく白い顔をじっと見つめ、


    「な、なあ、唐沢……」


    　声無き声に、答えたい。


    　涙を流すその顔を、笑顔で埋うめ尽つくしてやりたい……！


    「そんなに……悲しいか？」


    「う……」


    「泣くほど、悲しいか？」


    　唐沢が素す直なおに、頷うなずく。


    「でも、だからってどうにもならないわ。……今回は、あんたの勝ちよ。いつみが、あんたがいいって言ったんだし……あんたは何も悪くない。だから、あんたの勝ち。あたしの、負け。勝負は、もうついたの。……それだけは、認めないと」


    「……負け……？」


    「駄だ々だこねてるのはあたしだけよ。分かってる。分かってる、から……」


    　唐沢が小さく拳こぶしを握りしめた。


    　……思えば。それが初めて、唐沢が自分の敗北を認めた瞬しゆん間かんだった。ずっと望んでいた、唐沢に対する初勝利。あの負まけず嫌ぎらいの唐沢に、ついに土をつけた歴史的瞬間だ。


    　……でも。そんなの今の俺にとっては、石ころ程ほどの価か値ちも無い――


    　俺おれが見たいのは、ただ一つ。


    「あ、あのさ、唐から沢さわ」


    「ん……」


    　すぐにでも、お前が、少しでも笑う所――


    「もう一回。……もう一回、勝負を仕切り直さないか、唐沢」


    「……え？」


    　押おし倒たおしてくる唐沢の腕うでを掴つかむ。白く柔やわらかい腕の感かん触しよくをゆっくりと外し、三角に尖とがらせ涙なみだを溜ためた瞳ひとみを見つめながら、確たしかに思う。


    　唐沢には勝った。でもこんな形で、戦いを終わらせたくない。


    「もう一回、やり直そうぜ。俺、やっぱまだお前との勝負を終わらせたくない」


    「……は？」


    「俺が勝負を続けたいんだ」


    　理由なんて何でもいい。中身もバスケだって卓たつ球きゆうだって構かまわない。いっそ枕まくら投なげでも星空観かん察さつでも構わない。勝負のための勝負をしたい。


    　だから……！


    「だ……大体ほら。今回の勝負、ハンデがでかすぎたよな唐沢。うん」


    「……へ？」


    「まず、あのビーチバレーもさ」


    　俺に倒れかかっていた唐沢の身体を、そっと起こす。


    「冬ふゆ野のタワーみたいな作戦しなかったら、俺が勝ってただろ？　お前、身長足りないし」


    　ぱちぱち、と唐沢が瞬まばたき。


    「それ以外にも、この町の雰ふん囲い気きとか、最初から仕組まれてたみたいな、俺と高たか倉くらさんのフラグチックな感じとかさ」


    「……で、でもそれはいつみのお婆ばあ様が、」


    「俺らの恋バトルに元々お婆様は関係ねーよ。……考えてみたら、さ」


    　確たしかに高倉さんのお婆様は喜ばせたい。その気持ちはある。でも。


    「その為ためだけに、唐沢が身を引いたら……俺達がずっと続けてきた勝負はどうなるんだ？」


    　そうとも。


    「俺達は恋ライ敵バルだろ？　だったらこれは、俺と、お前だけの、勝負だ。違ちがうか？」


    「う……」


    　唐沢が困こまったように頬ほおを掻かいた。その照れたような仕草が、なんだか少し可か愛わいらしい。


    「……で、でもほら、それに、いつみもあんたの方がいいって」


    「……それは、その……」


    　一いつ瞬しゆん詰つまり、


    「それも俺おれ達の勝負とは関係ない、だろ？」


    「はい？」


    「大事なのは俺とお前が高たか倉くらさんを好きって事で、だから俺とお前の二人できちんと決着つけよう、って事。だからさ」


    　眉まゆをひそめる唐から沢さわの手をしっかり握にぎる。そうとも、これは何なん人ぴとたりとも立ち入らせない、高校入学と共に始まった、俺と唐沢だけの真しん剣けん勝負――


    「高倉さんの気持ちも大事だけど。でも俺とお前は、そこは二人きりで、さ。もう一度、きっちりやろうぜ？　どっちが勝つか、ちゃんと決めよう。……お前ともっと色々な勝負をして、押おしつけて、戦って、喧けん嘩かしてバカ笑いして、それで……」


    　最後には必ず、決定的な形で。


    「どっちかが『参まいった』って、気持ちよく言ってさ。それまで、高倉さんの事は抜ぬきでもいい」


    　……ずっと勝利ばかり目指してきたけど。


    　それでも、いい。


    　こいつとの勝負を、もっともっと続けたい。こんな所で唐沢に諦あきらめられたり、泣かれたりする方が、今は嫌いやだ。


    「だから、もう一回きちっと勝負しろ。な？」


    　その両りよう肩かたを掴つかみ、唐沢の瞳ひとみを見る。


    　一いつ瞬しゆんびくり、とされた。


    　困ったように顔を俯うつむけ目を逸そらし、唐沢はらしくもなく指をもじもじとさせ……


    「あ……あたしも。出来るなら……そう、したい」


    　僅わずかに、微ほほ笑えむ。


    　が、すぐに。


    「でも、もうお祭りに出るの、あんたに決まっちゃったし……」


    「だったらもう一回お婆ばあ様に頼たのんで、何とかしようぜ？」


    「……でも、いつみとお婆様に悪いわ」


    「そう思うなら例えば、今回はいっそ俺と高倉さんの二人じゃなくてさ。唐沢も加えて三人で、っていうのもアリ――」


    　そう口にしてから、ふと気付いた。


    「あ」


    　……そうだ。いっそのこと三人出場、というのはどうだろう？


    　要は俺と唐沢が対等に立つことが出来て、かつお婆様と高倉さんが困こまらなければいいのだ。そして肝かん心じんのお祭りで、俺だけが一方的に出たりする事が無くなれば良い、のなら……？


    「な、なあ唐沢。俺、いい事閃ひらめいた」


    「いい事？」


    「おぅ！　ち、ちょっとこっち来いよ！」


    　……これだ。


    　唐から沢さわと戦いを継けい続ぞくさせつつ、更さらには高たか倉くらさんもお婆ばあ様も全員が喜ぶ実にシンプルな方法。


    「え、ちょ、朝あさ井い」


    「任まかせろって。いいからさ！」


    　唐沢の手を握にぎりしめ、慌あわてて屋上から廊ろう下かに飛び込んだ。手首を掴つかみ、早足で階かい段だんを降おりていく。お婆様はまだ起きておられるだろうか。


    　閃ひらめいたが吉きち、一いつ刻こくも早く提てい案あんしたかった。もちろん明日でも構かまわない。だけど、少しでも早く、実際にそう告げて唐沢を安心させてやりたい。もしそれで上手く行くなら。


    　唐沢も慌ててついてくる。


    　降りた一階には、幸運にもまだお婆様が残っていた。のんびりとお茶を口にしている。間に合った。おくつろぎ中、申もうし訳わけない！


    「お婆様！」


    「ん？　……なんじゃい朝あさ井い君。そんなに慌てて」


    「あ、あの、あの！　お願いがあるんです！」


    　唐沢を連れて目の前へ。でも別に緊きん張ちようする事じゃない。第一、俺おれの提案はアホみたいに簡かん単たんな話だ。実にシンプル、それでいて分かりやすく！


    「そのお祭りなんですけど、ずばり俺と高倉さんと唐沢の三人で一いつ緒しよに出たら駄だ目めですか！」


    「……は？」


    　お婆様の目が丸くなった。


    「お祭りって要は皆さんに喜んで貰もらうんですよね？　孫がこんなに素す敵てきになりました、って！」


    「……それは、まあ」


    「でしたら高倉さんと俺と唐沢と、あと冬ふゆ野のさんも入れて四人でどうでしょう！　俺は彼氏代理、唐沢は一番の友達で、冬野さんは、ええと……め、メイドさん？　と、とにかく四人仲良しって事で！」


    　考えてみればカップル大歓迎と書いてあるだけで、ペアじゃなければ絶ぜつ対たい駄目というルールは無い。第一、お披ひ露ろ目め会かいみたいなお祭りだろう？　そう考えれば幾いくらでも抜ぬけ道みちがある。


    「どうですかお婆様。何の問題も無いと思うんですが！」


    「……う、ううむ。まあそう言われれば、そんな気もしなくもないが……」


    「でしょう！　って事で、全員で出ましょう！」


    「だが、そんなに出ても大だい丈じよう夫ぶかどうか」


    「だったらお祭りの事じ務む所しよかどっかに許きよ可かして貰もらえば大丈夫だと思います！　何なら俺が行きます。絶っ対オッケー貰いますから！」


    　このお祭りは正式ルールに基もとづいた競技じゃない。二人セットなら女の子同士より男女の方が栄はえるのは分かる。でもそれなら、四人で出ればもっと栄えるだろう？　第一、お祭りを楽しくして何が悪い。


    　それに――


    「しかもですね、お婆ばあ様。ここからがポイントなんですが！」


    「ん？」


    「普ふ段だん多くて二人の所に四人で出れば、インパクトは四倍です！　間ま違ちがいなく人ひと吉よし婆さん、びびります！　連れてきたのが彼氏と、超ちよう可か愛わいい友達と、更さらに……ええと、眼め鏡がねっ子こ？」


    「むむっ……」


    「とにかく、あのチョームカつく婆さんに一発かましてやろうと思いませんか！」


    「ふぅむ。確たしかに一ひと泡あわ吹かせてやりたい気はあるの。面おも白しろい」


    　よし乗ってきた！　これなら唐から沢さわも、何の気き兼がねもなく出れるはず！


    「って事で、お願いします！　いきなり我わが儘まま言ってすいません！」


    「……そういう事なら、まあ構かまわんよ。ただ、やっぱりお祭りの事じ務むに確かく認にんしないといかんが」


    「じゃあそれ、俺おれ達が明日行ってきます！　……って事で唐沢、明日その事務所に行こうぜ？　俺も言うけどお前もほら、お嬢様スマイルで悩のう殺さつしてやれば絶ぜつ対たいオッケー貰もらえるからさ」


    「……え、そ、そう、ですか……？」


    　唐沢が遠えん慮りよぎみに呟つぶやく。うなずくと、ほんの少し唐沢が困こまったようにはにかんだ。


    　それから、やんわり笑うお婆様の顔を覗のぞきこんで。


    「あの。よろしい、んですか？　お婆様。もし本当に彼氏だけを自じ慢まんしたいのでしたら、私は二人きりの方が効こう果か的てきだとは思うのですが……」


    　言いつつ唐沢は少しそわそわしていた。本当は自分も出たいに決まってる。


    　そんな様子を、お婆様はあっさり見み抜ぬいてきた。


    「ま、本当に出れるなら全員の方が面白そうではあるな。人吉婆の腰こしを抜ぬかせるわい。……それにその方が、唐沢さんもいつみと一いつ緒しよに出れて嬉うれしいじゃろ？」


    「え……は、はい」


    「なら、その方ほう針しんで行こうか、うむ。……やはり朝井君は良い男よ。いつみには勿もつ体たいない」


    「あ、ありがとうございます……」


    　つい照れてしまった。


    　それは光栄な褒ほめ言葉だが――それよりも今は、素す直なおに唐沢と一緒に出られる事が、嬉しい。


    　これでまた、元通りだ。


    「だってさ。良かったな、唐沢」


    　ぽん、と唐沢の背中を叩たたいてやる。一いつ瞬しゆんびっくりした唐沢だが、すぐに小さく笑って。


    「……ありがとうございます、朝井さん」


    　お嬢様モードでもよく分かる。これは間ま違ちがいなく感かん謝しやの笑みだ。……な、なんか照れるな。こう改めて言われると。


    「ではそろそろ休むとするかの」


    「はい。……って、すいません。なんか遅おそくにドタドタやってきて。明日でも良かったと言えば良かったんですが……」


    　唐から沢さわを早く安心させたい、という気持ちが勝まさったのだ。どうしても。


    　俺おれの返事に、お婆ばあ様は最後に小さく、そのしわがれた口元に笑みを浮かべ……


    「のう朝あさ井い君」


    「はい」


    「お前さん――そんなに唐沢さんと一いつ緒しよに出たかったのかい？」


    「……へ？」


    「いや何でも。じゃあお休み、二人とも。……ふふっ」


    　最後は魔ま女じよのようにニヤリと笑い、お婆様は俺達を居い間まに残して一階の寝しん室しつへと消えていった。……な、何だろう。最後の笑みは。時折高たか倉くらさんが見せる笑みに似にていた気がするが……


    　まあいいか。とりあえずこれで、唐沢と一緒に出られる。


    　勝負はまた最初から。だが、それで構かまわない。望んで挑いどんだことだ。


    「よし。じゃあ明日はその事じ務むって所に顔を出してみるか。で、意地でも出れるようお願いする、と。これで全部解かい決けつだな。……じゃあまあ、あとは明日に備そなえて寝ねるか」


    「……うん」


    　唐沢に声をかけ、居間を後にし階かい段だんを昇のぼる。その途と中ちゆう、


    「ねえ、朝井」


    「ん？」


    　後ろから、ぼそっと。呟つぶやくように声をかけられた。ギシギシとゆるい階段が響ひびく中、


    「……本当に良かったの？　あたしも出て」


    「おぅ。構わないぜ。さっきも言ったけど、こんな所で終わるのも面おも白しろくないだろ？　……これなら高倉さんも喜んでくれるだろうしさ。高倉さんだって、何でも楽しい方が好きだろうし。……それに、唐沢」


    　階段を昇りきり廊ろう下かに出た所で、唐沢に向かって笑ってやった。


    「俺が、お前と勝負したいって言うか、さ」


    　せっかくやるなら、華はな々ばなしく。楽しく、大きく、最高に！　それは俺の偽いつわりない本心だ。


    「……あんた、やっぱりバカね、本当。いつみとのチャンス、自分からフイにして」


    「いーや、でも今回は自分で選んだ。後こう悔かいは無いね」


    「……ふぅん？」


    　唐沢が薄うすく笑う。不安に揺ゆれ動うごいていた瞳ひとみが収おさまり、その視し線せんがぴたりと俺を捉とらえた。いい目だ。唐沢はやっぱりそうでなきゃ。


    「でもそういう事なら、お祭り当日よろしく。朝あさ井い」


    「おぅ！　ま、一いつ緒しよに出るから直ちよく接せつ勝負にはならないけど、それでも楽しくやって、それからまた後で勝負――」


    「お礼に、舞ぶ台たいの上であたしのスーパーＰＲタイムを披ひ露ろうしてあげるわ」


    「へ？」


    　……ＰＲ？


    「あら。お祭りの時にＰＲタイムがあるんでしょ？　いつみへの。あたしも舞台に上がれるなら、ＰＲしてもいいわよね？」


    「あ」


    　そう言われれば、そんなものもあったような……


    「台詞せりふ何にしようなぁ。普ふ通つうに『大好きです』でいいかしら。それともあのビデオみたいに『愛してます』って花はな束たばあげようかしら。……悩なやむわねぇ。もちろん、舞台の上で言われたら、いつみだってあたしにきゅんきゅんする事間ま違ちがいないし……うーん？」


    　唐から沢さわが言いつつ、ニヤニヤと俺おれを見上げてくる。しまった、そうか。考えてみたら唐沢が出るという事は、必然的に唐沢にもＰＲタイムが与あたえられる訳わけで。


    　勝負と決着がつくのを嫌きらった事で一緒にと言ったが……正直そこまで考えてなかったっていうか……


    「あら。どうしたの朝井。今いま頃ごろ怖おじ気けづいたの？」


    「え？　あ、ままま。まさか！　んな訳ねーだろ？　つーか、そうか、別に舞台の上でも勝負になるんだよな！　だよな！」


    「もちろん。で、朝井も当然、あたしに勝てる自信があるから一緒にやりましょう、って言ったんでしょ？　分かるんだからね、それ位」


    「お、おぅ！　……そ、そうとも。つーか俺にはとっておきのＰＲがあるし？　ま、もともと勝算があるからお前を誘った訳だし？」


    　ねーよ！　そんなものねーよ！


    　つーかさっき唐沢にも言ったけど全く考えてねーよ！


    　……こ、これでもし、お祭りのＰＲで高たか倉くらさん完かん璧ぺきに取られたりしたら、どうしよう……？


    「……そ。じゃあ楽しみにしてるわ、朝井」


    　唐沢がニヤニヤしながら俺の肩かたを拳こぶしでつついてきた。やばい。まずい。さっきまで泣いてたあいつは何ど処こに行った。気づけばあっという間に形けい勢せい逆ぎやく転てん。もちろん勝負したいと言った気持ちにも唐沢を泣かせたくない気持にも偽いつわりはない。が、それとこれとは別問題というか……


    「や、やっちまった……？」


    　うん。勢いきおい余あまってやっちまったかもしれん。


    　はぁ、と溜ため息いき。仄ほの暗ぐらい豆電球の灯る廊ろう下かに、唐沢と二人揃そろって佇たたずみ……


    　まあ、いいか。何とかなるに違ちがいない。多分。


    「ねえ、朝あさ井い」


    　唐から沢さわの声が聞こえた。ん？　とその声に何なに気げなく振ふり返かえった途と端たん――


    　すっと唐沢のか細い両りよう腕うでが、俺おれの首くび筋すじに絡からんできた。


    　温かい体温が身体に触ふれる。柔やわらかな感かん触しよくがパジャマ一枚を通して肌はだに伝わり、突とつ然ぜん、その両腕で身体を抱だきしめられた。唐沢の吐と息いきが間近に迫せまる。


    　思考が完全に凍こおり付ついた。……な、なんだ、これ。……え？


    　か、唐沢……！


    「な、なななっ……どどどどうした唐沢！　いや、っと、えええ!?」


    「……なんでもないわよ。何となく」


    「い、いや、何となくって、お前、」


    「なんか、あたしにも上手く表現出来ないの。……ただ、ほら……」


    「ぅ……」


    「あ、ありがとう、って言うか……うん」


    　唐沢が照れたように、誘さそうように甘く耳元で呟つぶやいた。電でん撃げきに当てられたように身体が硬こう直ちよく、背せ筋すじがぴんと伸のびてしまう。何も考えられない。どうしよう。どうすれば。


    　――このまま、唐沢を抱きしめたい。抱きしめてもいいのだろうか。
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    　ぷしゅー、と頭から湯ゆ気げが溢あふれた所で……夢ゆめ心ごこ地ちのような、柔やわらかい手がするりと解ほどけた。唐から沢さわがほんの少し余よ裕ゆうの顔で、くすりと笑い。


    「じゃあ……おやすみ、朝あさ井い」


    　そう呟つぶやいてこちらに顔も向けず、慌あわてて自分の部へ屋やに戻もどっていった。襖ふすまがぴしゃりと締しまる瞬しゆん間かん、唐沢の頬ほおを赤らめた顔が僅わずかに見える。激はげしく心しん臓ぞうが高鳴り出す。まるで壊こわれた時計のようにドクドクと響ひびいている。止まらない。止まらない。


    「え、えっと……あう……？」


    　言葉を出すのが精せい一いつ杯ぱい。ゴーンゴーン、と二階の何ど処こかで夜の十二時を告げる鐘かねが鳴なり響ひびく。唐沢に抱だきしめられた瞬間、確たしかに何かを掴つかみかけた気がする。どうしよう。俺の身体をぎゅっと抱だき留とめてくれた唐沢が、愛いとおしく見えて仕方がない。


    　――お祭りまで、あと少し。

  


  
    
      　―― 幕間　三 ――

    


    



    　どうしようもなく嬉うれしかった。


    　普ふ段だんアホ面づらばかりのくせに、間ま抜ぬけであたしの邪じや魔まばかりするくせに、いざという時のあいつはどうしようもない程ほどにキラキラしていた。その輝かがやきは荘そう厳ごんな神しん殿でんに佇たたずんでいる白馬の王子様のようで、頭上では運命を告げる鐘かねがゴーンゴーンと鳴り、薔ば薇らの花はな束たばを抱かかえたあいつが優やさしくあたしに手て招まねきしていて、そして何だかんだで格かつ好こう良よくて、


    「……君が好きだ、鈴すず」


    　……そ、そんな真顔で言われると。


    　言われると……あたしだって……


    「……し、仕方ないわね朝あさ井い。あ、あんたがそこまで言うなら」


    「照れてる君も可か愛わいいよ、鈴」


    　もはや小細工は通じない。朝井が耳元で甘く囁ささやく。男の子らしい、少しごつごつした手があたしの頬ほおを包み、ぐっと唇くちびるに引き寄せられて――


    



    　ヴーッ　ヴーッ


    



    　騒さわがしく鳴る携けい帯たいのバイブレーションで目が覚めた。開いた瞼まぶたと共に、思い出したようにぱっくんぱっくんと心しん臓ぞうが拍はく動どうする。


    「な、ななな、何よ今の夢……」


    　ありえない。なんで、なんでいつみじゃなくて朝井なのか。そりゃあ確たしかに何となく反はん射しや的てきに抱だきついてしまったけれど、あれは単なる事じ故こであって勝手に身体が動いちゃったって奴やつなのでノーカウントっていうかその、つまり、あれがあれなだけであってあああああ――


    「ああもう……っ！　ぐ！　ぬっ！　ふおっ！」


    　タオルケットを垂すい直ちよく蹴げりでぶっ飛ばした。花はな柄がら模も様ようが宙ちゆうを舞まい、騒がしく鳴る携帯電話を握にぎりしめる。この電話、もし朝井だったらどうしよう。こんな朝早くから何だろう。絶対怒ど鳴なり散ちらしてやる。あんたが悪い。今の夢は絶ぜつ対たいあんたのせい。大体なんだってあたしが、あんな、あんな。


    　……でも、本当にこんな朝から呼び出して『大事な話があるんだぜ』とか言われたらどうしよう。殺すか。殺すしかないか。でも。


    　……わ、悪くは、ないかも。


    　携けい帯たいをパチンと開く。期待と不安が半分こ。その画面を覗のぞきこんで……


    「……っ」


    　反はん射しや的てきに一度閉じた。


    　――僅わずかに踊おどる気持ちが、静かに冷えていく。


    　……つまらない。自分は一体、何に期待していたのか。


    　布ふ団とんから身体を起こし、まずは軽くカーテンを開く。


    　窓まどの外には夜明けの青空が広がっていた。太陽が昇のぼる直前の、薄うす暗ぐらい空がゆっくりと晴れていくような……透すき通とおるような、綺き麗れいな色合い。


    　窓まどを開けて、空気を吸すいたい。けれど、そんな時間も無い。


    　諦あきらめて溜ため息いきをつく。布団から立ち上がって一度大きく深しん呼こ吸きゆうし、気持ちを落ち着ける。と、


    「……お嬢様……どうかされましたか……？」


    「え？」


    　隣となりを見ると、あたしが蹴けり飛とばしたタオルケットを頭からぶっかけられた冬ふゆ野のがぼんやりした目で見つめていた。まだ寝ねぼけ眼まなこなのは今が朝六時だからだろう。ご、ごめん。


    「な、なんでもないわ冬野。ごめん。ちょっと夢に朝あさ井いが出てきて慌あわてただけだから」


    　冬野の肩かたを軽くさすって寝かしつける。冬野は頭をこっくりこっくりさせながら「昨日も抱だき合あっていたんですし、現実でも早くくっついてしまえば……」とよく分からない事を言いつつ横になり、すぐにスヤスヤと寝ね息いきを立て始めた。それを確かく認にんしてから、眩まぶしくないようにカーテンを閉じる。


    　――正直、この夏休みの旅行では冬野もかなり気を緩ゆるめている。前はあたしと同じぐらい思おもい詰つめた顔をする事の多かった冬野が、今はあたしと同じように楽しんでくれている。


    　……彼女は唐から沢さわ家けの付き人だけれど、苦楽を共にしてきた友達でもある。せっかく遊びに来たのなら、あたしだってそれなりに……楽しんで欲しい、と思う。その為ためにも。


    　さて、と腰こしを上げて部へ屋やを出た。廊ろう下かを歩いてお手洗いに行く手前、再ふたたび携けい帯たい電話が震ふるえだす。……どうせ大した話じゃない。いつもの嫌いやがらせに決まってる。


    「……よし」


    　瞼まぶたを閉じ、耳に携帯を当て……声を軽く、調整して、手に取った。


    「……もしもし？　おはようございます、玲れい奈なさん。どうされました？　こんな朝早くに」


    『おはようございます、鈴すずさん。お目覚めの程ほどはどうですか？』


    　最悪よ、なんて口に出すほど愚おろかじゃない。大体、朝六時は明らかに嫌がらせだ。


    　せっかく……いい気分に浸ひたっていたのに。


    「ええと、まだ少し眠ねむいですが……」


    『そうですか。それは申もうし訳わけありません。ただ今日は、急ぎの連れん絡らくがありまして』


    「……急ぎの連絡、ですか？」


    『はい。実は、唐から沢さわ家けで行われる研けん修しゆう日につ程ていが変わりまして』


    「変へん更こう？」


    『突とつ然ぜんのお知らせですが、研修は明日の夜からになりました』


    「は？」


    　明日――つまり、お祭り当日？


    　……そんな馬鹿な。お父様は確たしかに八月からと言った。確かく認にんした。間ま違ちがいない。


    「え、ええと……すいません。そのような話は初耳なのですが……」


    『ええ。ですから今ご連絡しました。少し遅おそくなって申もうし訳わけありません』


    「で、でもお父様は確かに八月から、って」


    『お父様はお忙いそがしい方ですし、私達唐沢家にとって時間はとても貴き重ちようなもの。予定の変更ぐらい、想そう像ぞう出来る事ですよね鈴すずさん？』


    　そうだけど。


    　でも明日は。明日だけは――駄だ目めだ。絶ぜつ対たいに！


    「あ、あの。私、今ちょっと遠い所におりまして。明日は……すいません。明後日あさつてには必ず、」


    『ええ、存ぞんじております。ずいぶん遠い田舎いなか町まちにおられるようですね？』


    　そうなの。だからすぐには行けな――


    　……違ちがう。


    　遠い田舎いなか町まち、となんで知っているんだろう。


    　お父様には行き先を告げていない。七月は自由にしていい、と約束しただけだ。いつみの実家に行く、なんて言いたくなかった。


    　……わざわざ調べた上で、電話してるのだ。


    『確たしかに大分遠い所におられるようですが、でも一日あれば戻もどってこられる場所でしょう？』


    「そ、それは……でも何分、不ふ慣なれな土地ですし。せっかくならお友達と一いつ緒しよに、草くさ地じ一いちまでは帰りたいなと思いまして。万が一、迷まい子ごになってはいけませんし」


    『そうですか？』


    「ええ。それに明日は皆みなさんと約束もありますので、お父様には申し訳ないのですが一日だけ……」


    　自分でも分かる、めちゃくちゃな言い訳だった。迷子が怖こわいから帰りません、だなんて聞いた方がびっくりする。でも何でもいい、とにかく明日だけは。その次の日とかなら構かまわない。最悪、ずる休みでも風か邪ぜを引いたでも何でもいいから――


    『なら仕方ありませんね。道に迷まよったら大変ですし』


    「ええ……。……え？」


    　背せ筋すじにざわり、と寒さむ気けが走る。


    　……こんな言い訳が、通じた？　玲れい奈なに？


    　そんな筈はずは無い。何か企たくらみがあるはずだ。不安が広がる。手が震ふるえる。落ち着いて。


    『でしたら……そうですね』


    　玲れい奈なが呟つぶやく。何かある。そう思った所で――


    　確たしかに、聞いた。


    　彼女が電話の向こうで、くすりと笑うその息いき遣づかいを。


    『では鈴すずさんが迷まよわないよう、私が直じき々じきにお迎むかえに参まいりましょう』


    「………………え？」


    『今は夏休みですし、私も気晴らしに出かけたいと思っていた所です。たまには長閑のどかな田舎にのんびりと赴おもむくのも、悪くはありません』


    「なっ……で、でも」


    　来る？　あいつが来る？


    　嫌いやだ。お前なんか絶ぜつ対たい、いつみや朝あさ井いと顔を会わせたくない――


    『もちろん嫌とは言いませんよね？　言えませんよね？』


    　玲奈の口調に棘とげが混まじる。いつもの、あのどす黒いオーラを纏まとったあいつがぺろりと舌したなめずりをするのが見える……！


    『お父様のご命令ですし、私が直々に行きますから無む視し出来ませんよ？　当日になってずる休みも体調不良も天てん候こう不良も効ききませんよ？　そう、あんたはただお友達にごめんなさいって頭下げて泣きながら大人しくあたしと一いつ緒しよに来るしか道は無いのよ。分かります？　ま、あたしはそんなあんたの顔が見たいだけなんだけど？』


    「う……ぐっ……！」


    『分かったら返事は？　かしこまりました玲奈様、でしょう？』


    「だ、黙だまれこのクズ女……！」


    『じゃあ鈴さん。明日、駅までお迎えに参りますので』


    「ち、ちょっ」


    『――もし居いなければ、そちらの家までご挨あい拶さつに伺うかがいますから』


    　ぶつっ、とそこで電話が切れた。声をかけてもツーツーと続く無情な音が耳に残り……


    「ざけんな……っ！」


    　携けい帯たいを握にぎり潰つぶそうかと思った。頭の中で言葉がぐるぐる回る。明日。玲奈が直ちよく接せつ、来る。


    　無む視しする？　駄だ目め。万が一お祭り会場に乗り込まれでもしたら。朝あさ井いと、みんなが作ってくれたせっかくの舞ぶ台たいがぶち壊こわしになってしまう。無視すればいいなんてもんじゃない。いつみが嫌がる。朝井が怒おこる。冬ふゆ野のなんか、あいつに会わせたら怯おびえて固まってしまうかもしれない。


    　絶ぜつ対たいに、誰だれにも指一本触ふれさせたくなかった。大事な大事な、朝井がああも言ってくれて楽しく迎えるお祭りなのだ。最初から最後まで完かん璧ぺきに、楽しく遊び通したい。だから、あいつに顔なんか出させちゃ駄目だ。そんな事は絶対させない。


    　――あたしの意地に懸かけて、守り通す。


    「っ……」


    　でも。だからと言って――


    　勝手にあたし一人で抜ぬけ出だす訳わけにも、いかない。


    　分かるのだ。朝あさ井いがあれだけ言ってくれた。一いつ緒しよに居いて欲ほしいと言ってくれた、という事は……


    　あたしも一緒に出なければ、きっと朝井は何かあったと心配する。おそらく、いつみとのお祭りを放り出してまで。朝井がそういう奴やつだという事ぐらい、あたしは身に染しみて知っている。


    　それに。あたし自身、出たいのだ。朝井と、いつみと、冬野と合わせて……四人で、お祭り。


    　……落ち着いて。落ち着いて。瞼まぶたを閉じて、ゆっくりと息を吸すう。大きく吐はく。


    「考えて、考えて……あたしだって、いつみと同じぐらい……朝井と同じぐらい、みんな仲良く楽しもう、っていう気持ちがあんのよ……！」


    　奮ふるい立たたせるように言葉を紡つむぐ。大だい丈じよう夫ぶ、活路はある。朝井のように簡かん単たんで、シンプルで分かりやすい答えは必ずある。


    　玲れい奈なの言葉。研けん修しゆう。お父様の命令。約束。お祭り。あいつとのＰＲ合戦。


    　……大丈夫よ町まち元もと鈴すず。落ち着いて。手を胸むねに当てて考えて。


    　今のあたしは、昔のあたしとは違ちがう。


    　あたしの後ろには、あいつが。


    　朝井がしっかりと、付いている。だから。


    「……よし」


    　瞼を、開く。……決めた。


    　お祭りの邪じや魔まなんて絶ぜつ対たいさせない。


    　あたし一人で、凌しのいでみせる。

  


  
    
      　―― 第四章 ――
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    　夕日に焼かれたアスファルトの坂道を下っていくと、そこには人が溢あふれていた。


    　一体この町のどこに、これだけの人が居いたのだろう。浜辺の入口にでかでかと書かれた砂すな日ひ町まち夏祭りの横おう断だん幕まくをくぐり抜ぬけると、田舎いなか町まちとは思えない大おお騒さわぎが始まっていた。


    　草ぞう履りで砂浜を行き交う人の群むれ。立たち並ならぶ出店からは甘い香かおりが漂ただよい、ステージ側からは出し物をしているのか拍はく手しゆの音が響ひびき渡わたる。一歩でも踏ふみ出だせば声と雑ざつ踏とうに紛まぎれてしまいそうな、まさに夏の風物詩とも言えるごちゃ混まぜ感かんを詰つめ合あわせた光景だ。


    　その会場の入口で見み渡わたしつつ。


    「……にしても唐から沢さわと高たか倉くらさん、遅おそいですね……」


    　トントン、と軽く足下のサンダルを鳴らして首を捻ひねる。


    　孫自じ慢まん大会の開かい催さいは午後八時過ぎ。だからと言って、その時間までぼさっと待つのは愚ぐの骨こつ頂ちよう。第一、この砂日町夏祭りは夕方から始まったパレードを皮切りに郷きよう土どダンス、地元商店街のくじ引き大会、締しめには花火まで開かれるのだ。


    　そして何より、祭りと来れば出店がある。それらを全て堪たん能のうすべく、俺おれ達の出る孫自慢大会よりも大分前に来たのだが……


    「おそらく気合いを入れて準じゆん備びしているのですよ。せっかくのお祭りですし」


    　隣となりの冬ふゆ野のさんがクスクス微ほほ笑えむ。その彼女の準備は既すでに完かん璧ぺきで、一昨日おととい高倉さんに見せて貰もらった装しよう束ぞくのような上下を着込んでいた。メインカラーは青だ。ちなみに彼女だけ先に来ている理由は、高倉さんが唐沢を捕つかまえ「鈴すずっちの衣い装しようは気合い入れる！」と家で色々としているためである。二人が遅おくれているのだ。


    　……に、しても。


    「冬野さん。俺おれもオシャレした方が良かったですかね？」


    　言いつつ自分の身体を見下ろす。俺の服はと言うと、実はこっちに来る時と同じく例の白黒シマウマだ。……リアルな話、高倉家には女性用の衣装だけで肝かん心じん要かなめの俺の服が無かったのである。お婆ばあ様が「ぬかったわ……」と呟つぶやいていたから本当に忘わすれてたのだろう。


    　仕方がない、とは思うが……


    「まあ朝あさ井い様の気持ちは分かりますが、この辺りには都会のような洋服店がありませんし。それに小さなお店で買いますと、お値ね段だんもなかなか張はりますよ。洋服は」


    「ですよね。うーん」


    「ま、もともと朝あさ井い様には何を着せても猫ねこに小こ判ばんです。問題ありません」


    「……それ、確かく認にんしなくても馬鹿にしてますよね」


    「違ちがいますよ。朝井様の魅み力りよくは内面にこそある、と喩たとえたのです」


    　絶ぜつ対たい嘘うそだ。冬ふゆ野のさんの笑みを見てれば分かる。


    「あ。来られましたよ、お嬢様」


    　そう言われて振ふり向むくと、横おう断だん幕まくの張はられた坂道の向こうから「おーい」と高たか倉くらさんが手を振っていた。その姿すがたは一昨日見たのと同じくオレンジと黄色を基調とした衣い装しようで、その外装は冬野さんと同じ。という事は唐から沢さわも……


    　と、その奥おくに視し線せんを向けた所で。当人にぴたりと視線が合った。


    「う……」


    　最初に目についたのは、鮮あざやかな赤だった。


    　祭り会場前に並ならぶ提ちよう灯ちん飾かざりに照らされて、衣装が煌こう々こうと輝かがやいている。鮮やかな赤と黄色が入り交じった姿は、その小さな身体のラインと相まってずいぶんと可か愛わいらしく……それでいて、頭に赤のハチマキを巻まいた姿は実に様になっている。生き生きとした顔はなんとも唐沢らしく輝き、彼女らしい力強さがあると言うか……


    　俺の視線に気づき、唐沢が少し照れたように顔をうつむけた。その仕草がまたさりげなく可愛いうえに、その唐沢が上うわ目め遣づかいで、一言……


    「……どう？　これ」


    「え？　えっと……」


    　どうって何が？　に、似に合あってるっていう意味か？


    　……そういう意味なら、その。


    　似合いすぎてて困こまるっていうか……


    「うん。に、似合ってる」


    「そ、そう……ありがと」


    　唐沢が呟つぶやく。


    　なんだか恥はずかしくなって視線をつい逸そらすと、その横で、


    「……はっ」


    　高倉さんと冬野さんがニヤニヤしていた。い、いかん。つい。


    「と、とにかく行きましょう！」


    　赤くなった頬ほおを隠かくしつつ慌あわてて先せん陣じんを切り、三人と共に砂すな浜はまに足を踏ふみ入いれる。


    　一歩入れば、そこは途と端たんに人の群むれだ。傍かたわらから「フライドポテト、今から五分だけ五十円引き！」と威い勢せいのいい声が響ひびいて振り返ったが、出店の頭上に値ね札ふだが見える程てい度どであとは人の頭しか見えない。下へ手たに行けばはぐれてしまう可か能のう性せいもある。


    　会場が砂すな浜はまなのでぐるっと回れば必ずどこかに出てこれるが……一いち応おう、迷まい子ごには気をつけないと。


    　なんて思っていると――


    「あれ、鈴すずっち？　……鈴っち？」


    　高たか倉くらさんが声をかけるが唐から沢さわからの反はん応のう無し。もしやあいつ、もう迷子になったんじゃ――と慌あわてて探さがすと、唐沢は先さき程ほど声をあげていた露ろ店てんの入り口で「ありがとうございましたー！」と威い勢せいのいいあんちゃんの掛かけ声ごえを背せにフライドポテトを買っていた。って、


    「買うのはえーよ！　もうちょっと見回りながら一いつ緒しよに買おうぜ唐沢！」


    「い、いや、ほら……ご、五十円引き……それにみんなで食べたいかな、って」


    「うっ……ま、まあ確たしかに……っていうか衣い装しよう着てても唐沢は唐沢なんだな……なんかちょっと安心した、っつーか……」


    「はい」


    　唐沢が包ほう装そうパックに包まれたポテトを俺おれに差し出す。威勢を削そがれ、まあいいかと思って一口貰もらう。唐沢が美お味いしそうに頬ほおを膨ふくらませていた。……でもやっぱ今日のお前、なんかずいぶんと可か愛わいくないか？


    　……って、いかん。何だか過か剰じように唐沢を意い識しきしすぎだ。そういう訳わけでは。


    「本当、お祭りなんて来たの何年ぶりかな……多分、小学校の頃ころに遠とお野のちゃんと一緒に迷子になって以来よね」


    「思い出が迷子なのか……」


    「あの時は大泣きしたわ、本当。こっちだよこっちだよ、って引ひっ張ぱられて気がついたら山の中なんだもの」


    「山の中!?」


    　それはどこまで方向音おん痴ちなんだ。いくら小学生とはいえ。


    「つーかお前、今でも身長低いんだから迷うなよ？　本当」


    「あら、大だい丈じよう夫ぶよ。もう高校生だもの。それにほら、こうしたら迷子にならないし？」


    　と言って唐沢が高倉さんに腕うでを絡からめる。おっ、と高倉さんが反はん応のうして腕を絡め返し、二人でにーっと笑っていた。くそぅ、相変わらず上手く抱だきつく奴やつめ。


    「よし。じゃあ朝あさ井い君。お祭りを見ながら舞ぶ台たいの方に行ってみようか。あたし達が出る場所、確かく認にんしとかないとね」


    「あ、はい。お願いします」


    　高倉さんの提てい案あんで、まずはお祭り会場を練り歩きながらステージを目指すことにした。もちろん出店を覗のぞきながらである。


    　小さな田舎いなかのお祭りと言えど侮あなどり難がたし。露店を見れば玩おも具ちやのプラスチックライトセイバー（五百円）と微び妙みように男心をくすぐるものを見つけてしまった。乾かん電でん池ちを詰つめて光らせるタイプで、振ふるとウィーンと音までする五百円の割わりには素す敵てきな代しろ物ものだ。しかもスイッチでカラーまで変わるのである。


    「朝あさ井いもアホね。そんなの欲しいの？」


    「でも唐から沢さわ、これ振ると音鳴るんだぜ？　色も変わるし！　凄すごくね？　ぶーん、って」


    「……ま、まあ、ちょっと欲しいかも――」


    「だろ？　……ま、で、でも、ちょっと荷物になるか……」


    　最後まで悩なやんだものの、結局買わずに諦あきらめる。と、


    「ねえねえ朝井君、唐から揚あげパック買うけど一いつ緒しよに食べる？」


    「あ、はい！　もちろんです！」


    　高たか倉くらさんの提てい案あんに速そつ攻こうで頷うなずく。それはもちろん、高倉さんと一緒になら是ぜ非ひ！


    「あ、俺おれ奢おごりますよ。いつもお世話になってるお礼で。……あ。でもこれ三個入りでし、あっちの四個入り買いません？　一人で一個ずつ。もちろん俺が出しますので！」


    　こういう時こそ高倉さんの言う、俺の格かつ好こういい男らしさってものを――


    「さすが朝井様ですね。有あり難がとうございます。ちなみに私はあちらの苺いちごかき氷も所しよ望もうします」


    「ねえ朝井、あたし、あそこのくじ引き屋に置いてある巨大クマ人形欲しいんだけど」


    「無茶言うなって！」


    「ぶーっ」


    「いや、ぶーってお前、頬ほおを膨ふくらませるなっつーの……」


    「まあまあ朝井君。鈴すずっちは甘えてるだけだよ？　分かってあげないと」


    「甘えてるっていうか我わが儘まま言ってるだけじゃ……」


    「この世界で鈴っちが我が儘言える相手、何人ぐらい居いるのかなぁ、とか言ってみたり？」


    　にひひっ、と高倉さんが笑いつつくるくる回り、その先のステージへと辿たどり着つく。


    　間近で見るステージは先日ビデオで見た通り、元々砂すな浜はまの上にオブジェのように作られたものらしい。板作りの舞ぶ台たいにはさほど奥おく行ゆきも無く、スタンドマイクがステージ中央部に置かれているのみというシンプルなもの。左右にはステージ袖を隠かくすための少々小さい三角形のオブジェが置かれており、肝かん心じんの背はい景けいには薄うすいベニヤ板に厚あつ紙がみを貼はって海とクジラの絵を描いたものだった。地元の小学校からの寄き贈ぞう品ひんらしい。


    　そのステージ脇わきには現在、ずいぶん厳いかつい男達が小こ太だい鼓こを片かた手てに「オス！」と気合いを入れている。その隣となりには俺達と同年代だと思われる男女が数名……こちらはこちらでニワトリの頭のような兄貴や、浴衣ゆかた姿すがたの女の子と千差万別。


    　……同年代、という事ならもしや――と思った時。


    　ドドーン！


    　盛せい大だいな太鼓の音が響ひびいてきた。


    「お？」


    　四人で顔を上げると、先さき程ほど太たい鼓こを手にしていた男達が順次ステージにのし上がり、ばちを振ふり回まわし小太鼓を叩たたきながら「よっ！」「せいやっ！」と野太い声で掛かけ声ごえを上げていた。更さらにステージの脇わき、砂すな浜はまに置かれた大太鼓が大男によって激はげしく乱らん打だされている。


    　高たか倉くらさんが口を窄すぼめて感心した後、真ま似ねして「よっ！　とおっ！」と腕うでを振った。隣となりを通った通行人がくすりと笑い……そ、それはちょっと恥はずかしい……


    「いつみ。……あんたは相変わらずだね、まったく」


    　と、人ごみをかき分け丸い顔が覗のぞいてくる。高倉さんのお婆ばあ様だ。


    「お、婆ちゃん！　もう来てたの？　人ひと吉よしさんは？」


    「今会ってきたよ。ふん、あの婆ばばあ、あたしらの孫が四人で出ると言ってやったら目を逆さか立だてて『勝負は数より質よ』とかぬかしおった。……数も質も負けておらん所を見せてくれよ？」


    　そう呟つぶやき、お婆様が俺おれ達に顔を上げる。


    　唐から沢さわと顔を見合わせた。――それは、もちろん。


    「当然です！」


    「任まかせてください、お婆様」


    「うむ。頼たのもしいね」


    　お婆様がにっこり笑った。もちろん俺達だって、本題は忘わすれてない。ＰＲも一いち応おうしっかり考えた。大だい丈じよう夫ぶ。


    「……ところでいつみ。ほれ、あっちで人吉ん家ちの孫がお前に会いたがっておったぞ？」


    「あ、なっちゃん？」


    　高倉さんが顔を上げると、その向こうで先さき程ほどの浴衣ゆかた姿すがたの女の子が手を振っていた。頭にかんざしをつけ、ずいぶん和風な……あの人吉婆さんの孫とは思えない可か愛わいい子だ。


    「久しぶりー！　……あ、えっと、」


    　高倉さんがふと俺達の方を向き、申もうし訳わけなさそうに手を合わせ。


    「ごめん、ちょっと行ってくるね？」


    「どうぞどうぞ」


    　せっかく久しぶりに会う旧友だ。……ちょっと寂さびしいけど、そういうのは大切にしないと。


    　高倉さんが同級生の群むれの中に飛び込んでいく。その後ろ姿を見送っていると、唐沢が俺の背せ中なかをつんつん、とつついてきた。うん？


    「朝あさ井い。冬ふゆ野の。せっかくだし、あたし達ももう少し見て回らない？」


    「ん、そだな」


    　頷うなずくと、唐沢が上うわ目め遣づかいにちらっと俺を見つめ。


    「……でさ、朝井。お祭りのオススメ、って何かある？　美お味いしいものとか」


    「オススメ？　んー……」


    　そういえば、お祭りに来たこと殆ほとんど無いんだったな。


    　……そうだな。祭りの名物。


    「名物って言えば……わたあめ、とか？」


    　でも子供じゃあるまいし、今いま更さらそんなもので喜ぶだろうか。


    　なんて思いながら唐から沢さわを見ると。


    「わたあめ、って何？」


    「……。……へ？」


    　唐沢が、冗じよう談だん抜ぬきにその首を斜ななめに傾かしげていた。


    



    　　　　＊


    



    「な、なにこの雲のかたまり……！」


    　唐沢がしげしげと、警けい戒かいする猫ねこのような視し線せんで丸々と膨ふくらんだわたあめを見つめている。確たしかに改めて見ると、わたあめって不思議物体ではあるが……


    「まあいいから食ってみろって。甘いから」


    「ど、どうやって食べるの？　ちぎって？　直ちよく接せつ？　手を離はなしたら飛んでかない？」


    「大だい丈じよう夫ぶだって。どうやって食ってもいいぞ？」


    　唐沢がおそるおそる手を伸のばし、ちぎって口に含ふくむ。


    「あ、甘い……！」


    　唐沢の口元がほころんだ。気に入ってくれたらしくて何よりだ。……本当にお祭り来た事が無かったんだなお前。考えてみればこの前の東ひがし山やま祭さいだって、演えん劇げきしただけですぐ帰っちゃったし……


    「お嬢様。朝あさ井い様。立ったままではあれですし、あちらに座すわりましょうか」


    　そう告げる冬ふゆ野のさんの案内で少し砂すな浜はまを歩き、海に突つき出でたコンクリに腰こし掛かける。わたあめと一いつ緒しよに買ったタコ焼きパックも開いた所で、冬野さんが「あ」と呟つぶやいた。


    「失礼。そういえば、飲み物がありませんね。……買ってきましょうか」


    「あ。……じゃあ、お願いしてもいいですか冬野さん。タコ焼きとか食べたら喉のど渇かわきますし」


    「ええ。……では、ごゆっくり」


    　冬野さんが薄うすく微ほほ笑えんで立ち上がり、お祭り会場の方に戻もどっていく。その様子を見ながら一息つき、わたあめ付きの唐沢と二人並ならんで一息つく。


    　目の前にはテント屋根や各々の出店を囲うように、煌こう々こうと光る提ちよう灯ちんが並ならんでいる。笑い声が雑ざつ踏とうのあちこちから響ひびき、ほぅ……と息をついて隣となりを見れば、唐沢が幸せそうにわたあめを頬ほお張ばっている最中だ。


    　遠目には三日月のような形の海岸線が続き、その向こうの崖がけ際ぎわで灯台がチカチカと光を放っている。


    「朝あさ井い」


    「ん……？」


    「綺き麗れいね。海も。お祭りも」


    「ああ」


    　遠くから、太たい鼓この音が響ひびいてくる。


    　……もう暫しばらく、こうしてのんびり出来ないだろうか。


    　遠目に海を見つめ、空を見上げれば夕日は既すでに消えて宵よい闇やみが始まる時間。一番星が輝かがやき始はじめ……視し線せんを下ろせば、そこは賑にぎわうお祭りの最中――


    「あのさ、朝井」


    「……ん？」


    　唐から沢さわがほんの少し柔やわらかな声で腕うでを上げ、海岸沿ぞいの先を指した。……ん？


    「さっきの迷まい子ごの話だけどさ。あっちに灯台あるの見える？」


    「ああ、あれか」


    　三日月状に、なめらかに走る砂浜のカーブの向こう。小さな港の上で灯台の明かりが、夜の飛行機のように点てん滅めつしている。暗い海の道しるべ。


    「迷子になった時、ああいう灯台みたいなのがあったらいいのにね」


    「……だな。もともと灯台って、船が遭そう難なんしないようにするためだし」


    「うん」


    　唐沢がずいぶんと神しん妙みような口ぶりで呟つぶやく。隣となりを見ると唐沢は最後のわたあめを口に含ふくみ、満足そうにその棒ぼうを口元から引ひき抜ぬいた。傍そばに置いたごみ袋ぶくろにしまい込む。


    「なんだよ。迷まい子ごの心配か？」


    「……お祭り見てたらさ。昔、二人で迷まよったとき、本当に大変だったなぁ、って」


    　昔の事を思い出したのだろうか。唐沢が溜ため息いき。まあ以前のお祭りの思い出がそれでは、な。


    　……でも。そんなの、もう心配する事無いだろう？　今はもう高校生なんだし。


    　それに――


    「まあ、何だ。もし迷子になったら、その時は今度は俺おれが探さがしに行ってやるよ」


    　ちょっと格かつ好こうをつけてみた。何かあったら、すぐ駆かけつける。だから安心しろ……なんてさ。


    　少し冗じよう談だんっぽく言ってみた。が、その台詞せりふに唐沢が隣で黙だまってしまう。……あれ？


    　……い、いや、唐沢？


    　そこまで沈ちん黙もくされると、それはそれで困こまるんだけど……


    　首を傾かしげる俺の前で、唐沢がくすっと笑い。


    「そうね。じゃあ、迷子になったら朝井に頼たのむわ。探しに来て、って。朝井があたしの灯台代わり、ね」


    　そう呟つぶやき、不意に唐沢が振ふり返かえる。


    「う……」


    　そんなに真ま面じ目めな顔で見つめられるとは思わなかった。


    　……頼たよりにされている。そう、捉とらえて良いのだろうか。


    「あ……と。まあ、ほら。つまり……うん」


    　言ってて唐から沢さわも恥はずかしくなったのか。今度は俺おれの手元にあるタコ焼きに爪つま楊よう枝じを刺さし、口元に運んで……


    「ほ、ほら、その……」


    　何だろう。何を言われるんだろうか。


    　か、唐沢……？


    　背せ筋すじを伸のばした俺の前で、唐沢がゆっくりとその小さな口を開き……


    「あ、あ、あふっ……」


    「あふ？」


    「あ、つ、熱い！」


    「あ……？」


    　って、


    「バカお前、ちゃんと冷ませって。タコ焼きは中のタコが熱いんだぞ？」


    「先に言ってよそういう事は……！」


    　ぐすっ、と唐沢が涙なみだ目めで言い返す。はふはふしながら何とか飲み込み、唐沢が最後に悪あく態たいをついた。と言われてもお前が焦あせって食うからだ。まったく、そんなに食い意地張はらなくても……


    　まあ、ちょっとぐらいはいいか。お祭りなんだしな。


    「もう……朝あさ井いの意地悪」


    「いやいや、知らなかったお前が悪い」


    「ふーん」


    　唐沢がそっぽを向く。……でも、すぐにその頬ほおを綻ほころばせ、クスクスと一いつ緒しよに笑った。


    　何がおかしいのかよく分からないけど、とにかく心ここ地ち好よかった。安心するような、アホっぽいような、落ち着いたような。それでいて、ほわほわとしたような。


    　なんか、こういうのも悪くないな、っていう感じの……


    「……よし」


    　唐沢が立ち上がる。……ん？


    「朝井。あたしちょっとだけ離はなれるわね」


    「ん？　ああ、いいけど……どした？」


    　何だろう、突とつ然ぜん。


    「ちょっと、そこまで。……あんまり言わせないで？　女の子のデリカシーなんだから」


    「あ、し、失礼」


    　つまりお手洗いだろうか。


    　唐から沢さわが答え、自分のサンダルを整える。何だか妙みように姿すがたを気にしてるように思えるのは、俺おれの気のせいか。


    「あ、それとね朝あさ井い」


    「ん？」


    「冬ふゆ野のが戻もどってきたら、たまには冬野のエスコートもしてあげなさいよ？　あたしといつみもだけど、今回冬野もすっごく楽しんでるみたいだし。色々世話になってるから、お礼も兼かねて、さ」


    「へ……？　あ、ま、まあな。でもお前は？」


    「ちょっと。……すぐ戻ってくるけどね」


    　唐沢がそう答え。小さく、笑った。


    　――ほんの少し、気になった。


    　唐沢はにっこりと笑っているようで、覚かく悟ごを決めたような。そんな笑顔にも、見える。


    　でも、確かく信しんは出来なかった。


    　それは、唐沢があまりにも普ふ通つうに。


    　何の悲ひ壮そう感かんも無く、しっかりと笑っていたから。


    　……だから、


    「ま、とりあえず迷まようなよ？」


    　頷うなずくだけにした。


    「大だい丈じよう夫ぶよ。別にどっか行く訳わけでもないし」


    　唐沢が言い、俺に手を振ふって歩き出す。長い髪かみを揺ゆらして歩いて行く後ろ姿は、どんなに遠くなってもよく目立っていた。それとも、俺があまりに唐沢の姿を見み慣なれたから、そう思うだけか。


    　てくてくとお祭り会場に歩いていく姿が大人達の間に紛まぎれ込こみ……長い髪とその背中がゆっくりと、雑ざつ踏とうの中に消えていく。


    　……何だろう。ちょっと寂さびしいような――


    「朝井様。お嬢様はどちらに？」


    「おわっ！　ふ、冬野さん、なんで背はい後ごから出てくるんですか！　お祭り会場あっちですよね！」


    「そんな些さ細さいな事はどうでも良いのです。それで？」


    「……え、えっと……何かお手洗いみたいで」


    「ああ。確たしかに、少し遠いのですよね。お手洗い」


    　改めて聞けばそもそもこの浜辺自体にトイレが無く、少し離はなれた所まで歩くのだと言う。ふぅん、と頷うなずきつつ、それはさておき――


    「あ、ところで冬ふゆ野のさん。せっかくのお祭りですし、冬野さんももっと見て回りませんか？」


    　……時間があるのなら、確たしかに冬野さんのエスコートも悪くはない。そう思って聞くと。


    「朝あさ井い様が私のエスコート、ですか？」


    「ええ。いつもいつもお世話になっているお礼も兼かねて、です」


    　さすがに唐から沢さわの入れ知恵だとばれただろうか。そう思ったが、冬野さんはペットボトルを片かた手てにくいっと眼め鏡がねを上げて。


    「……では、お願いします。朝井様」


    　そう静かに、しかし珍めずらしいほど面おも白しろそうに、返事を貰もらった。
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    　お祭りでの女性のエスコート先、とは何ど処こが良いのだろう。悩なやんだ末に、二人で遊べる所が良いかもしれない、と選んだのは。


    「ええと、射しや的てきなんかどうです？」


    「ええ。構かまいませんよ」


    　……女の子に射的って良いのかな？


    　と疑問には思ったものの、口に出した以上はと思い砂すな浜はまをずいずい進む。このお祭りで射的屋は珍めずらしいのか、何とか探さがし当あてたのは隅すみのほうに一いつ軒けんあるだけだった。内容はコルク弾だまを飛ばすシンプルな形で、ワンゲーム弾五発の五百円。棚たなから落とさずとも景品に当てて倒たおせばオーケーとなるタイプだ。明らかに倒せそうにない貯ちよ金きん箱ばこやプラモデルを除のぞけば、キャラメルやガムなど比ひ較かく的てき簡かん単たんに行けそうな気がする。


    「冬野さん、何か欲しいものありますか？　あんまり大きいのは無理ですけど、他のでしたら俺おれが取ってあげますよ」


    「あら、そうですか？　まあ、それも嬉うれしい話ではありますが……それよりも」


    　冬野さんがライフルを一丁手に取った。手て触ざわりをしっかりと確たしかめて。


    「せっかくです。朝井様、ひとつ勝負をしませんか？　どちらが、たくさん景品を落とせるか」


    　……勝負？　


    　顔を上げると、あの冬野さんが薄うすい唇くちびるを僅わずかにつり上げ、眼め鏡がねを直した。……なんとまあ。


    「お祭り好きなんですか？　冬野さん、夏休み入って実は凄すごくテンション高いですよね」


    「まあ、お祭りと言いますか……お嬢様が楽しそうだと、つい私も。この度の夏休み、お嬢様がくるくると表情を変えられるので、本当に嬉しいというのもありまして」


    　やっぱり彼女は冬野さんだった。お嬢様のためなら何とやら、か。


    「……では一ゲーム五発で、沢たく山さん落とせた方が勝ちにしましょう。あ、もし俺が勝ったらどうします？　冬ふゆ野のさん、俺おれに何かしてくれます？」


    　ちょっとした悪いた戯ずら心ごころだった。珍めずらしく乗り気な彼女に何となく。でも流石さすがにそこまでは――


    「そうですね。では、もし私が負けたら、朝あさ井い様の言う事を何でも一つ聞きましょう」


    「はい？　え、何でもいいんですか？」


    「ええ。文字通り、朝井様の命令一つ、構かまいませんよ」


    　何でも。という事は、その、つまり。


    「そ、それは例えばその、あんな事とかこんな事とかでもですか？」


    「……何があんな事なのか分かりませんが、まあ構いませんよ。あんな事やこんな事、受けて立ちましょう」


    「い、いやまあ、実じつ際さいにはしませんけど……」


    「その代わり。それがお望みでしたら当然、負けた時は覚かく悟ごしてくださいね、朝井様」


    「うぐっ」


    　ガシャン、と彼女がライフルをスタンバイ。俺がやると言ったせいか、冬野さんも間ま違ちがいなく殺やる気だ。


    「では、お先にどうぞ朝井様」


    「……俺からでいいんですか？」


    　冬野さんが頷うなずく。……まあ、あんな事こんな事はさておき、勝負は勝負でさせて貰もらおう。ターゲットの多いうちに俺から最初の先せん制せい弾だんを撃うたせて貰う。順番を俺に譲ゆずったのは彼女の最大の失敗だ。


    　……と、その前にルールを再さい確かく認にん。


    　射しや的てきゲームのコツはルールにある。大たい抵ていのお店の場合、実は片かた足あしさえ付いていれば台を乗のり越こえてライフルを構えても許ゆるされるのだ。これを知らず馬鹿正直に台の手前から狙ねらうと、大抵外れる。という事で射的台に肘ひじを乗せ、狙いを定めつつ出来るだけ前に出しながらブレを固定。最初に狙うは、下げ段だん右のポッキー箱――


    「ところで朝井様。もし私が勝ちましたら、お嬢様とちゅーして貰いますので」


    「ぶっ」


    　吹いた瞬しゆん間かん、一発目が見事に暴ぼう発はつした。し、しまった……！


    　っていうか、


    「ふ、冬野さん。な、何言ってるんですか……！」


    「何とは？　言葉通りの意味ですが」


    「い、いやその……それ、本気で言ってます？」


    「朝井様。まだ四発あります。頑がん張ばって下さい」


    「う……」


    　……そ、そうだな。勝負が先か。と、とりあえず落ち着け俺。一度照しよう準じゆんを定め直す。狙いをもう少し下にして、二発目……


    　でも。外したら、唐から沢さわと……き、キス……って。


    「あっ」


    　想そう像ぞうした瞬しゆん間かん、また見事に外れてしまった。ま、まずい。動どう揺ようが。


    　そんな俺おれの気持ちも知らず、冬ふゆ野のさんがしれっと続ける。


    「一昨日おとといの喧けん嘩かも、思った通り仲直り出来たようですし」


    「そ、それは……はい。お陰かげ様さまで」


    　それに関しては、特に俺が何かした訳わけではない。ただ本当に、当たって砕くだけての出たトコ勝負――思えば冬野さんの言うとおりだった。


    　……ただ唐沢に、泣かないで欲しいと思っただけで。でもだからって、唐沢と……


    　三発目を撃うつ。見事に明後日あさつての方向へと飛んでいく。まずいまずいまずい。


    「それに……お嬢様は本当に、この春に朝あさ井い様と会ってから笑われるようになりました。この夏祭りも、演えん劇げき大会でも。全て朝井様のお陰です」


    　じとり、とライフルを握にぎる手に汗あせが落ちる。四発目。僅わずかに脇わきに逸それる。あと一歩……！


    「ですから、私からのお願いは常つねに一つです。今後とも、お嬢様の事をよろしくお願いします、と――」


    　冬野さんの言葉を聞きつつ最後の一発を放ち、その一いち撃げきだけが小さなキャラメルに命中した。お店の人に「あんちゃん下へ手ただね！」と突つっ込こまれながら、おそらく二十円にもならなそうなオレンジ味キャラメル箱ばこを手の平に渡わたされる。


    「ところで朝井様。一発しか当たらなかったようですが」


    「……ふ、冬野さんが変な話するからですよ。唐沢と、その、ち、ちゅーとか」


    「あれは冗じよう談だんです」


    「冗談!?」


    「ゲーム中に相手を妨ぼう害がいしてはいけません、というルールは聞いてませんでしたので」


    「う……」


    　何かズルい。何だそれ。結けつ構こう、というか物もの凄すごく意い識しきしたのに。


    　……いや、で、でも。


    「勝負はこれからです！　冬野さんが俺の邪じや魔まをしたって事は、俺が冬野さんの邪魔してもいい訳わけですし！　俺だって一個取ってますし！」


    「そうですね」


    　淡たん々たんと冬野さんが答え、おもむろにライフルを掴つかむ。間ま違ちがっても唐沢とちゅーなんてするかと誓ちかう俺の前で、彼女は手慣れた玩おも具ちやのようにひょいと銃じゆう口こうを景品台へと向け、まさかの五連発。パタパタパタ、と景品がドミノのように落ちていった。


    　邪魔する暇ひまなんてまるで無かった。……嘘うそぉ。


    「まあ、キスの件けんは本当に冗じよう談だんですが……今後とも、お嬢様をよろしくお願いします。朝井様のお陰かげで、お嬢様は本当に楽しそうですから……」


    　彼女が微ほほ笑えんだ所で「はい景品！　お姉ちゃんの方は凄すごいね！」と店の親父さんからお菓か子しの箱はこを渡わたされた。実はパーフェクト賞があったらしく、オマケまで付いている。六個か七個に及およぶお菓子セットをビニール袋ぶくろで受け取り、それからいつもの眼まな差ざしで俺おれを見つめ。


    「……半分、欲しいですか？」


    「い、いえ別に……」


    　軽く断ことわったその時、ドーン、と再ふたたび激はげしい音が鳴った。


    　振ふり返かえれば舞ぶ台たいの上でひときわ大きな太たい鼓こが響ひびき、踊おどりを終えた男達が「うすっ！」と一礼していた。会場から拍はく手しゆが沸わき、退たい場じようの大太鼓と共に舞台を後にする。太鼓踊りが終わりを告げ、今度は演えん歌かが流れてくる。どうやら演歌大会へと移うつるようだ。


    　そろそろ俺達の出番も近い。でも。


    「ん……」


    　ふと、唐から沢さわの事が気になった。


    　少し、遅おそくないだろうか？　幾いくらお手洗いとはいえ。


    　まあ別に、心配する事は無いかもしれない。唐沢だって高校生だ。あんまり探さがしに行くのも過か保ほ護ごすぎるかも、とは思うけれど、でも。


    　無いとは思うけど迷まい子ごになってても困こまる。唐沢をよろしくお願いします、とも冬ふゆ野のさんに言われたし……


    「冬野さん。俺おれ、ちょっと唐沢探して来ますね。……もし万が一でも遅ち刻こくなんてしたら面おも白しろくないですし」


    　そう。これから唐沢と舞台の上で、最後の火花散る楽しい戦いが始まるのだ。その為ためにも、お互たがい準じゆん備びは万全に。


    「そうですね。朝井様がそう仰おつしやるのでしたら」


    　冬野さんがふふっと笑い、揃そろってお祭り会場を探し回る事にした。射しや的てき一回分遊べば唐沢だって、さすがに会場のどこかに戻もどってきてるに違いない。そう思ったのだ。


    



    　だけど――


    　唐沢は、どこを探しても居いなかった。


    　あいつが行きそうな屋台の傍そば。高たか倉くらさんのいるステージ脇わき。先さき程ほどのわたあめ屋の近く……


    「……唐沢？」


    　汗あせが、頬ほおを伝う。何とも無かったはずの不安が、ゆっくりと膨ふくらんでいく。


    　……一体どこに行ったのか。


    　溢あふれる人ごみの中を抜ぬけ、店の脇から道路前に出て一息つく。空は既すでに宵よい闇やみから完全に夜へと変わり、とっぷりと日も暮くれている。どうしたんだろう。見つからない。偶ぐう然ぜんか？


    　……無いとは思うが、高たか倉くらさん家ちに帰っているのかもしれない。或あるいは道路に出て迷まい子ごになったか。そんな馬鹿なとは思うが、祭り会場内は大体見回したはずだ。もちろんすれ違ちがった可か能のう性せいもあるけれど。


    「……携けい帯たいにかけてみます？」


    「いえ。それが、繋つながらないようでして……」


    　冬ふゆ野のさんがいつの間にか携帯を耳に当てつつ、首を傾かしげる。……繋がらない？


    「一度、高倉様の家に戻ってみましょうか」


    「え、ええ、そうですね……」


    　冬野さんの提てい案あんに頷うなずいた、その時――


    　偶ぐう然ぜん、目の間を、タクシーが一台通り過ぎた。


    　そして。


    　確たしかに、見た。


    　何の変へん哲てつも無い真っ白なタクシーの後部座ざ席せきに、唐から沢さわが一人乗っていたその姿すがたを。
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    「唐沢？　おい、唐沢――」


    　道路に飛び出した時には既すでに、車の姿すがたは曲がり角の向こうへと消えていた。伸のばした手が歩く子供とぶつかりそうになり、慌あわてて避よける。……見み間ま違ちがい？　いや、でも。


    「朝あさ井い様？　……もしかして、お嬢様が乗ってたのですか？」


    「え、ええ」


    「……本当に、お嬢様でした？」


    「間違いないです。はっきり見ました！」


    　本当に一いつ瞬しゆんだけだった。掠かすめる程てい度どに、その横顔を見ただけだ。


    　でも確たしかに、長い髪かみを下ろした唐沢が乗っていた。


    　――その唇くちびるを、きつく閉ざして。


    　俺おれが見間違えるはずが無い。だって相手はあの唐沢なのだ。


    　背せ中なか越ごしに、お祭り会場から大きな拍はく手しゆが鳴なり響ひびいた。地元の人気者でも出てきたのだろうか。その割にはずいぶん音おん痴ちな、けれど元気な歌が笑い声交じりに聞こえてくる。


    　演えん歌か大会の時間は大分長めに取られているが、その次の次が俺達の出る大会。本番まであと少し。そんな時間に――どこに行くんだ？


    　嫌いやな予感がする。……嫌な予感しか、しない！


    「冬ふゆ野のさん。すぐタクシーを！」


    「呼よびました！　今来ます！　ですが、その……お嬢様は一体どちらに」


    「うっ」


    　しまった。行き先か。


    「ええと、ここから先で唐から沢さわの行きそうな所って何ど処こか無いですか？」


    「わ、私も、この町は初めてですので何とも……」


    「くそっ……って、」


    　いや待て。


    　そうだ。俺おれ達はこの町に来たのは初めてだ。唐沢も同じなら、行く所なんてそう無いはず。追いかけるんだ。何としても……！


    　考えた所で、冬野さんの呼よんだ白しろ塗ぬりのタクシーが道路に停とまる。すいません、と二人で素す早ばやく乗り込み――少しでも、きっかけがあれば。


    「運転手さん。あそこの曲がり角を曲がった先って、何があります？」


    「んー？　あっちは畑と駅しか無いね。中学に行くならもっと先――」


    「じゃあ駅に行って下さいお願いします！」


    　タクシーが走りだし、曲がり道を通れば確たしかに畑ばかりの蛇だ行こうする道へと入り込む。そうだ、思い出した。確か俺達が駅から降おりて高たか倉くらさんの家に行く時に通った道だ。……頼たのむ。当たっていてくれ。


    　そして仮かりに行き先が駅だとするなら、あいつはまたどこか――


    「もしや……お嬢様は、また何か……」


    「分かりません。ただとりあえず、連つれ戻もどします……！」


    　今からが俺達の祭りの最さい高こう潮ちよう。その時に、一人で逆ぎやく走そうなんてさせるものか。


    　約束したのだ。唐沢と一いつ緒しよに、お祭りに出る、と。


    「……先さき程ほどまで、あんなに楽しそうにされていたのに……」


    　冬野さんが小さく拳こぶしを握にぎる。後こう悔かいが滲にじむような悔くやしがり方かただ。でも間ま違ちがってもこれは冬野さんのせいじゃない。勝手に何も言わず、いきなり出て行った唐沢が悪いのだ。


    「大だい丈じよう夫ぶですよ冬野さん。唐沢、大会には必ず間に合いますから。さっき出て行ったばっかりですし」


    「……そう、でしょうか？」


    「ええ。大丈夫です。約束しましたから！」


    　四人全員で、舞ぶ台たいの上に上がるのだ、と。その為ために俺も唐沢も、お婆ばあ様にお願いしたのだから――


    　冬ふゆ野のさんにしっかり伝えた所でタクシーが停てい車しやした。飛び出て見上げれば、そこは俺おれ達が初めて砂すな日ひ町まちにやってきた秘ひ境きようの駅だ。暗くら闇やみの中、ぽつんと佇たたずむ殺虫灯の光が入口に当たるコンクリートの階かい段だんを照らしている。……頼む。ここに居いてくれ唐から沢さわ。間に合いさえすれば、いくらでも引ひき戻もどせる。だから。


    　階段を一段飛ばしで一気に昇のぼる。唐沢は。唐沢はまだ居るか。目を凝こらす。小さな駅の中、一つしかない改札口の手前で、あいつは――


    　そこに、一人、ぽつんと。


    「唐沢！」


    　俺達に背せを向けたまま改札口に佇たたずむ唐沢の姿すがたが見えた。先程と同じく赤色に染そまった舞ぶ台たい衣い装しよう。ぴんと背せ筋すじを伸のばしたまま静かに立っており――俺の声に気づいてゆっくりと、振ふり返かえる。


    「……え。朝あさ井い？」


    「おう！」


    　間に合った。ほっと心の何ど処こかで一安心し、唐沢を見つめ……


    　しかし。


    「……ん？」


    　と、その足を途と中ちゆうで止めた。


    　唐沢が不思議そうに俺達を見つめ、ぱちぱちと瞬まばたきをしている。


    　その様子が……何と言えばいいのか。ずいぶんとリラックスしている、と言うべきだろうか。


    　眩まばゆい月明かりにのみ照らされた姿は何とも綺き麗れいで、そこには気負った様子も悲ひ壮そう感かんも一切無い。いや、むしろ今はその長い髪かみをまとめてポニーテールにまでしていた。逆ぎやくに気合すら入っているような気がする。


    　それは、お祭りに行くなら自然な姿、かもしれないが……でも。


    「来てくれたんだ、朝井」


    　くすりと、唐沢が笑う余よ裕ゆうすら見せる。


    「あ、ああ。お前がタクシーで出てくのをたまたま見てさ。なんか、嫌いやな予感がして……」


    　でも。もしかして、違ちがった？


    　何かあったかと思った割わりには、唐沢の様子がずいぶん普ふ通つう、と言うか……


    「俺、もしかして何か勘かん違ちがいしたか？　また何かあったんじゃないかって思って来たんだけど」


    「あ……うん。まあ、そうね。邪じや魔まが入りそうなのは本当よ」


    　唐沢の視し線せんが鋭するどくなる。という事は、予想自体は外れてない。が……その割に、唐沢は不思議と落ち着いている。


    　何だろう。この唐沢の、自信に満ちた態たい度どは一体。


    「なあ唐沢。その邪魔、って……」


    　そう尋たずねかけた所で、嫌らしいクラクションが響ひびいてきた。一台の真っ黒く塗ぬりつぶされた高級車が寂さびれた駅正面に停てい車しやし、きゅっとブレーキをかけた。その音に視し線せんを下ろし……ぞくり、と寒さむ気けが背せ筋すじを通とおり抜ぬける。


    　気のせいだろうか。マジックミラーとなった窓まどの向こう側から、何かがじっと見つめてくるような威い圧あつ感かんが、肌はだに刺ささる。殺意や気配を計れる訳わけではないが、それでも嫌いやな予感、と喩たとえるには十分な寒気がぴりぴりと……伝わってくる。


    　車の前方ドアが静かに開き、長閑のどかな町とは明らかに場ば違ちがいなメイド姿の女性が二人。


    「っ……！」


    　突とつ然ぜん、冬ふゆ野のさんが反はん射しや的てきに俺おれの後ろに下がり、服ふくの裾すそを握にぎりしめた。


    　その冬野さんに代わるように、唐から沢さわが前へと出る。


    　来た、と感じるには十分――


    「冬野は下がってて。……あの子、嫌きらいでしょ？　朝あさ井いにしっかり捕つかまっててよ」


    「は、はい。申もうし訳わけありません、お嬢様……」


    「それとね、朝井。……一つ、お願いがあるの」


    「……おぅ。分かってるぜ。誰だれが来ても相手してやるさ」


    　唐沢の様子に少し戸と惑まどったが、やる事は分かってる。俺達の勝負に余よ計けいな邪じや魔まを入れるなら、俺はいつでも駆かけつけて唐沢を連つれ戻もどす。そうだろ、唐沢――


    「そうじゃないの。あのね？　今回は……朝井は、あたしの後ろに居いて欲しいの」


    「……は？」


    「あたし一人で、やるから」


    　唐沢が前を向いたまま呟つぶやいた。


    　いや、でも。唐沢？


    「な、何言ってんだよ。俺も……」


    「ううん、そういう意味じゃないの。……あたしが、一人でやってみたいのよ」


    　唐沢がこちらを向き、顔を上げたその目が……しっかりと、俺を捕とらえる。


    　そこには稀まれに見せる唐沢の弱さや、怯おびえた様子は一切無かった。


    　お祭り会場から唐沢が出て行った時と同じ、清すが々すがしい程ほどに綺き麗れいな瞳ひとみ。ぐっと噛かみ締しめる唇くちびるは軽い緊きん張ちようを表し、今からテストに向かう直前のような……ある意味で期待に満ちたその眼まな差ざしには、いつもの唐沢家を前にした時の、恐きよう怖ふ混まじりなプレッシャーは一切、ない。


    「黙だまってたのは悪かったわ。……でもね？　あたしは絶ぜつ対たい、お祭りに行く。朝井に黙ってたのは、せっかく作ってもらった大事な機会を、気分悪く迎むかえて欲しくなかったからなの。……だから元々、あたし一人で追い返すつもりだった」


    「……そう、なのか？」


    「うん」


    　唐沢が頷うなずく。


    「それに、あたし一人でやってみたい、っても思った。だから……さ、朝あさ井い」


    　そう答え、ゆっくりと微ほほ笑えむ。


    　悲ひ壮そう感かんも何も無い、静かで強い、微笑みだった。


    　……覚かく悟ごを決めた唐から沢さわの顔を前に。言葉を挟はさむ余よ地ちが、無い。


    「今はお守りもあるし、ね」


    　唐沢がそっと自分の首に手を伸のばす。赤色の装しよう束ぞくの下から、細い手で取り出したのは……


    「あ」


    　以前俺おれが贈おくった、小さなハートのアクセサリーだった。唐沢の首に月明かりを反はん射しやし、綺き麗れいに輝かがやいている。


    「これさ。本当はつけようか、いっつも迷まよってたんだけど……なんか汚よごしたりするのが勿もつ体たいなくて。だから、いざって時だけのお守りにしようと思ったの」


    「……唐沢」


    「あたしには、これもある。だから……そこで見てて？　お願い。――任まかせて、朝井」


    　最後にもう一度、唐沢が頷うなずいて。一ひと纏まとめにした髪かみを揺ゆらし、俺にゆっくりと背せを向けた。


    　その奥おくで黒く塗ぬりつぶされた車から、誰だれかが降おりる。現れたのは唐沢によく似にて実に特とく徴ちよう的てきな、長い黒髪を垂たらした女だ。真っ黒なドレスに唐沢と同じぐらい低ひくめな身長、攻こう撃げき的てきで黒い刃やいばのように傾かたむけた眼まな差ざしを、余よ裕ゆうめいた笑みも含ふくめて俺達へと向けている。……まるで、唐から沢さわを対ついにしたかのような姿すがた。


    　その口元を、俺達の前でゆっくり開き。


    「あら、鈴すずさん。お連れの方がおられたんですか？　……それに、もしかしてその服でお帰りになるつもりで？　生あい憎にく、着替えは持ってきておりませんが」


    　相手の女が柔やわらかな、しかし明らかにトゲのある声。だが唐沢は動じない。


    　そして開かい口こう一いち番ばん、まるで俺に話す時と、何ら変わらない口調のまま――


    「悪いけど、着替えは要らないわ玲れい奈な。あたしは帰る気なんて全然、無いの」


    　宣せん戦せん布ふ告こくの合図のように、言い返した。


    



    　　　　４．


    



    　今の唐沢の後ろ姿から伝わってくるのは、あいつが稀まれに見せる弱さじゃない。漂ただよってくるのはまさに覇は気きだ。本来の唐沢鈴が持つ、野性の力とでも言うべきオーラ。月明かりの輝かがやく夜空の下、唐沢の背中だけが自信満々に輝いている。


    「何言ってるわけ？　お父様の命令よ？」


    　玲奈と呼よばれた女の声が、一いつ瞬しゆん震ふるえる。押おされてるのは一体どちらか。


    「あんた、意味分かってんの？　前はお父様に言い返したらしいけれど、それが何度も通じると本気で思ってる？　お父様が怖こわくないの？」


    「……思ってないわ。それに、お父様は怖いわよ」


    　唐から沢さわが冷静に答える。はっ、と玲れい奈なと呼よばれた女が笑う。


    　――父親の威い光こうを被かぶった奴やつ。……分かりやすい。


    「でしょう？　だったら……」


    「でもね、玲奈。夏休みに入る前に、あたしはきちんとお父様に話をつけた。そして約束したのよ。七月中はお前の好きにしていい。その代わり、八月はきちんと研けん修しゆうにも出る、って。……だからあたしは、少なくとも七月の間だけは沢たく山さん遊べるようにした。夏休みの宿題だって夏休みに入る前に全部終わらせたし、試験だってトップ取ったし、八月のきっついスケジュールも全部やるって言ったもの」


    「だから何？　お父様の研修日につ程ていが変へん更こうになる事ぐらい予想できるでしょ？」


    「……そうね。そういう事もあるかもしれない」


    　唐沢が言い返す。一歩も引かず、しっかりとその両足で大地を踏ふみしめ。


    「それでも、あたしは行かない」


    「は……？」


    　完全に、玲奈の顔が固かたまったのが後ろからでも見えた。


    「だって、約束破ったのはそっちでしょ？　あたしは七月中は好きにしていい、って言われたのよ？　だから絶ぜつ対たいに行かない。お父様がどうしてもって言ったとしても、あたしは絶対、ぜっっったい、行かない！」


    「……あんたね。何言ってんの？　お父様の命令、って言ってるのよ！　そんな事……」


    「出来るわよ。駄だ目めって言われても、あたしは絶対ここに残る」


    　唐沢の言葉は淡たん々たんとしていて、それでいて冷静で、鋭するどい。


    　その差は傍はた目めで見ている俺おれ達ですら圧あつ倒とう的てきだ。誰だれがどう見ても唐沢鈴すずの方が押おしている。玲奈と呼ばれた女も最初の余よ裕ゆうを失い始め、小さく唇くちびるを噛かみしめる。


    「……な、なによ、その自信。お父様の命令、聞かないつもり？」


    「そうよ？」


    「逆さからったら、どうなるか分かるでしょう？」


    「分かるわよ。でも、あたしは行かない」


    　唐沢が睨にらみ返かえす。


    「それとね玲奈。ひとつ聞くけど、その研修の日程変更って……もしかして、嘘うそじゃない？」


    「――っ」


    　……嘘？


    「そもそも日程の変更があったら、お父様から直ちよく接せつ連れん絡らくが来るはずなのよ。なのに、何であんたが一々ここまで来てあたしを連れに来るの？」


    「……嘘うそでも本当でも関係無いわ。あたしの命令よ、鈴すず。聞きなさい！」


    「そうね関係無いわね。あんたがあたしへの単なる嫌いやがらせで嘘ついてようが、お父様が本当に予定変へん更こうしようが、どっちにしろあたしは行かないんだもの。ぜんっぜん、関係無いわね！」


    　唐から沢さわが叫さけんだ言葉は、逆ぎやくに玲れい奈なを追おい詰つめた。


    　嘘を見み抜ぬかれた事に対して、じゃない。嘘であろうと本当であろうと行かない、と告げた唐沢の決意が、玲奈の手立てを奪うばっていく。


    　……さっきから聞いてれば、この女はお父様の威い光こうでしか攻めて来ない。その唯ゆい一いつにして最大の牙きばが通じないとなれば、玲奈と呼よばれた女に手立ては無いのだ。その時点で、唐沢の敵てきではない。


    　だが、もちろん――


    　後ろでぐっと拳こぶしを握にぎり、未だ隠かくれ気ぎ味みの冬ふゆ野のさんを背せ中なかに庇かばった。


    　この女にしろ唐沢の父親にしろ、唐沢鈴すずに対して何かを命令するときは、唐沢の一番弱い所を嫌いやらしい程ほどに突ついてくる。


    　つまり。


    「……ふぅん」


    　玲奈の口調が僅わずかに上がった。その視し線せんを唐沢から、僅わずかに外し……


    「ねえ、そこの貴方あなた」


    　来た。


    「……なんだよ」


    　熱い夏の風が、ねっとりと肌はだに触ふれてくる。人ひと気けの無い駅構こう内ないの熱気が、ゆらりと揺ゆれる。


    　玲奈がその唇くちびるの端はしを僅かに上げ、酷こく薄はくな瞳ひとみで唐沢の肩かた越ごしに俺おれの姿すがたを捕とらえてきた。暗い期待の混まじった瞳が舐なめるように見つめてくる。視し線せんに気づいた唐沢が、すっと俺の前に身体を差し込む。


    　……怯ひるむな。ここで弱みを見せたら負けだ。分かってる。高たか倉くらさんにしろ冬野さんにしろ俺にしろ、連中はいつもいつも唐沢の後ろを狙ねらう――


    「ずいぶんぱっとしない男だけど。貴方、鈴のお友達？　ふぅーん？」


    「だから何だ？」


    「別に？」


    　玲奈がくすりと笑って唐沢に視線を戻す。


    「でも、あんまり鈴が文もん句く言うなら、次はどうなっちゃうのかなぁ？　ねぇ、鈴？」


    「っ……」


    　下がってて、とは言われた。でも……これだけは、言う必要がある。


    　俺は、お前達がどんな脅おどしを仕し掛かけてこようと唐沢を裏うら切ぎらない。唐沢の背せ中なかは、俺が必ず支えてみせる。恋ライ敵バルとして最初に誓ちかった一番大事な約束だ。


    　それだけは、必ず。唐から沢さわに示して、安心させてやらないと……！


    「言っとくけどな。俺おれは……」


    　だが、そう言い返すよりも先に、


    「やれるもんなら、やってみなさいよ！」


    　すっと唐沢が足を踏ふみ出だし、玲れい奈なに向かって言い返した。その小さな身体で奥おく底そこから震ふるえんばかりの声をふり絞しぼる。対たい峙じする玲奈がびくりと怯ひるみ、俺の背せ中なかに捕つかまっている冬ふゆ野のさんも僅かに驚おどろき……


    「……え……？」


    　一番戸と惑まどったのは、俺だ。


    　……唐沢？


    「絶ぜっ対たい、出来ないから！」


    　吼ほえるように、唐沢が叫さけぶ。


    「あんたは何にも知らないでしょうけど！」


    　まるで俺自身が、あいつに言い返しているかのように――


    「朝あさ井いはバカだけど、凄すごいのよ？　確たしかに頭悪くてアホで間ま抜ぬけで、センスも無いし人の着替え覗のぞいたりする変へん態たいで、はっきり言ってどうなのあんた、って思うことたっくさんあるけど！」


    　唐沢が、散々な言い様でののしりながら。


    　それでも嬉うれしそうに、その胸むねを張はり。


    「でも。絶ぜつ対たいに、約束を破るような奴やつじゃないの」


    　言い切る。


    「だから、やれるもんならやってみなさい！」


    　……俺が言いたいことを、そのまま唐沢が、全て。


    　俺以上に自信たっぷりの口調で、その相手にしっかりと。


    「あたしは、人として。恋ライ敵バルとして……朝井の事を信じてる」


    　とくん、と心が震ふるえる。


    　……信じてる。


    　俺を。


    「だから朝井は、絶対あんたに何されたって、どこにも行かない」


    　――もしかして、と思った。


    　唐沢が、最初からずいぶんと強い自信を持っていたのは。


    　一人でも大だい丈じよう夫ぶと伝えた、その根こん拠きよは……


    「っ……何よ、その自信」


    　玲奈が震ふるえる。僅わずかに身を引き、ぎりっとその唇くちびるをかみ締しめる。


    　唐沢が、その暗く輝かがやく瞳ひとみを睨にらみ、ただまっすぐに――
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    「あたしは、あたしはもう怖こわくなんかない！」


    　言い返す。


    　……やっぱり、そうだ。


    　今の唐から沢さわが、謎なぞの自信に満ちていたのは。どっしりと構かまえられる、その足場を支ささえているのは――


    「あたしの後ろには、朝あさ井いがいる。素す敵てきな素敵な朝井正まさ也やよ！」


    　その全てが、俺おれへの信しん頼らい、なのだ。


    　人としてか、友としてか、恋ライ敵バルとしてか。或あるいはその全てにおいて――


    　俺がいるなら大だい丈じよう夫ぶ。そう思ってくれているから……たとえ俺がいなくても、唐沢は一人で言い返せる。


    　その心意気を。先さき程ほどから己おのれの自信として堂どう々どうと、玲れい奈なに対して見せつけている。


    「……そうよね、朝井？」


    　唐沢が背せを向けたまま俺に問う。そして、少しだけこちらを向いた。


    　不ふ意いを突つかれて一いつ瞬しゆん、焦あせった。唐沢にここまで言われた事、そこまで信頼されているという事実。沢たく山さんの思考がぐるぐる頭の中で回り、だけど――


    　そう力強く語ってくれた唐沢に対して、この場で答えない訳わけには、いかない！


    「……おう！　当たり前だろ、それくらい。何今さら言ってんだよ唐沢」


    　何とか余よ裕ゆうを持って言い返す。そんな信しん頼らいなんて当たり前だろ？　そういう余裕を見せつける。もちろん頭の中は焦あせりすぎてていっぱいいっぱい、実は物もの凄すごい事を言われてる気もするけれど。でもここだけは自信満々に答えるべきだ。


    　唐から沢さわがそう言ってくれるのならば、俺おれだって……


    　少なくとも、同じぐらい。いやそれ以上に、唐沢を全面的に信じているしささえてやる。そういう姿すがたを堂どう々どうと、見せつけるべきだと、思う！


    「っ……ざけんな、この女……！」


    「ふざけてなんかないわよ。あたしは、当たり前の事を言っただけ！　だから、帰れ！」


    「こ、このっ……！」


    　玲れい奈ながつかつかと歩き、唐沢に迫せまる。やばい。唐沢の反はん応のうが遅おくれ、その胸むなぐらを玲奈が掴つかんだ。平手を振ふり上あげ、その頬ほおに叩たたきつけようと――


    　気づけば自然と足が動いていた。手を振り上げる玲奈の腕うでを捉とらえ、掴む。


    「っ、離はなせ！」


    「口げんかならいいけどな。力ずくっていうなら俺も黙だまってねーぞ」


    「くっ！」


    　玲奈の腕を押おし返かえし、助けた唐沢の肩を掴んで引き寄せる。間ま違ちがっても今の唐沢を、こんな奴やつに叩たたかせるものか。指一本、触ふれさせてなるものか……！


    「……そこのお前！」


    　玲奈が俺を睨にらむ。指を突つきつけ、哀あわれにすら見える嘲笑ちようしようの笑みを浮うかべ――


    「そんな女捨てて、あたしの所に来なさい。欲しいものがあるなら何でもあげるわ。そうね、分かりやすくお金がいい？　それとも権けん力りよく？　なら、あたしの知り合いに政治家の娘がいるのよ。その子と縁えん結むすびしてあげましょうか？　ちょっと馬鹿な子だけど将しよう来らい安あん泰たいよ？　あんたみたいな一いつ般ぱん人じんには過ぎた――」


    「いらねーよ」


    「は……？」


    「今の俺には、唐沢がいれば十分だ」


    　ぐっと唐沢を傍そばに抱だき寄よせる。「え……」と、唐沢が、詰つまったような声を出す。その体温を、その身にしっかり受け止めて。


    「確たしかに唐沢の言ってた通り、俺はちょっと抜ぬけてたりアホな所もあるかもな。唐沢みたいに頭は良くないし、お前みたいに綺き麗れいに着き飾かざったりするのもヘタクソだよ。……でもな？　俺は絶ぜつ対たい、何があったって……こいつの気持ちを裏うら切ぎったりはしない！」


    　その背せ中なかを、全力で預あずけてくれた唐沢に対して。俺は必ず、答えてやる。


    　俺達は互たがいに誓ちかった恋ライ敵バルだ。その拳こぶしを交えて火花を散らし、けれど時に協力し、相手に何かがあれば必ずその手を掴んでやる。もう二度と、迷まい子ごになんかさせはしない。絶対に。


    「金だろうが権けん力りよくだろうが、何でも持って来いよ。俺おれは絶ぜつ対たい、受けない！　唐から沢さわが、俺の恋ライ敵バルである限かぎりな！」


    　頷うなずく。今の俺は、負ける気がしない。


    　ぎゅっと唐沢の身体をさらに抱だき寄よせ、対たい峙じする玲れい奈なをしっかり威い圧あつする。今までずっと唐から沢さわ鈴すずを苦しめてきたであろう、その相手をしっかり視し界かいに捉とらえ――


    「っ……ぐ……！　あんた達！」


    　玲奈が突とつ然ぜん背を向けた。その大声に控ひかえていた後ろのメイドがびくりと震ふるえ、慌あわてて車のトランクを開く。何かと待まち構かまえた目の前で、二人がアタッシュケースを彼女に渡わたした。


    　それを、俺の目の前に突つき出だし、そして――


    「そこのあんた！　これでもあたしの味方にならないって言える!?」


    　ケースの蓋ふたを、パチンと開く。


    　……哀あわれだ、とすら思った。


    　中から出てきたのは、白い帯のかかった一万円札の束たばだった。零こぼれるように冷えた地面に転がり、ゴミ屑くずのように崩くずれていく。


    　こいつは何も分かってない。


    「……言ったろ？　そんなもので、俺は絶対釣つれない、ってな」


    「なっ……」


    「唐沢が言ってくれた言葉を、そのまま返すぜ。……唐沢の後ろに俺がいるように、俺の後ろにも唐沢が居いるんだ。その背せ中なかを支ささえてくれる奴やつがいて、そいつが俺を信じてる、って言うなら……絶対、ぜっっっったい、これから何があったって、俺はこいつを守り続ける！」


    「……！」


    　腕うでの中で、一いつ瞬しゆん唐沢が震ふるえたような気がした。


    　あいつに出来る事は、もう俺達を忌いま々いましげに睨にらみつけるだけだ。それ以上の策さくも、手立ても何も無い。いや、仮かりに何かあったとしても、決して通じないのは目に見えている。


    　そして、おそらく最初から――唐沢鈴は、その事を知っていた。だから最初から落ち着いていたのだと。……本当に、唐沢は一人でも大だい丈じよう夫ぶだったのだと。


    　今になって、そう気づく。


    



    　　　　５．


    



    　あの女が捨すて台詞ぜりふを残して去っていく。悔くやし紛まぎれに何かを言ったが、大して意味のある言葉ではなかったから覚えていない。黒くろ塗ぬりの車の扉とびらが開き、玲奈が乗り込んだ所でお付きの二人が慌あわてて車を発進させた。鈍にぶい走行音を残し、車の影かげが田舎いなか道みちの向こうへと消えていく。


    　……しん、と静まり返ったホームに風が吹いた。置かれていた椅い子すが強風に煽あおられてカタカタ震ふるえ、一いつ瞬しゆんの嵐あらしが収おさまった後は見事なまでの静せい寂じやくが……


    「ね、ねえ。……そろそろ、離はなして欲しいんだけど……」


    　ぽつり、と声が聞こえた。


    「ん？」


    　言われて視し線せんを下ろすと、何な故ぜか唐から沢さわが俺おれに抱だき寄よせられるように、身体を縮ちぢこまらせていた。その肩かたを俺の左ひだり腕うでがしっかりと抱いていて……あれ？


    「唐沢？　お前、何してんだ？」


    「あ、あんたが抱き寄せたんじゃないの……！」


    　上うわ目め遣づかいで言い返す唐沢も、何故か顔を真っ赤に染そめたままの小声。恥はずかしそうだけど嬉うれしそうな微び妙みような様子で、ちらっと俺を見ては目を逸そらし、抱きかかえている左腕をきゅっと掴つかむ。離して、と言ってる割わりに掴んでる気が。でも、俺はそもそも何で唐沢を抱き寄せて……


    　慌あわてて手を放そうと思った。でも。


    「あ……あれ……？」


    　どうしよう。何故か上手く離れない。離したくない。


    　ただ唐沢を守ろうと、しっかりこの手に引き寄せていただけだ。なのに、今この手を開くことが、なんだかすごく勿もつ体たいないような――


    「……ね、ねえ朝あさ井い」


    「おぅ。な、なんだ？」


    「う……」


    　何かを言いかけ、視し線せんが合い……


    「べ、別に、何でもない」


    　ぷいっ、と唐沢がそっぽを向く、その小さな仕草すら何故か妙みように可か愛わいらしい。


    　今の唐沢は何の変へん哲てつもない唐沢で、唇くちびるを尖とがらせ戸と惑まどったように指先をもじもじさせている。どの角度から見ても間ま違ちがいなく、そこにいるのは唐沢だ。


    　でも。この小さな身体で、言ってくれた。俺が背せ中なかにいる限かぎり大だい丈じよう夫ぶ、と力強く――


    　……い、今思えば、なんだかすごい事を言ってくれたような。俺を全面的に信しん頼らいしてるって、つまり、その……


    　ぷしゅー、と頭から湯ゆ気げを噴ふいた所で、


    「あの。朝井様。お嬢様」


    「「は、はいっ」」


    　俺達の背はい後ごから、控ひかえめに冬ふゆ野のさんが顔を出してきた。先さき程ほどまで完全に俺の背に隠かくれていた彼女が、おそるおそるといった様子で、


    「そろそろ大会が始まります。タクシーも呼よんでおきましたので、大変良い所ではありますがそろそろ……」


    「あ……そ、そうよね朝あさ井い！」


    　唐から沢さわが慌あわてて頷うなずく。そ、そうだ。


    「お、お祭り！　あたし達が頑がん張ばって邪じや魔まされないようにしたお祭りでしょ？　ほ、ほら！」


    「お、おぅ！　そうだ、お祭り！　い、行くぞ唐沢！」


    「そ、そうよ！　さあ行くわよ！」


    　唐沢が気合いを入れ、顔を火ほ照てらせたように赤くしながら俺おれの手を掴つかんで走り出す。手首がぽっと熱を持ち、慌あわてて駅から出て階かい段だんを駆かけ下おりた。


    　タクシーの後部座ざ席せきに三人ぎりぎり詰つめて扉とびらを閉じる。座席が狭せまいせいで、僅わずかに触ふれる唐沢の肩かたと視し線せんが気になって仕方がない。さっきまで啖たん呵かを切った自分の勢いきおいは一体どこへ逃にげたのか。そんな事を考えている間にも外の景色はがんがん変わる。曲がりくねった畑を越え、次第に祭り会場へと今から向かう人の姿すがた、細々とした家とライトアップされた海辺――幾いくつかの思考が頭の中でぶつかった所で、タクシーが停てい車しやする。


    「さ、行くわよ朝井！　冬野！」


    「おぅ！」


    「ええ！」


    　先さき程ほど確かく認にんしたステージ目指して一いち目もく散さんに走はしり抜ぬけた。ごった返す人を押おしのけ、間に合え、間に合えと舞ぶ台たいの裏うらへ。


    　さっき教えて貰もらった待たい機き場所に着くと、俺達と同年代らしい男女が数十人ぐらい集まりワイワイと会話に花を咲かせていた。ある人は進学先の制服姿すがた、ある人は浴衣ゆかた姿、と実にカラフルかつ緊きん張ちようした様子の中――


    「あ、いた！　朝井君！　鈴すずっち！　冬ふゆ野のさん！　遅おそいよ、どこ行ってたの！」


    「す、すいません、ちょっとヤボ用で」


    　答えた隣となりでステージに立つニワトリ頭のパンクな兄貴が「これが俺様の都会で学んだギターテクだぜ！」と言いつつギターをかき鳴らす。しかしクソ下手だったらしく、会場から猛もう烈れつなブーイング。


    「うるさい帰れこのヘタクソ！　大体お前さんは昔から町の恥はじ晒さらしじゃ！」


    「お前なんぞ要らん、さっさとうちの孫出さんかいこのボケナス！」


    　会場を見ると、クレームをつけたのは高たか倉くらお婆ばあ様と人ひと吉よし婆さんだった。並ならんで白色のセンスらしきものを振ふり回まわしての罵ば詈り雑ぞう言ごん。さらにミカンや空あき缶かんまで飛んでくる。これは酷ひどい。


    　でも、ここに俺は立つ。自分で望んで、ここまで来た。


    　そして舞ぶ台たいの上で、俺達のＰＲタイム。高倉さんへの、待ち望んだ愛の言葉。


    　そうだ。高倉さんへの、告白。


    　……でも。


    　俺は……本当に、高倉さんに……


    「さあ朝あさ井い君、ギリギリであれだけど、次の出番あたし達だからね！　さあ準じゆん備び準備！」


    「え、も、もうですか!?」


    　まさかの二番手？


    　ちょっと待って、まだ心の整理が全然……！


    「朝井君。ＰＲの準備もオッケー？」


    「え？　ええと」


    　そうだ、昨日考えたＰＲ。出る前にもう一度読み返そうと思ってポケットに――


    「あ、あれ。無い！」


    　しまった。お祭り騒さわぎの合間に無くしたか。やばい、っていうか心の準備が……！


    「す、すいません高たか倉くらさん、や、やっぱもうちょっと順番後に、」


    「朝井様、どうやら私達の出番のようです。覚かく悟ごを決めて下さい」


    「うえぇ？　ちょっ、待っ」


    「さあ行くよ！　せーのっ！」


    「うおあっ！」


    　高倉さんが背せ中なかを押おした。その衝しよう撃げきで階かい段だんをダダダッと昇のぼりステージへ。入れ替わる形で目の前に立ってた兄ちゃんが「アイルビーバ――ーック！」とずいぶん古い台詞せりふを言いつつ時間制せい限げんオーバーで係員に引ひっ張ぱり出だされてのご退たい場じよう。その騒ぎもやがて収おさまり、そして――


    　ついに、俺おれのオンステージになってしまった。


    「うわ……！」


    　眼がん前ぜんに溢あふれているのは人、人、人――文字通り老ろう若にやく男なん女によ問わず無数に浴びせられる視し線せん。最初に聞こえたのは「あ、超ちよう可か愛わいい！」という賞しよう賛さんの声に加えて「あんま格かつ好こう良よくねーな！」という俺へのクレーム。やばい。どうしよう。ええと、最初は何を言うんだ。そうだ告白だ。でも待ってくれ。俺にはまだ決心が……！


    　ステージ下から係員の女性がマイクをこっそり俺の目の前に移い動どうさせる。親指を立てて「頑がん張ばって！」とアドバイス。ええと、まずはとにかく――


    　自己紹しよう介かい！


    「ええと、朝井と言います！　き、今日はその……か、彼女の紹介でやってきました！」


    　とりあえずの役割は彼氏代理。高倉さんのため、お婆ばあ様のため――


    　……だけど。


    　高倉さんに、告白。それでいいのか。本当にそれでいいのか。心の整理が、まだ……！


    「それで、俺は、その、彼女の……」


    　喉のど元もとに出かかっている言葉が詰つまる。ようやく待ち望んだ代理彼氏という夢のポジション。愛いとしの高倉さんへの告白シーン。後はストレートに告げるだけ。


    　それだけだ。それだけなのに、上手く言葉が出てこない。


    　それでも。何か、とにかく言わないと……！


    「俺おれは……！」


    　拳こぶしを握にぎり、口を開こうとした、その時。


    　会場の、何ど処こかから、ふと、


    「っていうか隣となりのあの子、誰だれだっけ？」


    　そんな声が、聞こえた。


    　……誰？


    　いや、誰ってそんなの……


    　言われて隣を見る。


    　当然、高たか倉くらさんが俺達を押おし出だしたのだから、高倉さんが立っていると思っていた。


    　だけど、今。ステージの上には――


    　何な故ぜか赤い衣い装しように身を包んだ唐から沢さわだけが、ちょこん、と一人で立っていた。


    「……え？　え？　えええっ!?　か、かかかっ」


    　唐沢だけ？　た……高倉さんは？　高倉さんは何処に行った？　振ふり返かえる。


    　なんと高倉さんはステージに昇のぼる階かい段だん途と中ちゆうで足を引っかけ、見事なまでにずっこけていた。


    「た、高倉様！　大だい丈じよ夫うぶですか！」


    「いたた……こ、腰こしが……わしも歳としかのう」


    「い、幾いくらお二人だけにする為ためとはいえ、本当に飛ばなくても……」


    「いやいや、こういうのは身体から入ってかないと……あたたっ」


    　冬ふゆ野のさんが慌あわてて高倉さんを介かい抱ほうしつつ引っ込める。って、ちょっ、なんで高倉さんが引っ込んでるんですか！


    　っていうか俺もう今、ステージの上にいるんですけど！


    「あ、いや、その――」


    「隣の彼女紹しよう介かいしろー！」


    　誰だか分かっていない会場の皆みなから超ちよう絶ぜつ突つっ込こみのブーイング。やばい、違ちがうんだ。どうしようどうしよう、なんて言えばいいか分からない。第一これでは唐沢への告白になってしまう。広場で高倉さんのお婆ばあ様が「いつみは何やっとるんじゃ……」と嘆なげき、隣の人ひと吉よし婆さんが大笑いしている。会場の皆さんは隣の唐沢が誰だか分からず、拍はく手しゆと紹介を求めつつざわついている。


    　この空気は、まずい。どうしたらいいのか。


    　……でも。何故だろう。凄すごく、ドキドキする――


    　その目の前で、隣から小さな手がすっと伸のびた。


    「え？」


    　横を見ると唐沢が俺のマイクに手を伸ばし、そっと引ひき抜ぬき自分の手元にたぐり寄せた。右手でマイクのコードを払はらい、その様子はずいぶんと落ち着いていて……か、唐から沢さわ？


    「……ええと、皆みなさん、大変失礼しました。実は私達は高たか倉くらいつみさんのお友達で、彼女はただいまステージの後ろで軽くずっこけておりますので少々お待ち下さい」


    　鈴すずの鳴るような声で、唐沢が優ゆう雅がに喋しやべりだす。人前での慣なれた言い回しにどっと会場に笑いが漏もれた。高倉さんのお婆ばあ様が頭を抱かかえ、隣となりの人ひと吉よし婆さんが大笑い。


    　その様子を見み渡わたしながら。


    「ですので、その間……まずは私の、ＰＲタイムとさせてください」


    　唐沢が、そのお嬢様らしさを全開に……にっこりと、微ほほ笑えんだ。


    「私と高倉さんは中学の頃ころに出会いまして、その時から大変仲良くさせて頂いただいております。……そうですね。今の私にとって彼女はお友達と言うより、命の恩おん人じんと言ってもいいかもしれません。それくらいお世話になりましたし、彼女のお陰かげで私は同じ高校にも入れました。そして……お陰様で、こちらのちょっと変な方ともお知り合いになりました」


    　唐沢が俺おれを示す。って、


    「へ、変、って俺の事!?　何が!?」


    「あら。言った通りの意味ですけれど？　口うるさいですし、変な所で頑がん固こですし」


    　唐沢が口元をアヒルのように尖とがらせた。狙ねらって見せる可か愛わいい仕草に、広場の中でクスクスと笑いが伝でん搬ぱんしていく。


    「……でも」


    　唐沢が、自らのペースで場の空気を流していく。


    「そういう楽しい方々のお陰様で本当に、私はいつも楽しく過ごさせて貰もらっています。高倉さんにはいつも元気を貰もらいますし、今は後ろに居います冬ふゆ野のさん、という私の友達にも本当にお世話になりました。そして……いざという時に頼たよりになる朝あさ井いさんにも会えて――」


    　唐沢が全員を前に、にっこりと微ほほ笑えむ。


    「……本当に。高校に入ってから本当に、素す敵てきで楽しい事ばかりです。ですから……たまには、こういう場で伝えたい、と思います」


    　囁ささやくように彼女が言い。


    　俺の顔を、その柔やわらかい瞳ひとみで真正面から見つめ……


    「さっきは言えなかったけど……本当、いつもありがとう。ね、朝井？」


    　イタズラっ子のように。ほんの少しだけ顔を赤く染そめた。


    　可か愛わいく、照れたように。


    　その唇くちびるを薄うすく、小さく微笑ませる。


    



    　――告こくれ、と声が聞こえた。


    　後で聞くと、そんな事は誰だれも言っていなかったのだという。


    　会場の誰だれ一人として、そんな事を告げた人はいなかった。ただその時、確たしかに俺おれの耳元ではそう告げる声がハッキリ、聞こえた。強いて言えば、俺によく似にた誰かの声だ。それが錯さつ覚かくなのか、或あるいは何かに気付いてしまったが故ゆえの幻げん聴ちようか。その正体は今となっては分からない。


    　ただ。


    　言われた瞬しゆん間かん、欠けた最後のピースが音を立ててぴたりと、填はまった。


    　微ほほ笑えむ唐から沢さわの胸むな元もとで、ハートのネックレスが小さく揺ゆれる。


    「では、次は朝あさ井いさんの番ですよ？」


    　唐沢がにっこりお嬢様スマイルを浮うかべ、俺の手にマイクを握にぎらせる。熱のこもった指先が触ふれた瞬しゆん間かん、何かを言わないと、と思った。


    　今のこの場は彼女への、想いの言葉を伝える場所なのだ。ビデオテープの映像が頭の中で巻まき戻もどる。今言わずして一体何を語れと言うのか。


    「え、えっと……」


    　周囲から音が消える。外野の雑音もマイクの音も、吹き付ける風の音すらも無音になり、時間がぴたりと静止したその世界の先で、唐沢がじっと俺の言葉を待っている。


    「か、唐沢は……」


    　声が、震ふるえる。周囲が固かた唾ずを呑のんで見守っている。


    　俺の言うべき言葉。それは。


    「……唐沢はこう見えて、実はしょっちゅう怒おこる奴やつです。何だかんだでアホとか馬鹿とか、色々突つっ込こんできてもういっつも喧けん嘩かして……」


    　唐沢がちょっと目を細める。周囲で意外そうな声が上がる。


    「でも、本当は凄すごく元気でたくましくて……格かつ好こう良よくて、強くて。か、可か愛わいくて……」


    　何を言ってるのか自分でもよく分からない。でも、言葉が溢あふれてくる。


    「そして……」


    　止まらない。伝えたい。


    　これだけは、間ま違ちがいない――


    「唐沢は、俺の、大事な恋ライ敵バルです」


    　そう言うと。隣となりでくすりと唐沢が笑った。


    　その笑顔に、ぴりっ、と背せ筋すじに電でん撃げきが走る。


    



    　思えばいつも、その小さな身体を見つめていた。


    　罵ののしりながら、戦いながら、いつしかその輝かがやきに捕とらわれていた。


    　どんなに喧嘩をしようとも。どんなに離はなれてしまっても。


    「そして、俺は……」


    　今まで気づかなかっただけで。もしかしたら、ずっと前からその微ほほ笑えみに魅み入いっていたのかもしれない。唐から沢さわ鈴すずという、小さくて、面おも白しろくて、拳こぶしを交える相手にして。


    　そして……


    「俺おれは、俺は……そんな唐沢が……！」


    　目の前で、唐沢の微ほほ笑えむ、その姿すがたが。


    　どうしようもなく、今確たしかに。


    　間ま違ちがいなく。


    　俺は。


    　俺は……！


    「唐沢鈴の事が、好――」


    　言いかけた時。


    



    　ズドン、と。


    



    　突とつ然ぜん、背はい後ごで物もの凄すごい音がした。


    　衝しよう撃げきでキィィィン……とマイクがハウリングを起こし、口にしかけた言葉が夜空に吸すい込こまれ消えていく。同時に「はわわわーっ！」という可か愛わいい悲鳴が会場中に響ひびき渡わたる。


    　衝撃音にざわめき、つい唐沢と一いつ緒しよに眉まゆをひそめて。


    「……はい？」


    　何事かと振ふり返かえると、俺達の背はい後ごにあった筈はずの、小学校より寄き贈ぞうされた可か愛わいいクジラ絵が見るも無む惨ざんな形で前にぶっ倒たおれていた。しかも、何な故ぜか一いつ緒しよに高たか倉くらさんまで倒れている。……って、高倉さん？


    「高倉様……そんなに力込めて覗のぞき込こむから……危あぶないとお伝えしたのに……」


    「だ、だってどうしても気になって……！」


    　何とか高倉さんが起き上がり、後ろから舞ぶ台たいに上がってくる。と、


    「なんじゃい。いつみ、ようやく出てきたぞ？」


    「……え？　はっ！　し、しまった！」


    　人ひと吉よし婆ばあさんの突つっ込こみで高倉さんが振り返る。その目の前には当然、今もびっくりしたまま沈ちん黙もくしている会場がある訳わけで。……その背後は今しがた大変混こん乱らんしていて――


    　困こまる高倉さんの足下で、先さき程ほどマイクを持ってきた係の人が慌あわてて駆かけ寄よってくる。


    「高倉さん、後ろ今から直しますから、とりあえず場を繋つないでて下さい。まったくもう……！」


    「あ……え、ええと……」


    　そう言われて高倉さんは困ってしまったようだが、しかし倒したのが高倉さん本人なので何も言えず。俺と唐沢に見つめられたところで冷ひや汗あせを流し「あはは……」と困ったように笑い、最後に――


    「……はい！　という事で遅おそくなったり勢いきおい余あまって色々倒れちゃったりしましたが！　お……お待たせしました、高たか倉くらいつみです！　じゃーん！」


    　誤ご魔ま化かした。


    「で、こちらの朝あさ井い君と鈴すずっちがあたしの友達！　それと冬ふゆ野のさん、です！」


    　高倉さんが半ば自や棄けっぱち気ぎ味みに俺おれと唐から沢さわの間へと飛び込み、その両りよう腕うでで俺達をぐっと掴つかむ。うわっ、と二人揃そろって慌あわてた所で高倉さんがマイクを握にぎりつつ反対の手で冬野さんを呼よんだ。それから会場の皆みなさんに聞こえるよう、盛せい大だいに、騒さわがしく、元気よく。


    「えー、皆さんお久しぶりです！　お待たせしました！　高倉いつみは小学校の頃ころから全然、変わっておりません！　向こうで素す敵てきな友達も見つけました！　い、勢い余って色々壊こわしちゃう所は昔から一いつ緒しよですが……ひ、久しぶりなので覚えてない方もいるかもしれませんが、高倉さん家ちのお孫さんです！　どうもー！」


    　高倉さんがマイクを振り上げ、盛大なご挨あい拶さつを打ち上げた。


    　そこから、高倉さんの独どく壇だん場じようが始まった。俺達から手を離はなしたかと思えばステージに大手を振っての大はしゃぎ。後ろの惨さん状じようから何とか視し線せんを逸そらそうとしたのか、或あるいは彼女の天然ぶりがその元気の良さを出しているのか。


    　そして彼女が挨拶した途と端たん、会場の爺じい様と婆ばあ様達の目が覚めた。「誰だれかと思えば、あのイタズラ腕わん白ぱくっ子か！　懐なつかしい！」と声をあげて手を振ふり出だす。高倉さんは近所誰でも友達だとは言っていたが、やっぱり相当有名だったに違ちがいない。


    　そうして短いＰＲ時間はあっという間に過ぎ、最後に、


    「じゃあ最後はみんなでジャーンプ！　ひゃっほーい！」


    「うわっ」


    「うひぃっ！」


    「ちょ、高倉様……！」


    　ステージから全員で思いっきり飛とび降おり、そうして拍はく手しゆ喝かつ采さいの中――俺達の高倉さんＰＲタイムが終了。引き続き次の人にバトンタッチ、とばかりに高倉さんがマイクを放り、その頃ころには何とか背はい景けいも再ふたたび立ち直る。ステージ下では高倉さん達と地元の婆様達で大おお賑にぎわい。


    　高倉さんのお婆様も人ひと吉よし婆様も二人揃そろって「お前さんは何しとんだ！」と言いつつ喧けん嘩かに発はつ展てん。ステージ上ではその人吉婆さんのお孫さんである浴衣ゆかた姿すがたの女の子が「あ、あたし全然目立たないし……！　って言うかいつみ、あたしも混まぜてー！」と絶ぜつ叫きようする。その様子に誰だれかがケタケタ笑い声をあげている。


    　騒さわぎの中、ちらりと唐から沢さわに視し線せんを向けた。


    　……最後の一言は、聞こえただろうか？


    　気になって唐沢に目を向けたが、唐沢は高倉さんに振り回されている真っ最中だった。


    　どうしよう。ちゃんと言った方がいいのだろうか。


    　ほんの少しだけ、そう思ったけれど……


    　今は、これでいいのかもしれない。


    　俺おれ達が一いつ生しよう懸けん命めい目指したものは、これなのだ。高たか倉くらさんが楽しく騒さわぎ、冬ふゆ野のさんが苦笑を浮うかべ、お婆ばあ様も人ひと吉よし婆様もカリカリしながら笑っている。誰だれもが楽しむ素す敵てきな素敵なハッピーエンド。


    　……唐から沢さわが一生懸命勝ち取った、勝利の姿すがた。今は、それだけで良い気がする。


    　そうだろう、唐沢？


    　そう声をかけようと唐沢の方に振ふり向むいたが、肝かん心じんの唐沢は高倉さんに未だぐるんぐるんと振り回されていた。その顔は大おお慌あわてでおたおたしていて、今にも飛ばされそうな勢いきおいだ。


    　でも。


    　唐沢は焦あせりながらも、その顔はずっと楽しそうに頬ほおを緩ゆるめていた。


    　笑っていた。心の底から、楽しんでいた。


    　そして――唐沢が高倉さんに抱だきつき、ぎゅっとその身体にしがみつきながら。ほんの少しだけ俺を見つめ、薄うすく、嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。その唇くちびるが僅わずかに動く。


    「ありがとう」と。


    　――そんな、あいつの笑顔を……ずっとずっと見ていたい。


    　今は素す直なおに、そう思う。

  


  
    
      　―― エピローグ ――

    


    



    　そうして、小さな舞ぶ台たいの幕まくが、下りる。


    　お祭りがゆっくりと、終わりの時を迎むかえていく。


    



    　ステージ前にひしめいていた観かん客きやくが解かい散さんし、波なみ打うち際ぎわや道路脇わきなど思い思いの場所に陣じん取どり始はじめていた。賑にぎわっていた出店もキリの良い所から順次後始末を始め、傍そばに置かれたゴミ箱にはビニール袋ぶくろが山積みになっていく。砂すな浜はまに残されたのは沢たく山さんの足あし跡あとと、誰だれかの落としたサンダルの片割れが一つ。祭りの終わりを知らせる寂せき寥りよう感かんが、じんわりと辺りに漂ただよい始はじめている。


    　孫自じ慢まん大会も混乱と興こう奮ふんの中で無事終わり、それから後のイベントを見終えて一息ついた所だった。コンクリに腰こし掛かけ、ふぅ、と一息。


    　これで、お祭りの日につ程ていはほぼ終了。楽しかった一ひと時ときが、最後の幕を下ろしていく。


    　……でも結局、高たか倉くらさんへのＰＲにはならなかった。


    　それどころか……いや。今考えても仕方がない。


    　あの時は確たしかに、ああ思ったに違ちがいない訳わけで……


    「……そろそろ終わりか」


    　何となく感かん慨がいを覚えて、ふと呟つぶやく。と、


    「どうしたのよ朝あさ井い。そんな溜ため息いきついて」


    「ん……？」


    　いつの間に来たのだろう。隣となりに立つ唐から沢さわが、くすっと笑った。


    　どんな顔をすればいいのか。ほんの少し悩なやんだが、


    「ちょっと、寂さびしくなってな。……お祭りが終わるな、っていう」


    「ん……そうね。でも、今から最後の楽しみがあるじゃない」


    「ん？　そうだっけ――」


    　と言いかけた時、頭上で大玉の花火が轟ごう音おんと共に打ち上げられた。見上げると光の玉が夜空に弾はじけ、周囲から喝かつ采さいと拍はく手しゆが鳴なり始はじめる。暗くら闇やみの空を盛せい大だいに彩いろどるかのように勢いきおい良く花火が次々打ち上がり、空を覆おおい尽つくさんと爆はぜていく。


    　……花火大会。そうだった。お祭りの、最後のメインイベント。


    「せっかくだし、一いつ緒しよに見ましょ？　朝井」


    「おぅ。……あ、高倉さんは？」


    「友達ともう少し話すから、って向こうに行ってる。冬ふゆ野のはあたしがお願いして、ちょっと買い物」


    「そっか」


    　頷うなずいた所で隣となりに自然と唐から沢さわが並ならび、そっと腰こし掛かけた。その動作はずいぶんと落ち着いたもので、俺おれの様子など全然気にせず空を見上げている。時折輝かがやく花火の煌きらめきに、その横顔が照らされ……自然と薄うすく笑うその顔は、今見てもやっぱり、少し。


    「なあ、唐沢」


    「ん？」


    　……ええと。


    「花火、綺き麗れいだな」


    「……うん」


    　そんな言葉に終始した所で。不意に、唐沢がこちらを振ふり向むいた。


    　視し線せんが合う。……どきり、とする。


    　――さっきの質問の答えを、聞いても良いのだろうか。唐沢は、一体どう思ったのか。


    　でも。それを聞くという事は。返事を聞いてしまう、という事だろうか？


    　とりあえず、何かを言おうと思って口を開いた。けれど唇くちびるが上手く動かず、質問が霞かすみのように消えていく。


    　……そんな風に躊躇ためらったせい、かもしれない。唐沢が逆ぎやくに、言葉を返すように……


    「ねえ朝あさ井い」


    「うん？」


    「……あのさ。さっきのお祭りの最後の時、だけど……」


    　聞かれる。


    　そう覚かく悟ごを決めて、身み構がまえる。


    　返事が、来る。


    　唐沢がゆっくりと、その唇を開く。はち切れそうになる心しん臓ぞうを押おさえ、思わず瞼まぶたを閉じ――


    「なんて言ったの？」


    「……へ？」


    「最後、よく聞こえなくて……」


    　ゆっくり瞼を開くと、唐沢が目の前で首を傾かしげていた。恥はずかしそうな、気になるような……本当に、素す直なおな疑問をぶつけるような顔で……


    　あれ。


    　もしかして。聞こえてなかった？


    「あ、えっと……」


    　ま、まあ確たしかに、途と中ちゆうで高倉さんが壁かべを倒たおしたり色々あったからな。聞こえなくても不思議じゃないけれど……


    　そう思うと途と端たんに、良かったのか悪かったのか分からなくなる。あれは一時期の気の迷まよいか。今こうして唐から沢さわを見てると、なんであんな事を言ったのか俺おれ自身もよく分からない。祭りの気に当てられたのか、それとも。


    　……ほんの少し、自信が無くなってしまった。


    　だから、つい。


    「別に。た、大した事じゃねーよ」


    　そう言ってそっぽを向くと、唐沢は小さく「……そ」と、息をついた。そのまま暫しばらく沈ちん黙もくした後、何をするかと思えば口元に手を当てての大あくび。緊きん張ちようの欠かけ片らも見当たらないその様子に……


    　なんつーか。ぜんぜん聞こえてなかったんだな。本当に……


    「ねえ朝あさ井い」


    「ん？」


    「ちょっと、肩かた貸かして貰もらってもいい？　あたし、ちょっとお疲つかれ気ぎ味みだし」


    「はい？」


    「いいでしょ？　あんた男の子なんだから、それくらい」


    　そう言って唐沢が俺の肩に身体を預あずけてくる。慌あわてて支ささえたその身体に唐沢の柔やわらかい肌はだが触ふれ、頬ほおがほんの少し熱くなった。


    　……でも。


    「なんだ。結局、ぜんぜん変わってないって事か……」


    　俺だけが勝手に意い識しきしすぎたのか。唐沢は暢のん気きに腰こし掛かけ、空高く上がる花火を見上げ……


    　でも何な故ぜだろう。何となく、ほっとした気分もあった。


    　なんと言えばいいのだろうか。唐沢とはもう暫く、このまま――恋ライ敵バル同士のままの方が良いのかもしれない。


    　今はまだ暫く、こいつとがーがー言い合いたい。余よ計けいな事を一切挟はさまず、ただ無む性しように勝負をしたい。そういう関係で居い続つづけたいし、その方が心ここ地ち好よい。そんな気もする。


    　色々と言いたい言葉を飲み込み、はぁ、と最後は溜ため息いき。そんな俺の揺ゆれる心情なんぞ知ったことじゃねえ、とばかりに空高く花火が散る。光が溢あふれては消え、全てを海に流していく。


    　唐沢がほっとしたように隣となりで息をついた。その様子に……


    「……お疲れ、唐沢」


    　軽く声をかけ、唐沢を真ま似ねて高々と空を見上げた。


    　……まあ、いいか。自分自身の結論も含ふくめて、全部もう少し先さき延のばしでも。今は静かに花火を楽しめれば、それでいい。


    　一息ついて夜空を見上げる。ひときわ大きな花火が空に上がり、ど派は手でな音を立てて輝かがやいた。


    　パラパラと消え行く最後の光が、俺達の頭上に降ふり注そそぐ。
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    　　　　＊


    



    　そんな溜ため息いきをつく朝あさ井いの顔を、ばれないように覗のぞき込こむ。


    　……本当は、はっきりと聞こえていた。


    　朝井が何を言ったのか。その声が消える直前、たくさんの騒そう音おんに紛まぎれながらも、その言葉は確たしかにあたしの耳に残っていた。


    　でも。


    　……返事なんて。恥はずかしくて、言える訳わけが無いじゃない。


    　朝井の温かい身体を掴つかみながら、わざと黙だまって顔を伏ふせる。それが、今のあたしの精せい一いつ杯ぱい。


    　それに……


    　朝井とは、まだ恋ライ敵バルの関係のままで居いたい、と思う。


    　何の気き兼がねもなく喧けん嘩かして、言い争って、でも背せ中なかを任まかせられる相手として。


    　もしかしたら、朝井との距きよ離りが突とつ然ぜん変わってしまう事が怖こわかったのかもしれない。どう声をかければ良いか分からなくなる事に、戸と惑まどったのかもしれない。……だから。


    　もう暫しばらく黙だまっていよう。自分の気持ちに、きちんと整理がつく、その時まで。


    　あたしの内側に生まれた気持ちが、間ま違ちがいない、と確たしかに分かる瞬しゆん間かんまで。


    　そして……


    　いつの日か。あたしと朝あさ井いの関係が。恋ライ敵バルという形から、違ちがうものに変わってしまう時がもし訪おとずれたら。……決心出来る日がもし来たら。


    　必ず言おう。


    　朝井の言葉に対する、あたしの返事。


    　でも、今は……


    　首に提さげたアクセサリーを握にぎりしめ、もう少しだけ朝井の方に肩かたを寄せた。朝井が妙みように慌あわてふためき、


    「お、お前、ちょっとこっちに寄りすぎじゃ……！」


    「何よ。いいじゃないの、別に」


    　なんだか逃にげようとしたので、脇わき腹ばらを掴つかんでつねる。あ痛いたたたたっ、と悲鳴をあげる朝井ににじり寄り、ついつい癖くせで睨にらんでしまった。そんな些さ細さいな事が面おも白しろい。朝井が焦あせって一歩引く。その顔が、面白い。


    　――逃がすものか、と思った。


    　あんたはあたしの喧けん嘩か相手で。背せ中なかを任まかせられる戦友で。そして――


    



    　あたしの、生しよう涯がいの恋ライ敵バルになるべき相手なんだから。
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    あとがき


    



    　本書を執しつ筆ぴつしている間、世間では冬の嵐あらしが吹ふき荒あれておりました。豪ごう雪せつだの寒かん波ぱだのと言われる最中でも本ほん編ぺんでは夏真まっ盛さかり。カタカタ震ふるえながらパソコンに向かいつつ、作中では暑いだの花火だの書いてると正直ちょっと羨うらやましいなぁ、って思う訳わけですよ！


    　夏！　海！　花火！　お祭り！


    　キラキラの世界。でも自分の周囲は冬真っ盛り……


    　そしてクリスマスを一人寂さびしく迎むかえつつラブコメ書いていると、いいからお前ら早くくっつけよ、なんてたまに思ってしまう訳ですよ！　もう、色々な意味で羨ましい……！


    　でも本当に完かん璧ぺきバッチリくっついてしまうとラブコメとしてはほぼ終了な訳でして。その辺りのさじ加か減げんに世の中のラブコメ書きさんの凄すごさを垣かい間ま見みた三巻執筆でありました。日々精しよう進じんだと思います、本当に。


    　あ、ちなみに夏は良いなぁと言いましたが、本当は夏より冬の方が好きです。寒いのはガマン出来ても暑いのはガマンできない体質です。某ぼう有名なゲーム風に言うなれば、凍とう土どだとスタミナが減へるけど砂さ漠ばくだとＨＰゲージが減って死ぬのと同じあれでしょう、多分。


    



    　という事で本書も三巻を迎むかえました。恋ライ敵バル達も何だかんだで少しは成長した（？）ようですが、如何いかがでしたでしょうか。これを成長と呼よんで良いのか収おさまるべき所に収まったと言うべきかは分かりませんが、本シリーズは一いち応おうこれで一区切りという形になります。


    　とはいえ、彼らは結局ずっとこの調子で進んで行くんじゃなかろうか……という気も、ほんのりと感じる所であります。末永く、さりとてアホらしく。


    



    　それでは最後に謝しや辞じを。いつも山のようにお世話になっております担たん当とうの和田さん、及および吉岡さん。毎回可か愛わいいイラストで悶もだえさせてくださっている作々さん。その他、校こう閲えつさんを始め本書作成に関かかわってくださった沢たく山さんの方々、毎回の事ながら本当にありがとうございます。時田が自由気ままにガリガリ執筆できるのも皆みなさんのおかげです。


    　そして本書を手に取ってくださった読者様方。皆様のおかげで今日の時田唯が成り立っております。今後とも頑がん張ばっていきます故ゆえ、どうかよろしくお願いします……！


    　ではでは、またの機会にお会いしましょう。

  


  
    時とき田た 唯ゆい


    時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。物書き種ヒキコモリ科と思われ、最近ではPS３を操作する姿が目撃されている。が、テレビが未だアナログのため「文字が潰れてよく見えない」と呟いている模様。地デジ対応テレビが待ち遠しいです。
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    作さく々さく


    ３巻はエピソードが追加されたり無くなってしまったりと特に変化があったので、見比べて読みつつ「おぉこうやって物語は作られていくのだなぁ」としみじみしたものです。

  


  
    
      電撃文庫

    


    
      恋ライ敵バルはお嬢じょう様さま☆ その３！

    


    



    
      時とき田た 唯ゆい

    


    



    
      二〇十三年一月三十一日　配信
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